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特集・侵略と性

・基地買春
一沖縄・韓国・フィリピン・タイー

・従軍慰安婦

・輸入される女性たち

.パングラデ、シュ売春レポート

.アジアの女性運動から
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主な米軍事基地と日本の経済侵略

⑧1951-81年度までの日本企業の直接投資累計

⑧81年末までの無償経済協力

⑧81年末までの有償経済協力韓国

鳥山空軍基地

群山空軍基地

東豆川第2歩兵師団

⑧1，209百万ドル
⑧4，615百万円
⑧452，742百万円

、性グと暗{曇
日本

三沢、横須賀、

岩園、佐世保、

横田、座問、

厚木、横浜、よ瀬谷

一沖縄・韓国・フィリピン・タイ-
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V
J
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フィリピン

スーヒ.ック海軍基地

クラーク空軍基地

⑧687百万ドル
⑧20，938百万円
⑧269，621百万円

タイ

⑧427百万ドル
⑧34，949百万円
⑧314，140百万円

シンガポール
⑧1，202百万ドル
⑧37百万円
⑧9，800百万円

、。

第7艦隊の寄港地
横須賀(ミッドウェイの母港)、佐世保、沖縄、7')ーマントJレ(オーストラリアト
スーヒ'ック(フィリピン、第7艦隊の母港)、香港、シンガポール、パ?ヤ(5'ィ)、

デイ工ゴ・カソレシア等

基
地
の
女
た
ち

私
は
佐
世
保
の
近
く
の
小
さ
な
村
で
生

ま
れ
、
少
女
時
代
を
高
度
成
長
以
前
の
横

須
賀
、
て
育
っ
た
。
裏
山
か
ら
は
米
軍
基
地

が
見
渡
せ
、
「
パ
ン
パ
ン
」
と
か
「
オ
ン
リ

ー
」
と
か
呼
ば
れ
た
基
地
の
女
性
の
存
在

は
日
常
生
活
の
風
景
だ
っ
た
。
米
軍
に
よ

っ
て
日
本
の
女
性
の
人
権
が
踏
み
に
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
の
幼
い
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
い
た
く
傷
つ
け
、
そ
の
怒
り
が

ア
ジ
ア
各
地
の
買
春
観
光
地
待
へ
と
足
を

向
け
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
地

に
共
通
す
る
一
つ
の
事
実
と
出
会
っ
た
。

そ
れ
は
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
い

っ
た
米
軍
の
ア
ジ
ア
侵
略
に
連
動
し
て
、

兵
士
の
慰
安
所

H
R
&
R
(
レ
ス
ト
・
ア
ン

ド
・
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
)
セ
ン
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
買
春
地
世
怖
が
新
し

く
つ
く
ら
れ
た
り
、
肥
大
化
さ
せ
ら
れ
、

米
軍
の
撤
退
後
は
、
買
春
観
光
地
帯
と
な

っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

今
な
お
米
軍
が
行
く
と
こ
ろ
に
は
、
必
ず

基
地
の
女
た
ち
が
い
る
。
昨
年
の
春
か
ら

夏
に
か
け
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
タ
イ
・
香
港

の
基
地
買
春
地
帯
を
訪
れ
、
買
春
の
盛
衰

が
米
軍
の
ア
ジ
ア
戦
略
と
軌
跡
を
共
に
し

て
い
る
こ
と
を
見
た
。

-
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略

<> 

遠

野

は

基地・観光買春を許すな.ゲ

軍事・経済侵略と女性への性的搾取はコインの裏・表である。それをもっとも端的にあ

らわしたのが侵略戦争と買春だ。かつて日本軍がアジアの女性を従軍慰安婦としたことは

あまりにも有名だが、アメリカ軍もアジアへの侵略とともに基地買春をおこなった。そし

て今日も、アメリ力軍がいくところでは、必ず様々な形の女性への性的搾取が存在する。

る

ひ

五

0
年
代
H
「
大
量
報
復
戦
略
」
、
六

0

年
代
H
「
柔
軟
反
応
戦
略
」
を
採
用
し
た
ア

メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
敗
北
を
た
て
な
お
そ
う
と
七

0
年
代
に

向
け
「
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
を
発

表
。
こ
の
戦
略
の
基
本
路
線
は
、
全
面
核

戦
争
の
優
位
を
保
ち
な
が
ら
、
第
三
世
界

が
共
産
主
義
陣
営
に
は
い
ら
な
い
よ
う
に

民
族
解
放
運
動
を
圧
殺
し
、
軍
事
負
担
を

同
盟
諸
国
へ
お
し
つ
け
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
だ
っ
た
。

S
A
L
T
I
の
交
渉
と
中

国
へ
の
接
近
に
よ
り
ソ
連
の
封
じ
こ
め
を

は
か
る
一
方
で
、
民
族
解
放
運
動
に
対
し

て
は
ア
メ
リ
カ
地
上
軍
に
か
わ
り
、
現
地

の
軍
隊
・
警
察
力
を
育
成
し
て
「
ア
ジ
ア
人

と
ア
ジ
ア
人
を
戦
わ
せ
る
L

政
策
を
と
っ
た
。

こ
の
戦
略
に
沿
い
ア
メ
リ
カ
地
上
軍
は
撤

退
を
開
始
し
、
七
一
年
に
は
第
七
艦
隊
を

ふ
く
め
四
五
万
だ
っ
た
在
ア
ジ
ア
の
兵
力

は
、
七
四
年
に
は
一
六
万
に
減
少
し
た
。

同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
は
同
盟
諸
国
に
対

し
核
の
カ
サ
と
と
も
に
海
軍
カ
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
緊
急
の
場
合
は
い
つ
で
も

か
け
つ
け
て
支
援
す
る
体
制
を
と
と
の
え

た
。
先
端
技
術
を
装
備
し
た
戦
艦
を
建
造

し
、
横
須
賀
|
沖
縄
|
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
|

フ
ィ
リ
ピ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
ガ
ル
シ
ア
と
極

東
か
ら
中
東
ま
で
太
平
洋
の
島
々
を
弧
状

ベトナム戦争後、基地買春地帯は観光買春地帯となった。買春観光が目にあまるように

なったのは70年代初めからだが、その軌跡は日系多国籍企業のアジアへの経済侵略と一致

する。買春は米軍兵士から日本の企業戦士へとひきつがれた。

買春は多様化しより巧妙になっている。国境を越えアジアの女たちはやってくる。 r輸

入される女たち」の背後には、貧困と工業化政策のために外貨を必要としている母国があ

る。女たち、それも一番貧しい女たちが、日米そして自国の支配階粧の犠牲にされ、同時

に軍事・経済侵略をささえている男たちへの貢ぎものとして利用されている。

買春は目にみえない軍事・経済侵略の矛盾が目にみえるものとして表出してきたものだ。

アジアの女性への性的搾取と日本の女性に加えられている家庭基盤充実政策・労基法改悪

・優性保護法改悪などの根は一つだ。私たちはこうした反動政策を阻止するとともに、ア

に
結
ぶ
基
地
群
の
増
強
、
新
設
を
お
こ
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
基
地
は
、
兵
力
三
万
一

八

O
O人
、
航
空
機
二
二

O
機
を
搭
載
す

る
世
界
最
大
の
海
軍
力
H
第
七
艦
隊
に
よ

っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
第
七
艦
隊
は
各
国

の
通
信
施
設
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
西

太
平
洋
、
イ
ン
ド
洋
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
、

南
極
大
陸
ま
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
何
か

事
が
お
き
れ
ば
核
を
つ
ん
だ
爆
撃
機
が
飛

び
た
つ
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
る
。

-
基
地
の
街
l

オ
ロ
ン
ガ
ポ

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
拡
大
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
兵
が
大
挙
し
て
ア
ジ
ア
に
や
っ
て
く
る

と
、
兵
士
の
慰
安
の
た
め
に

R
&
R
セ
ン

タ
ー
が
、
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
韓
国
・
台
湾
の
各
国
に
設
け
ら
れ
た
。

兵
士
た
ち
は
激
し
い
戦
闘
の
後
、
短
期
間

の
休
暇
を
楽
し
む
た
め
、
軍
用
機
、
で
こ
れ

ら
の
地
に
空
輸
さ
れ
ア
ジ
ア
の
女
性
の
肉

体
に
束
の
聞
の
快
楽
を
も
と
め
豪
快
に
ド

ル
を
落
し
た
。

R
&
R
セ
ン
タ
ー
の
中
心

だ
っ
た
サ
イ
ゴ
ン
に
は
、
四

O
万
の
売
春

婦
が
い
た
と
い
う
。
一

i
三
ド
ル
で
体
を

売
っ
た
の
は
、
「
戦
略
村
政
策
」
に
よ
り
村

を
追
わ
れ
、
サ
イ
ゴ
ン
に
や
っ
て
き
た
貧

し
い
農
村
の
女
た
ち
だ
っ
た
。

戦
争
の
終
結
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
基

地
買
春
は
な
く
な
っ
た
が
、
第
七
艦
隊
の

母
港
・
ス

l
ピ
ッ
ク
海
軍
基
地
の

R
&
R

セ
ン
タ
ー

H
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
オ
ロ
ン
ガ
ポ

は
ア
ジ
ア
で
最
大
の
基
地
買
春
の
地
だ
。 ジアの人々と連帯し、基地・観光買春を根絶するために闘っていきたい。
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基
地
の
ゲ

l
卜
か
ら
小
さ
な
川
を
へ
だ
て

て
、
ゴ

l
ゴ

l
パ

l
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
パ

ー
ラ
ー
、
ホ
テ
ル
な
ど
五

0
0軒
が
ギ
ッ
シ
リ
と
並
ぶ
。
日
暮
れ
る

と
基
地
か

b
街
へ
と
、
シ

l
パ
ン
に

T
シ

ャ
ツ
の
ア
メ
リ
カ
兵
が
や
っ
て
く
る
。
ロ

ッ
ク
の
リ
ズ
ム
と
幼
さ
の
残
る
女
た
ち
、

ビ
ー

ル

一
杯
で
相
手
を
物
色
す
る
男
た
ち
。

基
地
買
春
の
典
型
的
な
光
景
が
毎
晩
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
オ
ロ
ン
ガ
ポ
に
は
、
週

一
回
の
性
病
チ
ェ

ッ
ク
と
ひ
き
か
え
に
市

か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
を
も
ら

っ
て
い
る
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ガ
ー
ル
と
街
娼
合
わ
せ
て

一
万
七
千
人
の
女
た
ち
が
い
る
。
彼
女
た

ち
の
故
郷
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も

一
番
貧

し
い
レ
イ
テ
や
サ
マ

l
ル
。
一

晩
三
千

1

四
千
円
で
体
を
売
る
。
オ
ロ
ン
ガ
ポ
の
経

済
は
、
こ
う
し
た
女
た
ち
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
性
産
業
と
、

二
万
人
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
労
働
者
が
働
く
基
地
の
落
す
ド
ル
に
よ

り
か
か
っ
て
い
る
。

ス
!
ピ
ッ
ク
海
軍
基
地
は
、
ア
メ
リ
カ

が
ア
ジ
ア
へ
の
侵
略
を
エ
ス
カ
レ

ー
ト
す

る
と
と
も
に
規
模
が
大
き
く
な
り
、
そ
れ

に
と
も
な
い
オ
ロ
ン
ガ
ポ
も
繁
栄
し
て
い

っ
た
。
特
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
は
じ
ま
る

と、

二

O
軒
だ
っ
た

R
&
R
セ
ン
タ
ー
が、

フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
を
ア
メ
リ
カ
兵
か
ら
守

る
と
い
う
口
実
の
も
と
に
、
急
激
に
増
え

六

O
O軒
に
も
な
っ
た
。
今
、
て
も
そ
の
勢

い
が
お
と
ろ
え
な
い
の
は
、
米
地
上
軍
の

ア
ジ
ア
か
ら
の
撤
退
後
も
、
第
七
艦
隊
の

新
式
の
武
器
を
供
給
し
て
い
る
。
タ
イ
政

府
は
七
八
年
に
四
億
ド
ル
の
武
器
を
ア
メ

リ
カ
か
ら
購
入
し
た
が
、
こ
れ
は
観
光
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
外
貨
に
ほ
ぼ
匹
敵

す
る
。
観
光
は
売
春
を
目
玉
と
し
て
い
る

の
で
、
タ
イ
女
性
が
体
を
売
っ
て
得
た
外

貨
が
ア
メ
リ
カ
に
支
払
わ
れ
、
タ
イ
の
軍

事
化
を
ま
す
ま
す
強
化
し
て
い
る
と
も
い

・ぇ，。。-
第
七
艦
隊
の
寄
港
地

タ
イ
に
は
、
依
然
と
し
て
形
を
変
え
た

基
地
買
春
が
存
在
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
デ
カ

ダ
ン
ス
に
満
ち
た
パ
タ
ヤ
は
、
買
春
観
光

の
メ
ッ
カ
と
し
て
名
高
い
が
、
第
七
艦
隊

の
寄
港
す
る

R
&
R
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
る
。

兵
士
た
ち
は
オ
ロ
ン
ガ
ポ
よ
り
、
も
っ
と

多
く
の
物
と
美
し
い
也
女
性
を
買
え
る
パ
タ

ヤ
は
「
夢
の
島
」
だ
と
い
う
。
入
港
後
の

一一

i
三
目
、
米
兵
は
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
を

く
り
ひ
ろ
げ
、
ミ
ッ
ド
ワ
ェ

ー
が
五
日
間

母
港
と
し
て
の
機
能
は
か
わ
ら
な
い
た
め

だ
。
中
東
情
勢
が
緊
迫
す
る
に

つ
れ
、

こ

の
基
地
の
重
要
性
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
ア

メ
リ
カ
は
七
九
年
に
基
地
使
用
の
再
契
約

を
結
び
、
使
用
料
と
し
て
五
年
間
五
億
ド

ル
を
払
い
、
さ
ら
に

二
億
五
千
万
ド
ル
の

軍
事
援
助
を
与
・
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

オ
ロ
ン
ガ
ポ
は
日
本
と
も
無
関
係
で
は

な
い
。
買
春
観
光
客
は
こ
こ
ま
で
や
っ
て

来
る
し
、
日
本
の
建
設
会
社
は
基
地
建
設

を
請
け
負
い
、

川
崎
重
工
の
造
船
所
は
基

地
に
隣
接
し
て
い
る
。

-
米
軍
撤
退
後
に
コ
ラ

l
ト

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当
時
、
タ
イ
最
大
の
米

空
軍
基
地
の
あ
っ
た
コ
ラ

l
卜
は
オ
ロ
ン

ガ
ポ
と
対
照
的
だ
っ
た
。

コ
ラ
!
卜
は
タ

イ
で

一
番
貧
し
い
東
北
地
方
の
入
口
に
位

置
す
る
。

こ
わ
れ
た
ふ
オ
ン
サ
イ
ン
、
は

げ
か
け
た
ペ
ン
キ
、
か
つ
て
は
パ

1
や
マ

ッ
サ
ー
ジ
パ

ー
ラ
ー
と
し
て
営
業
し
た
と

想
像
さ
れ
る
多
く
の
底
は
閉
め
ら
れ
、
広

〈
立
派
な
道
路
の
両
側
に
並
ぶ
。
米
軍
の

置
き
み
や
げ
の
、
』
の
道
路
に
は
車
も
人
影

も
な
く
、
炎
天
下
を
サ
ム
ロ
が
ゅ
う
ゅ
う

と
ゆ
き
か
う
。
静
か
な
農
村
に
、
ア
メ
リ
カ

文
化
と
い
う
よ
り
基
地
特
有
の
消
費
文
化

が
洪
水
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
、
そ
れ
が
引

い
て
し
ま

っ
た
跡

|
i廃
盛
の
よ
う
な
印

象
す
ら
う
け
る
。
廃
嘘
は
街
だ
け
で
は
な

い
。
広
大
な
基
地
は
タ
イ
空
軍
へ
と
引
き

渡
さ
れ
た
が
、
使
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
雑
草

寄
港
す
る
と
パ
タ
ヤ
に
は

一
O
O万
ド
ル

以
上
が
落
ち
る
。
パ

ー
で
出
会
っ
た
女
た

ち
は
、

一
週
間
後
に
再
び
や
っ
て
来
る
と

い
う
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
を
心
待
ち
に
し
て
い

た
第
七
媛
隊
の
寄
港
地
は
ア
ジ
ア
の
各
地

に
あ
る
。
香
港
の
ワ
ン
チ
ヤ
イ
も
そ
の

一

つ
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
で
き
た
パ

l

街
は
さ
び
れ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
ア
メ

リ
カ
兵
の
相
手
を
し
て
い
る
の
は
、
香
港

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
た
ち
だ
。
太
平
洋
の

ク
ア
ジ
エ
リ
ン
で
は
十

一
才
の
女
の
子
が

ア
メ
リ
カ
兵
に
体
を
売
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
そ
し
て
沖
縦
・横

須
賀
と
第
七
艦
隊
の
行
く
と
こ
ろ
に
は
、

E
こ
で
も
碁
地
買
春
が
あ
る
。
買
春
の
形

態
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
経
済
・
社
会
情
勢

を
反
映
し
て
は
い
る
も
の
の
、
ア
ジ
ア
の

女
た
ち
が
性
的
に
搾
取
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ

の
軍
事
支
配
を
さ
さ
え
る
た
め
に
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
だ
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
く
ら
れ
る
新
兵
は
、

人
を
殺
す
こ
と
に
良
心
の
傷
み
を
感
じ
な

く
な
る
よ
う
訓
練
を
う
け
、
ア
ジ
ア
の
女

性
を
抱
く
、
』
と
は
、
』
う
し
た
非
人
間
化
の

中
に
セ

ッ
ト
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
今
、
で

も
、
階
級

・
管
理
支
配
の
軍
隊
生
活
か
ら

う
け
る
抑
圧
を
た
ま
に
寄
港
す
る
オ
ロ
ン

ガ
ポ
や
パ
タ
ヤ
の
女
た
ち
の
上
に
発
散
さ

せ
る
。
オ
ロ
ン
ガ
ポ
に
あ
っ
た
ホ
テ
ル
の

名
は

「
ブ
ル

1
・
へ
イ
プ
ン
」
。
「
人
魚
」
の

絵
が
ど
こ
の
買
春
地
帯
、で
も
自
に
つ
い
た
。

が
お
い
し
げ
っ
て
い
た
。
さ
び
つ
い
た
巨

大
な
レ
ー
ダ
ー
が、

一
O
O機
の
爆
撃
機

が
連
日
北
爆
へ
と
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
と

い
う
昔
日
を
わ
ず
か
に
思
い
お
こ
さ
せ
る
。

こ
こ
に
い
た
女
た
ち
の
多
く
は
買
春
観

光
客
を
も
と
め
て
バ
ン
コ
ク
や
パ
タ
ヤ
へ

と
南
下
し
、
街
に
残
っ
た
女
た
ち
は
タ
イ

兵
士
や
バ
ン

コ
ク
か
ら
流
れ
て
く
る
買
春

観
光
客
を
相
手
に
働
い
て
い
る
。
ひ
と
き

わ
目
立
つ
マ
ッ
サ
ー
ジ
パ

ー
ラ
ー
の
名
前

が
、
「
銀
座
」
「
大
阪
」
と
い
う
こ
と
が
、

日
本
人
の
存
在
の
大
き
さ
を
物
語
る
。

基
地
の
街
の
凋
落
は
、
タ
イ
全
土
の
基

地
の
街
に
共
通
し
た
宿
命
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
軍
は
、
タ
イ
の

S
E
A
T
O
加
盟
を

機
に
駐
留
す
る
よ
う
に
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
時
に
は
四
万
人
も
い
た
。
北
爆
の
拠

点
で
あ
っ
た
米
軍
基
地
は
、
み
る
べ
き
産

業
も
な
い
東
北
地
方
の
貧
し
い
袋
村
に
急

激
な
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。
戦
争
に
よ
る

ド
ル
の
流
入
が
い
か
に
す
ご
か
っ
た
か
は
、

例
え
ば
六
つ
の
空
軍
基
地
を
建
設
す
る
た
め

五
億
ド
ル
が
払
わ
れ
た
、
』
と
て
も
わ
か
る
。

そ
し
て
繁
栄
は
、

一
つ
の
基
地
に

一
万
人

近
く
い
る
と
い
わ
れ
た
売
春
婦
た
ち
が
さ

さ
え
る
性
産
業
に
よ
り
か
か
っ
て
い
た
。

バ
ン
コ
ク
は

R
&
R
セ
ン
タ
ー
の
中
心
と

な
り
、
賀
春
観
光
地
帯
と
し
て
有
名
な
パ

ツ
ポ
ン
は
ア
メ
リ
カ
兵
を
客
と
し
て
で
き

た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
の
道
を
歩
み
は

じ
め
た
頃
、
タ
イ
の
反
米
闘
争
は
盛
り
あ

男
た
ち
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
買
春

は
、
故
国
の
実
生
活
と
は
離
れ
た
何
を
し

て
も
許
さ
れ
る
「
天
国
」
で
「
人
魚
」
と

戯
れ
る
こ
と
な
の
だ
。

買
わ
れ
る
側
の
女
た
ち
は
、
編
さ
れ
た

り
性
病
に
体
を
む
し
ば
ま
れ
た
り
し
な
が

ら
も
、
貧
し
さ
か
ら
脱
却
す
る
道
と
し
て

ア
メ
リ
カ
兵
と
結
婚
す
る
こ
と
を
夢
み
る
。

「
結
婚
」

の
後
ろ
に
あ
る
の
は
ア
メ
リ
カ

の
「
由
E

か
さ
」
だ
。
し
か
し
結
婚
と
い
う

実
生
活
の
中
で
の
破
局
。
買
春
に
つ
い
て

ま
わ
る
、
麻
薬
、
性
病
そ
し
て
国
際
児
の

問
題
は
、
ど
こ
で
も
深
刻
だ
。
ア
メ
リ
カ

軍
や
そ
れ
に
追
随
す
る
現
地
の
支
配
階
級

は
、
軍
事
支
配
の
底
辺
を
さ
さ
え
る
兵
士

や
女
た
ち
を
巧
妙
に
管
理
し
て
い
V

る
。

軍
事
支
配
が
も
た
ら
す
も
の
は
、
た
だ

核
や
戦
火
の
脅
威
だ
け
で
は
な
い
。
現
地

の
社
会

・
経
済
構
造
、
文
化
ま
で
が
変
え

ら
れ
、
女
た
ち
が
性
的
に
搾
取
さ
れ
る

の

だ
。-

基
地
買
春
か
ら
観
光
買
春
へ

日
本
は
、
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
特

需
を
テ
コ
に
経
済
発
展
を
と
げ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
特
需
に
よ

っ
て
ど
の
く
ら
い
の
ド
ル

が
日
本
に
流
入
し
た
か
正
確
な
統
計
は
な

い
が
、
あ
る
推
計
に
よ
る
と
七

O
年

一
年

間
で
、
十
億
ド
ル
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ

た
と
い
う
。
七

0
年
代
、
高
度
成
長
が
終

っ
た
日
本
経
済
は
、
様
々
な
矛
盾
を
海
外

に
転
嫁
し
て
の
り
き
ろ
う
と
、
日
系
多
国
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が
り
、
学
生
革
命
後
の
七
五
年
に
、
項
占
…

に
達
し
た
。
こ
う
し
た
タ
イ
国
内
の
要
求

と
戦
略
の
転
換
か
ら
、
七
六
年
に
わ
ず
か

な
軍
事
顧
問
を
残
し
て
ア
メ
リ
カ
地
上
軍

は
撤
退
し
た
。
こ
の
撤
退
に
よ
り
、
基
地

の
街
は
ま
た
貧
し
く
な

っ
た
が
、

一
度
あ

げ
て
し
ま
っ
た
生
活
水
準
を
も
と
に
戻
す

こ
と
は
困
難
で
、
人
々
は
バ
ン
コ
ク
や
中

東
へ
と
出
稼
ぎ
に
て
て
い
る
。
全
国
て
七

O
万
い
る
と
い
わ
れ
る
売
春
婦
の
故
郷
が

東
北
地
方
な
の
は
、
貧
困
の
せ
い
ば
か
り

で
な
く
、
」
う
し
た
背
景
と
も
関
連
し
て
い

る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
基
地
と

R
&
R
産

業
は
地
方
経
済
の
構
造
ば
か
り
か
回
全
体

の
経
済
構
造
も
か
え
た
。

撤
退
し
た
と
は
い

λ
、
ア
メ
リ
カ
軍
が

ま
っ
た
く
タ
イ
と
関
係
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
特
に
イ
ン
ド
シ
ナ
紛
争
後
、

米
軍
は
タ
イ
を
最
前
線
基
地
と
し
て
位
置

づ
け
、
タ
イ
海
軍
と
第
七
般
隊
の
共
同
演

習
を
お
こ
な
い
、
多
額
の
軍
事
援
助
や
最

籍
企
業
に
よ
る
海
外
進
出
が
促
進
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
を
主
な
投
資
先
に
、
七
二
年
1
七

三
年
に
は
第

一
次
投
資
ブ

l
ム
が
お
き
る
。

石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
切
り
抜
け
た
後
、
海
外

投
資
は
製
造
業
か
ら
資
源
収
奪
を
目
的
と

す
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
内
容
を
変

え
、
国
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
り
企
業

聞
で
協
力
す
る
と
い
う
国
策
的
な
色
あ
い

を
深
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
八

一
年
ま

で
の
海
外
投
資
残
高
は
四
五
四
億
ド
ル
。

七

一
年
の
四
四
億
ド
ル
か
ら
十
年
間
で
約

十
倍
と
な
っ
た
。
進
出
が
、
繊
維
・
家
電

t
い
っ
た
自
に
み
え
る
も
の
か
ら
、
よ
り

相
手
国
の
内
部
に
は
い
り
こ
み
な
が
ら
人

目
に
つ
か
な
い
ア
メ
リ
カ
型
多
国
籍
企
業

へ
と
変
質
し
つ
つ
、
ア
ジ
ア
は
日
本
経
済

の
構
造
の
中
に
が
ッ
チ
リ
組
み
こ
ま
れ
て

い
っ
て
い
V

る
。
日
本
帝
国
主
義
が
よ
り
成

熟
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。

ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
日
系
多
国
籍
企

業
の
利
害
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
軍
事

支
配
は
避
け
が
た
く
な
っ
て
く
る
。
日
本

が
軍
拡
を
す
す
め
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ

カ
に
要
求
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
り
で
は
な

い
。
日
本
資
本
主
義
の
利
益
を
守
る
た
め

に
日
本
自
身
が
必
要
だ
か
ら
だ
。
経
済
侵

略
と
軍
事
侵
略
は
わ
か
ち
が
た
く
結
び
つ

強
く
な
っ
た
円

t
観
光
の
大
衆
化
は
、

同
時
に
性
侵
略

H
買
春
観
光
を
う
み
だ
し

た
。
最
大
限
の
利
益
を
追
及
す
る
企
業
の

た
め
に
酷
使
さ
れ
て
い
る
企
業
戦
士
た
ち

@ 



は
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
を
ア
ジ
ア
の
女
性
の

体
で
解
消
し
、
さ
ら
に
有
能
な
社
員
と
し

て
働
く
英
気
を
養
う
。
行
く
先
は
、
か
つ
て

の
R
&
R
セ
ン
タ
ー
の
地

l
韓
国
・台
湾
・

フ
ィ
リ
ピ
ン

・
タ
イ
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本

に
同
盟
国
と
し
て
の
責
任
を
果
せ
と
い
う
。

少
な
く
と
も
買
春
に
閲
す
る
か
ぎ
り
、
日

米
安
保
は
守
ら
れ
、
米
軍
兵
士
か
ら
日
本

の
企
業
戦
士
へ
と
ひ
き
つ
が
れ
て
い

っ
た
。

さ
ら
に
、
日
本
の
軍
拡
が
こ
の
ま
ま
進
め

ら
れ
れ
ば
、
基
地
買
春
地
帯
に
自
衛
隊
員

が
行
く
の
も
そ
う
遠
い
、
』

t
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
実
際
、
横
須
賀
の
ド
ア
板
通
り
は
、

ア
メ
リ
カ
兵
に
か
わ
り
自
衛
隊
員
が
上
客

と
な
っ
て
い
る
。

-
ア
ジ
ア
各
国
の
観
光
政
策

買
春
観
光
に
来
ら
れ
る
側
に
も
観
光
を

促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
事
情
が
あ

っ
た
。
ベ

ト
ナ

ム
戦
争
と
前
後
し
て
、
ア

ジ
ア
各
国
は
工
業
化
政
策
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
。
七

0
年
代
初
め
に
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
終
結
と
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
み
ま
わ

れ
た
各
国
は
、
工
業
化
に
必
要
な
外
貨
を

得
る
た
め
に
、
煙
突
の
な
い
産
業
と
し
て

観
光
に
注
目
し
た
。
ま
ず
中
進
国
の
韓
国
、

ム
口
湾
で
、
つ

づ
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ

で
観
光
促
進
は
国
策
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

外
貨
獲
得
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

観
光
の
目
玉
は
売
春
。
買
春
観
光
に
来

b

れ
る
国
の
中
、
で
も
、

一
番
貧
し
い
女
た
ち

が
外
貨
獲
得
の
犠
牲
に
さ
れ
て
い
る
。
各

国
の
工
業
化
政
策
、
軍
事
化
そ
し
て
「
売

春
観
光
」
政
策
は
同
時
に
す
す
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
。

買
春
は
、
買
う
側

H
先
進
諸
国
、
買
わ

れ
る
側
H
第
三
世
界
と
い
っ
た
単
純
な
構

凶
で
は
も
は
や
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ア
ジ
ア
の
賀
春
地
持
に
は
、
中
進
固

と
し
て
力
を

つ
け
て
き
た
韓
国
、
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
男
た
ち
、
さ
ら
に
資
源

国
家
で
あ
る
マ
レ

ー
シ
ア
や
中
近
東
の
男

た
ち
の
姿
を
目
に
す
る
。
女
性
へ
の
性
的

搾
取
は
、
第
三
世
界
を
も
ふ
く
む
軍
事
・

経
済
の
侵
略
地
図
と
重
な
り
合
い
¥
そ
の

地
凶
は
ま
す
ま
す
複
雑
に
な

っ
て
い
る
。

日
本
の
女
た
ち
が
右
傾
化
政
策
の
中
に

組
み
司
』
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
、

ア
ジ
ア
の
女
た
ち
が
日
米
、
ア
ジ
ア
の
支

配
階
級
の
経
済

・
軍
事
支
配
の
た
め
に
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

一
つ
の
根
か
ら
で

て
き
た
も
の
だ
。
基
地
・
観
光
買
春
は
、

目
に
み
え
な
い
こ
う
し
た
支
配
の
構
造
に

よ
る
矛
盾
が
、
目
に
み
え
る
も
の
と
し
て

表
出
し
た
も
の
と
い
え
る
。
私
た
ち
は
圏

内
で
女
た
ち
に
加
・
え

ら
れ
る
反
動
政
策
に

抗
う
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
の
各
地
.
て
反
安

保
・

反
抜

・
反
基
地

・
反
買
春
を
附

っ
て

い
る
人

々
と
連
帯
し
て
ゆ
き
た
い
。払

沖
縄
の
基
地
と
売
春

-
戦
後
か
ら
復
帰
ま
で

日
万
人
の
沖
縄
県
民
の
死
を
巻
き
添
え

に
、
日
本
で
唯

一
の
戦
場
と
化
し
た
沖
縄

は
、
廃
雄
と
混
乱
と
広
大
な
軍
事
基
地
と

の
同
居
の
中
で
戦
後
を
生
き
て
き
た
。
県

民
の
生
活
は
貧
し
さ
と
の
闘
い
‘
で
あ
り
、

こ
う
し
た
情
況
の
中
か
ら
自
然
発
生
的
に

米
軍
相
手
の
基
地
売
春
が
出
現
し
た
。
女

性
た
ち
は
、

二
七
年
間
の
米
軍
支
配
の
下
、

日
本
本
土
で
制
定
さ
れ
た
売
春
防
止
法
に

ん
寸
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
前
借
金
が
ら
み
の

管
理
売
春
で
、
米
軍
に
よ
る
性
的
搾
取
と

業
者
に
よ
る
経
済
的
搾
取
と
何
重
も
の
抑

圧
状
況
下
に
置
か
れ
た
。

一
九
六
九
年
の
調
査
で
は
、
売
春
を
専

業
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
者
の
数
は
七

三
六
二
人
だ
が
、

実
数
は
こ
の
約
二
倍
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
実
数
に
よ
れ
ば
、

全
沖
縦
女
性
の
売
春
可
能
年
齢
(
十
代
半

ば
か
ら
六
十
代
前
半
)
の
一二

O
人
に

一
人

が
売
春
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
基
地

経
済
に
依
存
す
る
沖
縄
経
済
は
、
基
地
売

春
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
あ
る
人
の
計
算
で
は
ヒ
二
年
当
時
、

こ
の
セ
ッ
ク
ス
産
業
は
、
一
抑
制
制
の
基
幹
産

業
で
あ
る
砂
糖
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
し
の

ぐ
故
大
の
産
業
だ

っ
た
と
い
う
。
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
は
狂
乱
景
気
を
基
地
の
町
に
も
た

ら
し
た
。
米
兵
相
手
の
か

A
サ
イ
ン
。
の

パ
l
、
ク
ラ
ブ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

全
成

期
、
全
島
て

一
二

O
O軒
以
上
有
り
、
夜

の
町
は
米
兵
遠
の
撒
き
ち
ら
す
ド
ル
紙
幣

が
乱
舞
し
た
。

七
二
年
五
月
十
五
日
、
祖
国
復
帰
と
同

時
に
施
行
さ
れ
た

「売
春
防
止
法
」
は
、

前
借
金
と
過
酷
な
管
理
売
春
か
ら
の
解
放

を
多
く
の
女
性
に
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、

法
的
規
制
が
有
効
と
な
っ
て
も
、
基
地
存

続
に
変
り
な
く
、
ま
た
、
復
帰
時
の
ド
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
経
済
は
不
安
定
と
な
り
、
女

性
た
ち
の
多
く
が
新
た
な
売
春
情
況
に
身

を
置
か
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
最
近
、
沖

縦
市
の
A
ホ
テ
ル
が
売
春
防
止
法
違
反
の

場
所
提
供
容
疑
で
摘
発
さ
れ
た
時
、
列
を

作
っ
て
順
番
を
待

っ
て
い
た
買
春
客
の
米

兵
は
、
翌
円
か
ら
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト

位
」
の
米
総
合
同
演
習
に
参
加
す
る
米
兵

達
で
あ

っ
た
。

-
基
地
の
落
と
す
暗
い
影

基
地
は
様
々
な
傷
あ
と
を
今
な
お
人
々

に
残
す
。

基
地
売
春
と
精
神
障
害
の
相
関
関
係
に

。
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吉
岡

里

鈴

代

つ
い
て
医
学
的
、
社
会
学
的
に
調
査
研
究

さ
れ
た
も
の
は
な

い
が
、
県
立
婦
人
保
護

施
設
の
入
寮
者
の
中
で
、
長
期
に
わ
た
る

売
春
歴
を
持
つ
者
に
精
神
障
害
者
の
占
め

る
率
は
高
い
。

又
、
四

O
代
、
五

O
代
と
な

っ
て
い
る

現
在
、
精
神
障
害
の
故
に
生
活
保
護
を
受

け
な
が
ら
、
今
な
お
か

つ
て
の
生
活
の
悪

夢
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
女
性
た
ち
も
い

る
。
か
つ
て
米
兵
相
手
の
売
春
、
て
、
今
は

妄
想
、
幻
覚
に
苦
し
む

A
さ
ん
(
四
三
才
)

は
、
。
私
は
二
十

一
才
の
時
か
ら
人
閉
じ
ゃ

な
く
な
っ
た
の
よ
/
。
と
吐
き
捨
て
る
よ

う
に
よ
く
云
う
。

B
さ
ん
(
五
三
才
)
は
、

毎
晩
数
名
に
強
姦
さ
れ
る
妄
想
で
二
疋
の

場
所
に
安
住
で
き
ず
、
転
々
と
民
宿
な
ど

を
泊
ま
り
歩
い
て
い
る
が
、
米
人
住
宅
の

一
軒
を
無
償
、
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
;
あ

の
人
た
ち
が
私
を
、
」ん
な
人
間
に
し
た
ん

だ
か
ら

一
軒
ぐ
ら

い
く
れ
で
も
い
い
旬
、
で
し

ょ
弓
ノ
/
・
0

「基
地
」
が
関
わ
れ
る
時
、
基
地
に
密
着

し
て
生
き
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
女
性
た
ち

の
今
日
の
姿
を
も
見
過
す
、
』
と
は
出
来
な

-
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
の
導
入

ベ
ト
ナ
ム
戦
終
結
、
沖
縄
の
施
政
権
返

還
等
を
経
て
、
米
軍
基
地
の
軍
事
目
的
及

び
機
能
は
再
編
成
さ
れ
、
基
地
機
能
は
む

し
ろ
強
化
さ
れ
な
が
ら
、
基
地
経
済
そ
の

も
の
は
確
か
に
弱
体
化
し
た
。
米
兵
相
手

に
繁
栄
し
た
歓
楽
街
の
A
サ
イ

ン
パ

l
等

も
転
業
者
が
相
次
い
だ
。
し
か
し
、
復
帰

後
も

3
万
人
余
の
米
軍
、
軍
属
が
駐
留
し
、

そ
の
大
半
が
沖
縄
本
烏
中
部
の
基
地
に
い

る
現
在
、
や
は
り
若
い
兵
士
た
ち
の
受
け

皿
が
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
の
情
況
に
対
応

す
る
た
め
、
安
い
労
働
力
H

フ
ィ
リ
ピ
ン

女
性
が
導
入
さ
れ
、
基
地
の
街
の
経
済
が

再
構
築
さ
れ
て

い
る
。
旧

コ
ザ
市
の
B
-

C
ス
ト
リ
ー
ト
や
金
武
市
の
ク
ラ
ブ
の
ほ

と
ん
ど
の
庖
に
、
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
り
、

ダ
ン
サ
ー
と
し
て
働
く
フ

ィ
リ
ピ
ン
女
性

@ 



が
急
増
し
、
金
武
市
て
は

6
対

4
の
割
。
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
が
多
く
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

マ
ニ
ラ
の
エ
l
シ
エ
ン
ト
の

斡
旋
で
や
っ
て
き
た
彼
女
た
ち
は
、
二
ヶ

月
の
興
業
ピ
、
ザ
で
来
日
、

一
回
更
新
し
て

四
ヶ
月
、
基
地
の
街
て
働
く
。
日
本
の
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
の
問
。
て
交
わ
し
た
契
約

書
は
、
買
手
市
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
守

ら
れ
ず
、
現
実
に
は
、
月
給
二
八

0
1
三

五

0
ド

ル
、
労
働
時
間
刊

1
ロ
時
間
、
休

日
は
月

一
回
、
住
宅
は
ク
ラ
ブ
に
隣
接
し

た
大
部
屋
で
、
食
事
は

一
日
平
均
三一
ド
ル

て
自
炊
と
な
る
。

か
?
?
さ
ん
が
信
用
し
て
お
庖
の
キ
ー
を

預
け
て
く
れ
る
。
と
二
三
才
の
マ

ニ
ラ
か

ら
来
た
女
性
は
云
っ
た
。
彼
女
は
、
午
後

二
時
に
底
を
聞
け
庄
内
の
掃
除
を
し
、
客

の
少
な
い
昼
間
は
カ
ウ
ン
タ
ー
嬢
、
そ
の

後
は
ヌ
!
ド
、
ダ
ン
サ
ー
と
ホ
ス
テ
ス
を
交

伍
長
ク
ラ
ス
、
て
、
平
均
年
齢
は
二
十
才
弱

だ
。
十
八
才
、
で
入
隊
し
た
彼
ら
は
ま
ず
、

米
本
国
て
十
三
週
間
、
新
兵
訓
練
を
受
け

る
。
沖
縄
に
つ
く
の
は
そ
の
後
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
で
、
勤
務
年
数
は
通
常

一
年。

勤
続
二
年
未
満
で
給
料
は
月
六
四
二
ド
ル

に
す
ぎ
な
い
。
本
国
の
家
族
へ
の
仕
送
り
、

税
金
な
ど
差
し
引
く
と
手
元
に
残
る
の
は

半
分
余
り
。
」
懐
も
豊
か
で
な
い
若
い
兵
士

た
ち
に
と
っ
て
は
デ
ィ
ス
コ
や
ロ

ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
場
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
庄
な
ど
が

恰
好
の
時
間
と
ェ
、
不
ル
ギ
l
の
発
散
の
場

L'」
h
H
O
e
o

。

沖
縄
社
会
の
ひ
ず
み
も
こ
の
問
題
を
生

み
だ
し
た
要
因
の
一
つ
、
で
あ
る
。
失
業
率

全
国
平
均
の
三
倍
、
母
子
家
庭
全
国

一
、

ま
た
未
婚
の
母
は
全
国
平
均
五
倍
と
い
う

高
さ
が
示
す
経
済
的
、
社
会
的
不
安
定
さ

互
に
し
て
夜
中
二
時
ま
で
働
い
て
い
る
。

色
々
話
し
て
、
彼
女
自
身
、
自
分
が
信
用

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
結
局
は
、

何
役
も
こ
な
す
、
安
い
使
い
捨
て
ロ
ボ
ッ

ト
み
た
い
だ
と
い
う
事
は
知
っ
て
い
る
。

彼
女
を
黙

b
せ
て
い
る
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
と
日
本
の
間
の
経
済
格
差
で
あ
る
。

今
年
の
五
月
、
偽
装
ビ
、
ザ
で
摘
発
さ
れ

た
グ
ル
ー
プ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
二
人

を

一
年
半
余
り
、
強
制
売
春
さ
せ
て
い
て
、

背
後
に
暴
力
団
幹
部
が
資
金
調
達
し
て
い

た
事
が
発
覚
し
て
い
る
。

-
女
子
高
校
生
基
地
出
入
り
の
問
題

一
昨
年
十

一
月
、
那
覇
市
に
近
い
キ
ャ

ン
プ
キ
ン
、
ザ
l
(
旧
牧
港
補
給
基
地
)
に
、

女
子
高
校
生
が
出
入
り
し
て
い
る
事
実
が

表
面
化
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
老
朽

化
し
た
基
地
の
フ
ェ
ン
ス
が
補
修
さ
れ
な

い
ま
ま
放
置
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
米
兵
が
、

デ
ィ
ス
コ
ク
ラ
ブ
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

場
、
て
知
り
合
っ
た
女
子
中
高
生
を
基
地
に

自
由
に
入
れ
て
い
た
事
、
ゲ
ー
ト
か
ら
の

出
入
り
も
米
兵
の
同
伴
で
あ
れ
ば
、
ゲ
ス

ト
と
し
て
何
の
規
制
も
受
け
ず
許
可
さ
れ

て
い
た
事
実
が
浮
び
上
が
っ
た
。
こ
の
問

題
の
背
景
守
分
析
す
る
と
、
①
米
兵
の
若

年
化
、
②
円
高
、
ド
ル
安
な

E
を
含
む
経
済

コ
的
要
因
、
③
中
高
生
を
と
り
ま
く
沖
縄
の

は
教
育
、
社
会
環
境
等
が
考
え
ら
れ
る
。
新

日
山
間
報
道
に
よ
れ
ば
「
在
沖
米
海
兵
隊
員
は

伽
約
一
万
八
千
人
。

一
番
多
い
の
が
上
等
兵
、

市

T
疲れきったオロンガポの女たち

に
加
え
、
復
帰
後
は
学
校
教
育
も
受
験
教

育
中
心
に
偏
向
し
、
様
々
な
問
題
を
か
か

え
て
中
高
校
生
が
学
校
教
育
か
ら
ド
ロ
ッ

プ
ア
ウ
ト
す
る
数
が
増
加
し
て
い
る
。
彼

女
た
ち
は
、
疎
外
と
無
力
感
を
抱
い
て
デ

ィ
ス
コ
や
ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
に
た
む

ろ
す
る
。
そ
こ
で
米
兵
達
に
出
会
う
の
で

あ
る
。
県
教
育
委
員
会
で
お
こ
な
っ
た
高

校
生
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
っ
て
、
回
答
者
の
九
パ

ー
セ

ン
ト
に
当

る
二
五
四
九
人
が
基
地
に
出
入
り
し
た
経

験
が
あ
り
、

「親
し
く
し
て
い
る
外
人
」
が

い
る
女
子
高
校
生
は
二
六
パ

ー
セ

ン
ト
、

知
り
合
っ
た
場
所
は
デ
ィ
ス
コ
や
基
地
周

辺
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
基
地
」
と
は
、
戦
い
、
暴
力
の
支
配
を

肯
定
し
た
不
自
然
な
男
性
社
会
で
あ
り
、

必
然
的
に
性
的
支
配
を
要
求
す
る
。
そ
れ

故
に
「
基
地
と
女
性
」
は
ま
さ
に
強
者
と

弱
者
の
関
係
で
あ
る
が
、
戦
後

一
貫
し
て

進
め
ら
れ
た
全
県
的
復
帰
運
動
、
施
政
権

及
び
基
本
的
人
権
の
回
復
運
動
の
中
、
て
、

最
も
非
人
間
的
な
人
権
抑
圧
状
況
下
に
生

き
る
女
性
た
ち
の
問
題
は
欠
落
し
た
ま
ま

.
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
家
庭
の
主
婦
や

女
子
学
生

に
対
す
る
米
兵
の
犯
罪
に
は
抗

議
の
集
会
は
も
た
れ
て
も
、
も
っ
と
も
頻

繁
に
起
っ
た
売
春
婦
の
死
に
対
し
て
は
、

抗
議
の
集
会
は
持
た
れ
な
か

っ
た
事
か
ら

も
う
か
が
え
る
。
そ
こ
に
は
沖
縄
社
会
に

根
強
く
存
在
す
る
性
差
別
意
識
、
売
春
婦

に
対
す
る
差
別
と
偏
見
が
根
深
く
あ
る
。

@ 

復
帰
と
売
春
防
止
法新里

混
血
児
で
三

O
代
半
、
ば
に
な
る
知
り
あ

い
が
い
る
。
彼
は
今
で
も
自
分
の
母
親
に

「
何
故
、
自
分
を
生
ん
だ
の
だ
」
と
責
め

る
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
親
せ
き
で
す
ら
も

彼
を
「
ア
メ
リ
カ
l
」
と
の
の
し
る
。
彼

が
一

O
代
半
ば
の
頃
怒
り
で
目
に
涙
を
い

っ
ぱ

い
ー
た
め
、
私
の
父
親
に
泣
き
つ
い
て

き
た
光
景
は
、
幼
い
私
に
は
あ
ま
り
に
も

衝
撃
的
、
て
、
今
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

彼
は

一
O
代
後
半
ま
で
祖
母
の
養
育
を

う
け
た
。
狭
い
排
他
的
地
域
社
会
で
、
特
に

沖
縄
の
場
合
反
米
感
情
が
強
く
存
在
す
る

中
で
、
い
じ
め
ら
れ
、
さ
げ
す
ま
れ
な
が

ら
少
年
時
代
を
す
ご
さ
ね
ば
な

b
な
か
っ

た
。
母
親
は
、
年
老
い
て
彼
の
も
と
へ
帰

っ
て
き
た
が
、
少
年
時
代
の
く
や
し
さ
が

彼
を
そ
の
よ
う
な
言
動
に
は
し
ら
せ
る
。

沖
縄
に
は
三
、
五
O

O
人
以
上
の
混
血

児
が
い
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
八
O
%
が
母

子
家
庭
で
あ
る
。

戦
後
の
混
乱
期
に
、
米
兵
の
強
姦
に
よ

っ
て
も
混
血
児
が
数
多
く
生
れ
た
。
三
O

数
年
た
っ
て
も
、
母
親
と
混
血
児
の
心
は

い
や
さ
れ
て
い
な
い
。

六

0
年
代
後
半
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ

1

ニ

l
」
と
か
「
オ
ン
リ
ー
」
と
か
蔑
視
さ
れ

な
が
ら
も
、
売
春
に
よ
っ
て
し
か
そ
の
日

の
糧
を
得
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
女
性

ま
式
u

に
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
悲
惨
な

現
実
を
当
時
の
新
聞
は
伝
え
て
い
る
。

復
帰
後
、
ト
ル
コ
、
マ

ー
ジ
ャ
ン
屋
、

ス
ナ
ッ
ク
が
乱
立
し
た
。
売
防
法
が
施
行

さ
れ
、
公
然
た
る
「
管
理
売
春
」
が
法
的

に
禁
止
さ
れ
る
や
、
売
防
法
の
あ
み
の
目

を
の
が
れ
た
ト
ル
コ
風
呂
が
沖
縄
、
て
も
数

多
く
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
。

本
土
か
ら
の
観
光
客
は
二

O

O
万
人
に

達
し
、
そ
の
六
O
%
l
七
O
%
が
若

い
層

で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
基
地
経
済
と
、
米

兵
を
相
手
に
売
春
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
女
性
た
ち
は
、
復
帰
後
の
経
済
の
混
乱

の
た
め
本
土
か
ら
の
観
光
客
を
相
手
に
「
売

春
」
を
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
七
五

年
の
「
海
そ
の
望
ま
し
い
未
来
」
を
テ

!
?
に
し
た
沖
縄
海
洋
博
は
、
本
土
か
ら

の
観
光
客
を
誘
致
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

当
初
か
ら
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
見
ま
わ
れ

不
況
と
イ
ン
フ
レ
を
ひ
き
お

こ
し
た
。

「
沖
縄
の
さ
ま
ざ
ま
な
本
土
系
列
化
が
進

む
中
で
、
そ
れ
ま
で
な
か

っ
た
ト
ル
コ
風

呂
業
が
海
洋
博
見
物
そ
目
当
て
に
急
激
に

ふ
え
、
東
京
、
福
岡
な
ど
か
ら
ト

ル
コ
で

働
く
女
性
た
ち
も
大
量
に
導
入
さ
れ
、
全

国
主
要
都
市
並
み
の
軒
数
に
な
っ
て
(
全

国

一
O
位
)
本
土
か
ら
の
観
光
客
を
中
心

に
現
在
も
繁
栄
し
て
い
る
。
海
洋
博
は
予

相
心
外
の
不
振
で
、
限
ら
れ
た
客
足
も
本
土

の
大
手
資
本
系
列
に
峨
い
あ
げ
ら
れ
、
地

元
で
は
、
そ
の
時
の
負
債
で

一
家
離
散
や
、

ト
ル
コ
で
働
く
主
婦
も
出
て
、
現
在
も
な

智

子

た
ち
が
、
基
地
の
周
辺
の
民
家
を
間
借
り

し
て
い
る
の
が
よ
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
中

に
は
、
法
的
に
結
婚
し
て
い
る
も
の
も
い

た
が
、
「
現
地
妻
」
も
か
な
り
い
た
。
彼
女

ら
の
学
歴
は
中
卒
が
最
も
多
く
、

職
業
は

ホ
ス
テ
ス
や
、
無
職
の
場
合
、
が
多
い
。

沖
縄
て
は
売
春
防
止
法
が
本
土
よ
り

一

六
年
遅
れ
、
七
二
年
に
適
用
さ
れ
た
。
そ

れ
ま
で
の
よ
冗
春
」
対
策
は
、
「
婦
女
に
売

淫
さ
せ
た
者
等
の
処
罰
に
関
す
る
立
法
更

生
、
罰
則
規
定
」
の
施
行
が
七
二
年
ま
で

延
ば
さ
れ
て
き
た
た
め
、

「管
理
売
春
」
と

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
前
借
金
が
公
然
と
行
わ

れ
て
い
た
。
売
春
婦
と
思
わ
れ
る
者
は
一

万
余
人
、
そ
の
三
八
%
が
那
覇
市
に
、

二

五
%
が
旧
コ
、
ザ
市
に
集
中
し
て
い
た
。
表

向
き
は
パ
l
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
、
あ
る

い
は
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
免
許
で
営
業
を
行

っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
働
く
女
性
の
半
数

が
「
売
春
」
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「士冗
春
婦
」

一
万
人
の
う
ち
四
O

%
l
五

O
%
は
母
子
家
庭
の
母
親
だ
と
い
わ
れ
た
。

生
活
苦
の
た
め
、
パ

l
や
キ
ャ
バ
レ

ー

か
ら
前
借
り
し
て
ホ
ス
テ
ス
と
し
て
働
き
、

子
ど
も
の
病
気
と
か
お
産
で
仕
事
を
休
む

と
罰
金
と
し
て
前
借
金
に
加
算
さ
れ
、
迎

え
の
男
が
や
っ
て
き
て
足
賃
と
し
て
さ
ら

に
借
金
に
加
え
る
為
、
借
金
が
か
雪
だ
る

お
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
」
(
福
音
と
世

界
「
沖
縄
の
売
買
春
問
題
」
高
里
鈴
代
)

と
あ
る
よ
う
に
、
基
地
に
ま
つ
わ
る
売
春
、

観
光
売
春
と
、

「売
春
」
の
形
態
も
複
雑
化

し
て
き
て
い
る
。

売
春
防
止
法
が
施
行
さ
れ
て
十

一
年。

「
売
春
」
の
実
態
は
複
雑
化
す
る
ば
か
り
で
、

何

一
つ
解
決
さ
れ
て
は
い
な
い
。
基
地
機

能
は
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
る
な
か
で
、
第
三

次
産
業
だ
け
が
肥
大
化
し
て
い
く
。
観
光

収
入
も
あ
て
に
は
な
ら
な
い
な
か
で
、
あ

い
変
わ
ら
ず
、
基
地
経
済
に
依
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
現
実
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

母
子
家
庭
が
全
国

一
位
と
い
う
深
刻
な

問
題
を
か
か
え
て
い
る
う
え
、
今
、
臨
調

の
な
か
で
「
婦
人
保
護
費
補
助
金
」
を
全

面
廃
止
す
る
方
針
が
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る

一
方
て

「売
春
婦
」
の
み
を
取
り
し
ま
り
、

他
方
、
て
は
婦
人
保
護
費
補
助
金
の
廃
止
を

強
行
す
る
と
い
う
矛
盾
し
た
政
府
の
政
策

は
け
っ
し
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

基
地
が
あ
る
か
ぎ
り
そ
れ
に
ま
つ
わ
る

「売
春
」
は
つ
い
て
ま
わ
り
、
「
売
春
」
も

後
を
た
た
な
い
、
で
あ
ろ
う
。
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韓
国

• 
基
地
の
村
束
豆
川
か
ら

韓
国
の
学
生
た
ち
の
問
で
の
反
米
の
気

運
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
学
生
の
眼

で
と
ら
え
た
「
基
地
売
春
」
の
レ
ポ
ー
ト

が
あ
る
。(
高
震
大
学
H
高
大
新
聞
八
一
年

三
月
)
こ
こ
に
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る。

基
地
の
村

・
東
豆
川
が
再
び
活
気
を
と

り
も
ど
し
て

い
る
。
在
韓
米
軍
の
撤
収
が
、

レ
ー
ガ
ン
政
権
に
な

っ
て
か
ら
中
止
さ
れ

た
か
ら
だ
。

ソ
ウ
ル
か
ら
東
北
に
向
っ
て
パ
ス
て

一

時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
東
豆
川
は
、
朝
鮮

戦
争
後
、
軍
事
的
に
重
要
な
地
点
と
な
り
、

米
軍
が
駐
屯
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
墓

地
買
春
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
人
の
「
買
春
観
光
L

に
対
し
て
は
民

族
的
な
恥
だ
と
す
る
声
が
高
か
っ
た
が
、

米
軍
を
相
手
に
体
を
売
っ
て
い
る
女
た
ち

に
は
目
が
向
け
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

東
豆
川
米
第
二
師
団
に
勤
務
す
る
兵
士

た
ち
は
、
約
五

O
O
の
米
軍
相
手
の
庖
が

並
ぶ
東
豆
川
の
保
山

一
塁
と
生
淵
四
里
を

「マ

ー
ケ
ッ
ト」

と
呼
ん
で
い
る
。
「
マ

ー

ケ
ッ
ト
L

は
午
後
五
時
か
ら
、
ポ
ッ
プ
ソ

ン
グ
が
流
れ
、
米
兵
で
あ
ふ
れ
る
。

米
軍
兵
士
を
相
子
に
し
て
い
る
ヤ
ン
セ

ク
シ
(
訳
者
注
・
米
人
相
手
の
娼
婦
、
外

同
棲
し
て

一
ヵ
月
う
け
と
る
代
価
は
月
二

0
0
1
士
一0
0ド
グ
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

な
お
彼
女
た
ち
が

「基
地
の
村
」
か
ら
必

け
だ
せ
な
い
の
は
、
彼
女
た
ち
に
寄
生
し

て
い
る
者
た
ち
が
い
る
か
ら
だ
。
部
屋
ひ

と
つ
に
寝
台
、
ス
テ
レ
オ
、
衣
裳
ダ
ン
ス

等
、
ヤ
ン
セ
ク
シ
生
活
ぞ
は
じ
め
る
の
に

必
要
な
最
少
限
度
の
家
財
道
具
を
整
え
る

た
め
に
、
七

0
1
八

O
万
ウ
ォ
ン
の
金
が

必
要
だ
。
抱
え
主
が
最
初
に

一
括
購
入
し

国
人
の
花
嫁
の
意
)
と
呼
ば
れ
る
韓
国
の

娘
た
ち
は
、
現
在
、
こ
こ
だ
け
で
約
五
千

名
い
て
、
こ
の
数
は
東
豆
川
の
人
口
の
約

十
四
分
の

一
に
あ
た
る
。
米
軍
兵
士
が
七

千
名
程
度
い
る
の
で
、
お
お
ま
か
に
見
積

っ
て
一

対

一
の
比
率
を
示
し
て
い
る
。
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
が
最
盛
期
守
迎
え
た
六

0
年

代
末
に
は
、
ヤ
ン
セ
ク
シ
の
数
は
七
千
そ

越
し
た
が
、
七
六
年
以
後
い
ち
じ
る
し
く

減
り
は
じ
め
八

O
年
冬
か
ら
再
び
増
え
は

じ
め
た
。
東
豆
川
は
、
韓
国
経
済
の
流
れ

よ
り
も
米
軍
部
隊
の
事
情
に
は
る
か
に
敏

感
で
、
米
軍
の
撤
収
と
か
中
止
と
か
言
わ

れ
る
ご
と
に
、

「
幽
霊
人
口
」
の
移
動
が
お

司

』

O
A
V

。
女
た
ち
が
「
基
地
の
村
」
へ
た
ど
り
つ

く
道
は
、
大
き
く
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
第
一

に
、
無
許
可
紹
介
業
者
を

仲
介
と
す
る
場
合
。
第
二
は
、
新
聞
広
告

を
通
じ
て
、
「
米
専
用
ホ

l
ル
ウ
ェ

ー
ト
レ

ス
募
集
、
二

O
万
ウ
ォ
ン
先
払
保
証
」
な

ど
と
し
て
求
人
す
る
場
合
、
さ
ら
に
は
、

置
屋
の
主
人
が
自
分
の
と
こ
ろ
で
働
い
て

い
る
女
性
た
ち
を
使
っ
て
、
地
方
か
ら
彼

女
た
ち
の
友
人
を
連
れ
て
、
』
さ
せ
た
り
、

女
た
ち
が
自
分
た
ち
で
選
ん
で
来
る
場
合

が
あ
る
。

て
く
れ
る
の
で
自
己
資
金
は
か
か
ら
な
い

が
、
そ
の
代
わ
り
月
一
割
の
利
子
を
ド

ル

で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
抱
え
主

の
巧
妙
な
畏
に
か
か
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

あ
る
韓
国
人
兵
士
は
、
ヤ
ン

セ
ク
シ
合

「
必
要
悪
」
と
規
定
す
る
。
他
国
で
勤
務

し
て
い
る
軍
人
た
ち
の
精
神
的
肉
体
的
欲

求
を
満
た
し
て
く
れ
る
場
所
が
な
い
と
す

る
と
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
被
害
が
韓
国

女
性
に
及
ぶ
か
ら
だ
と
い
う
。
し
か
し、

韓
国
の
米
軍
基
地

核
弾
頭
の
配
備
も

解
放
後
三
十
八
年
、
そ
し
て
朝
鮮
戦
争

の
休
戦
協
定
か
ら
三一
十
年

|

|
韓
国
仁
は

一
貫
し
て
米
軍
の
基
地
が
お
か
れ
続
け
ま

し
た
。
解
放
後
、
南
北
が
分
断
さ
れ
、
南

に
米
国
の
軍
政
が
し
か
れ
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
通
り
で
す
が
、
大
韓
民
国
政
府

の
樹
立
後
、
続
国
軍
の
軍
事
顧
問
固
と
し

て
駐
留
し
つ
づ
け
て
い
た
米
軍
は
、
朝
鮮

戦
争
に
米
軍
が
国
連
軍
と
し
て
介
入
し
た

の
ち
は
、

一
挙
に
そ
の
数
も
ふ
え
国
内
に

多
く
の
基
地
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

米
国
は
こ
の
三
十
年
間
、
朝
鮮
は
な
お

臨
戦
状
態
に
あ
る
と
し
て
、
軍
隊
を
送
り

こ
み
、
数
十
億
ド
ル
に
お
よ
ぶ
軍
事
援
助

を
続
け
て
来
ま
し
た
。
現
在
も
、
韓
国
内

に
は
、
約
四

O
の
軍
事
基
地
が
あ
り
、
四

万
名
を
こ
え
る
米
軍
が
そ

こ
に
駐
留
し
て

い
ま
す
。
基
地
を
永
久
化
さ
せ
る
た
め
、

一
九
八
二
年
に
は

一
億
五
千
五
百
万
ド
ル

が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

軍
事
境
界
線
の
非
武
装
地
待
の
近
く
に

多
く
の
基
地
が
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
三
十

年
間
、

小
さ
な
衝
突
が
起
っ
て
も
全
面
戦

争
に
ま
で
発
展
し
な
か

っ
た
理
由
で
あ
る

と
主
張
す
る
人
々
も
、
韓
米
両
国
に
い
ま

す
が
、
実
は
、
こ
の
こ
と
が
緊
張
を
高
め

て
い
る
の
だ
と
も
、
い
え
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
基
地
に
は
、
六

O
O以
上
の
核

兵
総
が
あ
る
と
ラ

ロ
ッ
ク
報
告
主
口
が
推
定

し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
二
十
以
上
の
核

弾
頭
も
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

東
豆
川
の
ヤ
ン
セ
ク
シ
五
千
名
中
、
約

三
千
名
が
月
五
百
ウ
ォ
ン
の
会
費
を
出
し

て
慰
安
婦
自
治
団
体
東
豆
川
婦
女
「
タ
ン

ポ
ポ
の
会
」
に
登
録
し
て
い
る
。
こ
の
「
タ

ン
ポ
ポ
の
会
」
は
六

0
年
代
後
半
か
ら
、

ヤ
ン
セ
ク
シ
出
身
の
女
性
が
中
心
に
な

っ

て
運
営
し
て
お
り
、
ヤ
ン
セ
ク
シ
の
相
互

扶
助
や
人
権
相
談
、
軍
隊
慰
問
等
の
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
「
タ
ン
ポ
ポ
の
会
」

と
米
軍
が

E
ん
な
関
係
に
あ
る
か
は
、
ヤ

ン
セ
ク
シ
の
葬
儀
の
際
、
仲
間
の
会
員
た

ち
が
棺
お
け
を
担
ぎ
、
米
第
二
師
団
の
正

門
の
前
。
て

一
礼
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
。
正
式
に
ヤ
ン
セ
ク
シ
と
な
ろ
う

と
す
る
も
の
は
、
ま
ず
「
タ
ン
ポ
ポ
の
会
」

に
登
録
し
、
揚
州
郡
の
保
健
所
に
六
枚
の

写
真
を
そ
え
、
保
健
証
登
録
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
手
続
ぞ
終
え
る

と
、
米
軍
専
用
ク
ラ
ブ
に
出
入
り
で
き
る

「
パ
ス
」
が
発
行
さ
れ
る
。

こ
の
「
パ
ス
」

に
は

一
週
間
に

一
度
ず
つ
受
け
る
性
病
検

矧

診
の
判
が
押
さ
れ
る
。

こ
の
「
パ
ス
」
を
持

っ
て

い
な
い
ヤ
ン
セ

ク
シ
の
な
か
に
は
、
無
許
可
紹
介
業
者
に

だ
ま
さ
れ
て
強
制
的
に
人
身
売
買
さ
れ
た

十
代
の
未
成
年
者
が
多
く
ふ
く
ま
れ
て

い

て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
揚
州
都
て
は
未

な
ぜ
彼
女
た
ち
だ
け
が
犠
牲
に
な
b
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
韓
国
政
府
は
彼
女

た
ち
に
心
を
砕
く
こ
と
は
お
ろ
か
、
今
ま

で
意
識
的

に
無
視
し
続
け
て
来
た
。

ヤ
ン

セ
ク
シ
た
ち
に
唯

一
の
希
望
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
良

い
米
軍
兵
士
と

巡
り
会

い
結
婚
を
し
て
、
米
国
に
波
る

こ

と
で
あ
る
。
米
軍
兵
士
と
結
婚
す
る
ヤ
ン

セ
ク
シ
の
数
は
、
年
平
均

一
五

0
0
1
二

0
0
0人
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
軍
兵
士

と

東
豆
川
の
は
か
に
、
議
政
府
(
ウ
ィ
ジ

ョ
ン
ブ
)
、
鳥
山

(
ウ
サ
ン
)
、
蔚
山

(ウ

ル
サ
ン
)
な
と
は
基
地
の
町
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
基
地

に
配
備
さ
れ

た
フ
ァ
ン
ト
ム
戦
闘
機
は
、
日
本
の
織
田

空
軍
基
地
の
指
揮
下
に
あ
っ
て
、
有
事
の

際
は
、
核
を
搭
載
し
て
飛
び
た
て
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

チ
ー
ム

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
演
習
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
日
米
韓
の
三
者
を

一
体
と
し

た
軍
事
化
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
も
と
で

ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
チ

l
ム
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
八
三
に

は
、
例
年
に
な
い
大
量
の
核
装
備
が
投
入

さ
れ
、
マ
イ
ヤ

l
米
陸
軍
参
謀
総
長
が
「
在

韓
米
軍
司
令
官
は
、
核
の
使
用
を
大
統
領

に
建
議
す
る
権
限
を
も

っ
」
と
発
言
す
る

な
ど
、
朝
鮮
半
島
で
の
核
基
地
化
が
憂
慮

さ
れ
る
中
て
、
」
の
よ
う
な
米
国
の
軍
事
政

策
に
対
し
、
韓
国
内
て
の
声
と
と
も
に
、

米
国
内
か
ら
も
憂
慮
の
声
が
あ
げ
ら
れ
て

成
年
者
が
米
軍
兵
士
の
相
手
を
し
た
場
合
、

取
り
締
り
を
実
施
し
、
更
生
施
設
に
お
く

る
。
こ
こ
に
収
容
さ
れ
た
十
代
の
女
性
た

ち
の
多
く
は
低
学
歴
で
あ
り
、
農
村
出
身

で
あ
る
。
少
女
た
ち
の
三

O
%
は
性
病
に

お
か
さ
れ
、
退
所
後
、
「
基
地
の
村
」
に
再

び
戻
っ
て
く
る
ケ

l
ス
も
あ
と
を
た
た
な

「
G
・
I
L
文
化
は
、
ダ
ン
ス
と
音
楽
の

流
行
に
先
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
性
病
の
伝
染

t

大
麻
・

L
S
D
な
ど
も
も
ち
こ
ん
だ
。

五
千
余
名
の
ヤ
ン
セ
ク
シ
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
町
上
泉
豆
川
。
市
へ
の
昇
格

も
間
近
い
こ
の
町
は
、
数
多
く
の
ヤ
ン
セ

ク
シ
と
七
百
余
り
の
置
屋
そ
し
て
彼
女
た

ち
と
米
兵
相
手
の
庄
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

米
軍
兵
士
と
一
晩
共
に
し
て
彼
女
た
ち
が

受
け
と
る
金
傾
は
二

0
1
三

0
ド
ル
で
、

結
婚
し
て
米
国
に
移
民
し
た
ヤ
ン
セ
ク
シ

の
ほ
と
ん
ど
が
言
葉
や
生
活
習
慣、

結
婚

観
の
違

い
な
ど
が
原
因
で
離
婚
し
、
再
び

米
国
の
歓
楽
街
に
身
を
お
く
と
い
う
事
実

は
広
〈
知
ら
れ
て

い
る。

今
日
も
、

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
、
韓
国

の
乙
女
た
ち
が
米
軍
相
手
に
笑
顔
を
ふ
り

ま

い
て
い
る。

(
訳
・
緑
川
ま
さ
み
)

い
ま
す
。

米
国
フ
レ
ン
ド
奉
仕
団
の
デ
ビ
そ
ド

・

イ
ー
ス
タ
ー
氏
は
、
そ
の
講
演
(
一
九
八

三
年
二
月

・
新
韓
民
報
所
収
)
の
中
で
、

米
軍
の
駐
留
に
、
反
対
す
る
い
く
つ
か
の

理
由
を
の
べ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
、
て
次

の
よ
う
に
諮
っ
て
い
ま
す
。

「第
二
に
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
海
外
軍

隊
駐
屯
の
代
価
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
述
べ

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア

ジ
ア
各
地
の
米
軍
基
地
と
同
様
、
韓
国
の

全
て
の
米
軍
基
地
周
辺
に
は
、
広
大
な
売

春
地
域
が
あ
り
、
韓
国
の
若
い
女
性
た
ち

が
そ
の
肉
体
を
売

っ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ

は
、
韓
国
に
凹
万
名
の
軍
隊
を
駐
屯
さ
せ

る
こ
と
で
、
娼
婦
と
い
う
「
職
業
」
の
発

展
を
助
け
て
い
る
の
か
?
」

(
A
-
Y
)

p 



太
平
洋
戦
争
の
最
中
に
、
女
た
ち
ま
で
あ
り
、
現
在
な
お
再
調
査
が
統

が
従
軍
慰
安
婦
と
し
て
軍
隊
と
と
も
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

に
戦
場
を
転
々
と
し
て
い
た
こ
と
、
る
と
、
慰
安
婦
と
さ
れ
た
女
性
の
数

特
に
、
そ
の
中
に
若
い
朝
鮮
人
女
性
の
推
定
も
な
お
今
後
に
残
さ
れ
た
仕

が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
事
で
あ
ろ
う
)

実
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
数
の
推
定
す
ら
で
き
な
い
こ
と
の

そ
の
知
ら
れ
方
は
日
本
と
ア
ジ
ア
に
理
由
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
。
ま

お
い
て
は
異
な
る
よ
う
だ
。
日
本
て
ず
、
日
本
側
に
つ
い
て
い
え
ば
軍
隊

は
何
冊
か
の
例
外
を
除
い
て
そ
の
事
が
売
春
婦
を
つ
れ
て
い
た
と
い
う
よ

実
は
戦
争
を
体
験
し
た
男
た
ち
の
口
う
な
こ
と
を
政
府
が
公
式
の
記
録
に

伝
え
と
か
、
戦
記
物
な
ど
を
通
し
て
、
残
す
は
ず
は
な
い
し
、
徴
用
と
は
い

あ
る
種
の
な
つ
か
し
さ
を
こ
め
て
語
っ
て
も
、
彼
女
た
ち
が
連
れ
去
ら
れ

ら
れ
、
ァ
、
シ
ア
に
お
い
て
は
、
廃
史
た
経
緯
は
実
に
さ
ま
、
ざ
ま
で
あ
る
た

の
概
説
書
や
教
科
書

に
ま
で
と
り
あ
め
に
、
資
料
を
探
る
こ
と
が
難
し
い

げ
ら
れ
て
、
日
本
の
侵
略
戦
争
の
非
か
ら
で
あ
る
。

人
間
性
を
示
す
如
実
な
例
と
し
て
語
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と

一
九
三
八

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
年
五
月
「
国
家
総
動
員
法
」
が
発
令

そ
の
事
実
に
つ
い
て
歴
史
的
に
調
べ
さ
れ
、
翌
三
九
年
に
は
「
国
民
徴
用

た
資
料
は
な
か
な
か
見
当
ら
な
レ
。

令
」
が
出
さ
れ
、
「
労
務
動
員
計
画
」
の

第

一
に
、
ど
れ
だ
け
の
数
の
女
た
も
と
に
、
次
第
に
朝
鮮
人
労
働
者
の

ち
が
、
慰
安
婦
と
し
て
戦
場
に
ひ
っ
内
地
軍
需
産
業
へ
の
「
供
出
」
が
強

ば
り
出
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
人
数
す

化
さ
れ
た
。
ま
た

一
九
四
四
年
に
は

ら
明
ら
か
で
は
な
い
。
朝
鮮
人
慰
安
女
子
挺
身
隊
が
つ
く

b
れ
、
い
ろ
い

婦
に
つ

い
て
い
え
ば
、

一
九
四
六
年
ろ
な
工
場
へ
女
た
ち
が
動
員
さ
れ
た

八
月

一
四
日
付
ソ
ウ
ル
新
聞
に
二
が
、
慰
安
婦
の
場
合
は
、
実
際
に
は
、

九
四
三
一1
四
五
年
の
二
年
間
に
、

二

軍
隊
の
御
用
商
人
(
売
春
業
者
)
が

O
万
名
が
女
子
挺
身
隊
に
動
員
さ
れ
、
私
的
に
集
め
た
と
い
う
形
に
な
っ
て

そ
の
う
ち
五
万

i
七
万
が
慰
安
婦
と
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
軍
属

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
」
と
あ
る
由

の
身
分
を
も
つ
も
の
は
な
か
っ
た
と

だ
が
、
そ
の
推
定
の
根
拠
は
明
ら
か
恩
わ
れ
る
。
「
軍

R
」
や
「
軍
犬
」
な
ど

で
な
い
。

(
朝
鮮
人
被
爆
者
の
数
も
、
と
と
も
に
彼
女
た
ち
は
「
物
資
」
と

戦
後
三
十
数
年
は
っ
き
り
し
な
い
ま
し
て
と
り
扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

従
軍
慰
安
婦
の
こ
と
を
知
っ
た
の

は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
。

一
九
六
五
年
の
夏
、
毎
日
新
聞
社

て
、
戦
後
二
十
年
を
記
念
し
て
「
日

本
の
戦
歴
」

|
|

秘
め

ら
れ
た
二
十

年
の
戦
場
ー

ー
と
い
う
写
真
集
が
出

版
さ
れ
た
。
一

九
三
二

年
九
月
十
八

日
の
柳
条
溝
事
件
|
|
ー
い
わ
ゆ
る
「
満

州
事
変
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
|

|
日

本
の
侵
略
戦
争
の
始
ま
り
か
ら

一
九

四
五
年
の
敗
戦
ま
で
、
毎
日
新
聞
の

特
派
員
の
撮
影
に
よ
る
、
不
ガ
か
ら
、

当
時
検
閲
当
局
に
よ

っ
て
報
道
「
不

許
可
」
に
な
っ
た
も
の
か
ら
撰
び
出

し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
写
真
の
中
て
、
限
に
焼

き

つ
い
て
い
つ
ま
で
も
離
れ
な
い

一

枚
の
写
真
が
あ

っ
た
。

眼
鏡
を
か
け
、
黒
っ
ぽ
い
ス
|
ツ

を
着
た
女
性
が
、
片
手
で
ス
カ
ー
ト

の
裾
を
持
ち
あ
げ
、
片
手
で
頭
の
上

に
乗
せ
た
ト
ラ
ン
ク
を
さ
さ
え
て
い

る
。
も
う

一
人
の
女
性
は
白
い
歯
を

み
せ
て
、
傘
を
こ
わ
き
に
か
か
え
、

や
は
り
同
じ
よ
う
に
ス
カ
ー
ト
を
た

く
し
あ
げ
て
河
を
渡

っ
て
い
る
姿
だ

っ
た
。
写
真
説
明
に
よ
れ
ば
、

一
九

三
八
年
六
月
「
慰
安
婦
と
よ
ば
れ
る

一
群
で
あ
る
。
朝
鮮
婦
人
が
お
お
か

っ
た
。
彼
女
ら
は
つ
ね
に
進
撃
す
る

部
隊
を
追
い
(
筆
者
点
線
)
第

一
線

に
む
か

つ
た
の
だ

っ
た
・
-
」
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
写
真
を
み
た
当
時

は
慰
安
婦
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
正

確
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

厚
い
写
真
集
の
中
に
は
、

他
に
も

数
枚
「
日
本
女
性
」
の
着
物
|

|
芸

者
姿
の
写
真
も
あ
る
。

「
戦
火
が
お
き

る
と
、
日
本
内
地
か
ら
脂
粉
の
か
お

り
を
マ
キ
ち
ら
す
女
性
が
お
し
よ
せ

て
き
た
。
兵
隊
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め

の
女
性
。
で
あ
っ
た
・
:
(
略
)
:
¥

当
時

と
し
て
は
外
聞
を
は
ば
か
る
写
真
で

あ

っ
た
」
と
写
真
説
明
が
つ
い
て
い

る
。
川
す
れ
も
女
性
た
ち
が
自
ら
志

願
し
て
出
稼

Y
に
お
し
ょ
せ
た
か
の

よ
う
な
表
現
で
あ
る
。

日
本
軍
が
「
女
子
挺
身
隊
」
と
し

て
朝
鮮
女
性
を
だ
ま
し
、
徴
用
し
て

つ
れ
歩
い
た
と
も
、
売
り
と
ば
さ
れ

て
、
は
る
ば
る
中
国
の
戦
場
に
連
れ

て
・
」
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
け
ら
も
感

じ
さ
せ
な
い
。

一
九
七
三
年
、
キ
|
セ
ン
観
光
に

反
対
す
る
韓
国
の
女
性
た
ち
の
怒
り

の
声
に
呼
応
し
て
始
ま

っ
た
日
本
の

女
た
ち
の
活
動
の
中
で
、
札
束
を
持

っ
て
韓
国
に
女
性
を
買
い
ー
に
行
く
男

た
ち
の
姿
と
、
従
軍
慰
安
婦
を
ひ
き

つ
れ
て
戦
場
を
か
け
め
?
っ
た
男
た

ち
の
姿
が
「
侵
略
」
と
い
う
こ
と
ば

で
結
び

つ
い
た
の
は
偶
然
で
は
な
か

っ
た
。
と
、
同
時
に
、
当
時
出
版
さ

れ
た
ば
か
り
の
千
田
友
光
氏
の
「
従

と
、，
、ー朝鮮人慰安婦の

まも知れぬま数も名
従軍慰安婦と買春観光

だ
が
、
朝
鮮
人
慰
安
婦
の
連
行
は
、
国
女
性
の
こ
と
ば
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

軍
の
方
針
と
し
て
す
す
め
ら
れ
、
末
「
本
当
は
、
女
子
挺
身
隊
と
し
て
、

端
に
お
い
て
は
、
募
集
と
い
う
よ
り
広
島
や
長
崎
の
工
場
に
い
た
人
も
も

も
、
国
家
の
権
力
を
背
景
と
し
た
「
人
つ
と
い
る
は
ず
で
す
が
、
女
が
挺
身

狩
り
」
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

隊
に
と
ら
れ
て
日
本
に
い
た
と
い
え

一
九
三
八
年

一
月
、
上
海
て
慰
安
婦
ば
、
慰
安
婦
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は

の
検
診
に
当
っ
た
軍
医
(
麻
生
徹
男
)
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
の
で
、
人
目
を

の
上
申
書
は
「
皇
軍
兵
士
の
た
め
に
」
お
そ
れ
で
、
被
爆
し
た
と
い
う
こ
と

若
く
健
康
な
朝
鮮
女
性
の
導
入
を
す
も
い
え
な
い
の
で
す
よ
」
と
。

す
め
て
お
り
、
ま
た
、
強
制
連
行
の
戦
争
の
被
害
者
で
あ
り
、
慰
安
婦

実
態
に
つ
い
て
は
、
近
年
そ
の
当
事
に
さ
れ
た
こ
と
は
何
ひ
と
つ
自
分
の

者
で
あ
っ
た
人
の
証
言
が
明
ら
か
に

責
任
で
は
な
い
の
に
、
こ
と
が
自
ら

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

九
八
二

の
性
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
ゆ
え

年
十

一
月
、
サ
ハ
リ
ン
在
住
韓
国
人
に
、
慰
安
婦
だ
っ
た
人
は
声
を
あ
J

げ

帰
還
請
求
訴
訟
の
裁
判
で
、
吉
田
清
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
い
る
。
ち
ょ

治
証
人
は

一
九
四
三
年
五
月
、
済
州
う
ど
レ
イ
プ
さ
れ
た
女
の
よ
う
に
。

島
(
チ
ェ
ジ
ュ
ド
)
に
お
い
て
女
子
国
家
に
よ
る
女
の
性
の
凌
辱
l
l
i従

挺
身
隊
二
百
人
を
募
集
し
た
経
験
全
軍
慰
安
婦
の
問
題
を
、
男
た
ち
の
手
で

証
言
し
て
い
る
が
、
軍
隊
が
銃
剣
を
な
く
、
私
た
ち
の
手
で
こ
れ
か
ら
明

も

っ
て
と
り
か
こ
み
、
ト
ラ
ッ
ク
に
ら
か
に
し
て
行
け
な
い
だ
ろ
う
か
。

放

り

こ

ん

で

連

行

し

、

暴

行

し

、

船

山

口

明

子

に
の
せ
た
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
も
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
連
れ
去
ら
れ
た

多
く
の
も
の
は
戦
場
に
置
き
、
ざ
り
に

さ
れ
た
。
必
う
じ
て
生
き
の
こ
っ
た

人
々
も
、
自
分
た
ち
の
経
験
を
諮
る

こ
と
も
な
く
、
日
本
や
ソ
ウ
ル
、
釜

山
な
ど
の
片
す
み
に
く
ら
し
て
い
る
。

彼
女
た
ち
が
口
を
と
ざ
し
て
い
る
た

め
に
お
こ
る
問
題
と
し
て
、
在
韓
被

爆
者
の
救
援
に
当
っ
て
い
た
あ
る
韓

軍
慰
安
婦
」
(
双
葉
社
)
を
読
ん
だ

時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

正
直
に
云
う
と
、
途
中
で
気
分
が
悪

く
な
っ
て
何
度
か
本
を
投
げ
出
し
た

く
な
っ
た
。
皇
軍
の
兵
士
を
よ
り
よ

く
働
か
せ
る
ー
ー
よ
り
多
く
の
「
敵
」

を
殺
さ
せ
る
|

|
た
め
の
国
策
で
あ

っ
た
の
だ
。、

一
方
、
当
時
の
日
本
国
内
で
は
戦

時
色

一
色
に
心
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
く

中
で
、
銃
後
を
守
る
女
た
ち
に
「
貞

淑
髪
」
な
る
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
が
流
行

し
た
り
、
徴
兵
さ
れ
た
留
守
家
族
の

妻
た
ち
は
厳
し
く

「貞
操
」
を
守
る

こ
と
が
強
制
さ
れ
る
。
娼
家
先
は
一五

う
に
及
、
ば
ず
、
隣
り
組
組
織
、
婦
人

会
な
ど
の
厳
し
い
V

監
視
の
中
で
女
性

の
性
は
強
〈
抑
圧
さ
れ
る
。
戦
場
に

行
っ
た
「
皇
軍
の
兵
士
」
で
あ
る
夫

た
ち
の
そ
、
ば
に
、
大
日
本
帝
国
が
徴

用
し
た
「
慰
安
婦
」
と
し
て
仕
立
て

あ
げ
ら
れ
た
女
性
た
ち
が
い
る
こ
と

を
、
留
守
家
族
の
誰
が
想
像
し
た
だ

4hγ
フ
か
。

戦
場
で
の
女
の
写
真
、
が
「
不
許
可
」

の
印
を
押
さ
れ
た
こ
と
は
も

っ
と
も

な
こ
と
だ

っ
た
の
だ
。

敗
戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
戦
場
か

b
命
か
ら
が
ら
帰
え

っ
て
き
た
男
ち

が
、
戦
場
の
中
に
こ
そ
「
真
実

の
愛
」

が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の
女
性

た
ち
に
い
か
に
慰
め
ら
れ
、
自
分
た

一
九
三
八
年
北
支
・
黄
河
沿
岸
に
て

ち
だ
け
は
、
階
級
を
越
え
て
」
平
等

に
愛
し
合
っ
た
の
だ
と
書
い
て
い
る

本
が
多
々
あ
る
。
そ
こ
じ
は
何
故
そ

の
よ
う
な
女
性
が
そ
こ
に
存
在
し
た

の
か
女
性
の
背
景
に
つ
い
て
は
殆
ん

ど
記
さ
れ
て
い
w

な
い
。

(
「
悲
し
き
戦

記
」
「
は
る
か
な
戦
場
」
伊
藤
桂

一
著

な
ど
)
殺
す
か
、
殺
さ
れ
る
か
の
境
目
の

中
て
、
何
の
た
め
の
戦
争
か
を
問
う

こ
と
も
な
く
、
文
字
通
り
「
慰
安
婦
」

の
中
に
真
実
の
愛
が
あ
っ
た
と
云

つ

て
は
ば
か
ら
な
い
男
た
ち
の
発
想
に
、

百
歩
ゆ
ず

っ
た
と
し
て
も
金
銭
で
売

買
さ
れ
る
性
の
真
実

t
は
何
だ
っ
た
の
か
。

キ
l
セ
ン
観
光
を
は
じ
め
と
し
て
、

台
湾
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
、
タ
イ
に

と
、
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
買
春

観
光
に
押
し
か
け
る
男
た
ち
、
「
日
本

の
女
が
と

っ
く
に
失
く
し
て
し
ま

っ

た
女
ら
し
き
が
あ
る
」
「
や
さ
し
く
し

て
く
れ
る
」
と
悦
に
入

っ
て
い
る
男

た
ち
と
、
従
軍
慰
安
婦
を

つ
れ
歩
き
、

侵
略
し
た
村
々
て
強
姦
の
か
ぎ
り
を

つ
く
し
た
男
た
ち
と
、
ど
こ
が
ど
う

ち
が
う
の
だ
ろ
う
。

現
在
、
日
本
の
性
侵
略
、
経
済
侵
略

に
怒
り
を
持

っ
て
告
発
す
る
ア
ジ
ア

の
国
の
人
び
と
に
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
ま
さ
に
、
私
た
ち
日
本
人
の
男

と
女
の
関
係
、
固
と
国
の
関
係
な
の

だ
。

五

島

昌

子

@ @ 
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の
マ
ン
ト
ル
「
A
」
の
関
係
者
に
会
い
に

行
く
と
、
警
戒
す
る

E
こ
ろ
か
、
自
慢
話

に
花
を
咲
か
せ
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
「
一

カ
月
、
て
千
二
百
万
円
も
う
け
さ
せ
て
も
ら

っ
た
ヨ
」

ボ
ロ
も
う
け
す
る
業
者
と
は
裏
腹
に
、

彼
女
た
ち
の
見
返
り
は
あ
ま
り
に
も
薄
い
。

法
務
省
の
「
報
酬
受
領
額
」
に
よ
れ
ば
、

未
受
領
者
が
二
八
・
六
%
に
も
達
し
、
五

万
円
未
満
一
O
%
、
五
万
1
十
万
円
一
一

・
二
%
、
十

i
二
十
万
円
二
O
%
、
二
十

l
三
十
万
円
一

0
・
八
%
な
ど
、
全
体
の

八

0
・
六
%
が
三
十
万
円
未
満
の
収
入
だ

っ
た
。ま
さ
に
。
暴
力
。
と
し
か
い
い
よ
う
の

な
い
蛮
行
で
あ
る
。
閉
じ
こ
と
が
、
日
本

人
や
欧
米
人
を
相
手
に
、
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

何
万
人
も
の
ア
ジ
ア
女
性
を
輸
入
し
、
も

っ
と
も
安
手
の
性
商
品
と
し
て
平
然
と
売

買
す
る
背
景
に
は
、
相
手
が
「
ア
ジ
ア
諸

国
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」
と
み
く
び
る
二

重
の
差
別
意
識
が
あ
る
。

利
用
す
る
母
国

何
万
人
も
の
出
稼

y
女
性
を
送
り
出
す

ア
ジ
ア
諸
国
は
、
加
速
度
的
に
増
え
続
け

る
対
外
債
務
に
苦
し
む
固
で
も
あ
る
。

韓
国
の
対
外
債
務
残
高
は
現
在
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
次

い
で
、
三
百
六
十
億
ド
ル
(
九
兆
円
)
。
年

間
の
元
利
金
返
済
だ
け
で
六
十
慢
F
ル(一

兆
五
千
万
円
}
に
も
な
る
。
一
月
に
は
、

困
内
販
w
買
春
ツ
ア
l
u

ア
ジ
ア
蔑
視
と
女
性
差
別

「
女
を
い
く
ら
で
買
っ
て
、
い
く
ら
で
売

っ
た
」
|
|
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
日
本
の
歓

楽
街
へ
と
か
輸
入
。
さ
れ
る
女
性
た
ち
を

訪
ね
て
関
係
者
の
聞
を
歩
い
た
時
、
そ
ん

な
言
葉
が
あ
か
ら
さ
ま
に
連
発
さ
れ
た
。

台
湾
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
は
人
問
、
で
は
な

い
、
と
て
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
何
万
人

も
の
ア
ジ
ア
女
性
た
ち
が
、
契
約
と
は
名

ば
か
り
の
ル

l
ト
で
連
れ
て
来
ら
れ
、
性

産
業
界
の
中
、
て
も
も
っ
と
も
ぞ
ん
ざ
い
な

あ
っ
か
い
を
受
け
て
い
た
。
「
ア
ジ
ア
地
区

へ
の
買
春
ツ
ア
ー
は
急
減
し
た
」
と
宣
伝

さ
れ
る
裏
で
、
形
b
z
変
え
た
も
う
一
つ
の

。
南
北
問
題
と
し
て
の
買
春
観
光
。
が
、

私
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
場
所
、
て
、

と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
必
エ
ス
カ
レ
ー

ト
を
続
け
て
い
る
。

輸
入
さ
れ
る
女
性
た
ち
は
、
台
湾
を
皮

切
り
に
ア
セ
ア
ン
諸
国
が
渡
航
自
由
化
に

踏
み
切
り
出
す
に
つ
れ
て
、
七
九
年
ご
ろ

か
ら
急
カ

l
ブ
で
上
昇
す
る
。
観
光
ピ
、
ザ

や
興
業
ピ
ザ
を
手
に
入
国
し
て
、
ホ
ス
テ

出

m

注

※

注

ス
(
五
八
%
)
、
ス
ト
リ
ッ
パ

l
(
一
二
二
%
)

な
ど
の
「
資
格
外
活
動
」
に
従
事
す
る
わ

け
だ
が
、
短
い
ピ
、
ザ
の
期
限
は
す
十
切
れ

て
し
ま
う
。
「
不
法
残
留
」
に
よ
る
強
制
送

「
つ
い
に
デ
フ
ォ
ル
ト
(
債
務
不
履
行
)
に

突
入
」
と
報
じ
ら
れ
た
。

一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
外
債
務
は
、

韓
国
、
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
に
次
い
で
、
百
七

十
億
ド
ル
。
同
じ
く
、
タ
イ
百
億
ド
ル
。

さ
ら
に
、
世
界
不
況
の
長
期
化
が
打
撃
と

な
っ
て
、
国
内
で
は
職
が
見
つ
か
ら
な
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
六
十
万
人
も
の
男
女

が
海
外
約
六
十
ヵ
国
に
出
稼
ぎ
に
出
て
お

り
、
タ
イ
の
国
家
予
算
は
二
年
連
続
、
て
対

前
年
比
伸
び
率
一
ケ
タ
ム
口
の
緊
縮
型
に
と

E
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
経
済
的
逼
迫
が
、
出
稼
ぎ
売

春
を
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
行

韓
国
の
キ

l
セ
ン
た
ち
は
、
政
府
が
発

行
す
る
「
芸
能
人
ラ
イ
セ
ン
ス
」
を
手
に
、

来
日
す
る
。
政
府
は
彼
女
た
ち
に
即
席
の

歌
や
腕
り
を
二

1
三
週
間
仕
込
ん
だ
後
、

試
験
を
行
っ
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
行
す

る。
が
、
入
国
後
は
「
コ

l
リ
ャ
ン
・
ク
ラ

ブ
か
ら
支
給
さ
れ
る
月
収
は
、
契
約
に
よ

っ
て
、
緯
国
ウ
ォ
ン
で
故
郷
の
親
元
や
家

族
に
送
金
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で

す
」
と
、
在
日
韓
国
人
記
者
は
説
明
す
る
。

「
彼
女
た
ち
の
手
元
に
入
っ
て
く
る
現
金

と
い
え
ば
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
支
給
す

る
食
費
(
一
日
千
五
百
l
二
千
円
)
だ
け
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
来
日
用
の

準
備
金
を
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
前
借
り

し
て
い
る
。
食
費
で
借
金
は
返
せ
ま
せ
ん

本

由

美

還
件
数
も
う
な
ぎ
の
ぼ
り
だ
。

資
格
外
活
動
に
よ
る
引
渡
件
数
は
、
七

八
年
ま
で
は
二
百
人
台
で
推
移
し
て
き
た

が
、
七
九
年
に
一
挙
に
六
百
六
十
七
人
に

ハ
ネ
上
が
り
、
以
後
は
七
百
四
十
二
人
、

九
百
七
十
三
一
人
と
、
三
年
問
、
て
三
・
五
倍
。

不
法
残
留
も
、
七
九
年
の
八
百
一
人
か
ら
、

八
一
年
に
は
一
千
十
二
人
と
増
え
た
。
台

湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
の
士
一
国
が
七
1

八
割
を
占
め
、
資
格
外
活
動
に
よ
る
引
渡

件
数
の
九
三
%
が
女
性
だ
。

出
稼
ぎ
女
性
た
ち
の
実
数
は
つ
か
み
ず

ら
い
が
、
警
視
庁
に
よ
れ
ば
、
八
O
年
に

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
興
業
ピ
、
ザ
で
八
千
五

百
人
、
観
光
ピ
ザ
で
九
千
人
の
女
性
た
ち

が
来
日
し
た
。
全
国
の
コ
リ
ア
・
ク
ラ
ブ

に
は
、
七
千

i
一
万
人
の
出
稼
ぎ
キ

l
セ

ン
、
が
ち
ら
ば
っ
て
い
る
と
も
い
う
。
こ
の

他
に
、
台
湾
、
タ
イ
な
ど
が
加
わ
る
と
、

数
万
人
規
模
の
ア
ジ
ア
女
性
が
。
滞
在
中
。

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
日
の
前
で
、
タ
イ
の
若
い
娘
さ
ん
が
ど

ん
E
ん
セ
リ
落
と
さ
れ
て
行
く
。
見
て
い

ら
れ
な
か
っ
た
」
。
同
業
の
男
性
記
者
が
そ

の
光
景
を
話
す
。
昨
年
末
ご
ろ
か
ら
上
野
・

昭
和
通
り
の
一
角
に
軒
を
並
べ
る
数
軒
の

ピ
ジ
、
不
ス
ホ
テ
ル
が
か
人
身
売
買
。
の
舞

台
に
な
っ
て
い
る
の
を
聞
き
込
み
、
あ
ら

か
ら
ね
。
売
春
す
る
以
外
に
な
く
な
る
ん

で
す
」全
国
に
ち
ら
ば
る
キ

l
セ
ン
が
七
千
1

一
万
人
。
コ

l
リ
ャ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
月
収

が
二
十
万
円
前
後
。
こ
れ
に
売
春
に
よ
る

収
入
が
加
わ
れ
ば
、
本
国
に
も
た
ら
さ
れ

る
外
貨
は
、
た
い
へ
ん
な
額
に
な
る
。

「
政
府
が
娼
婦
を
公
募
し
て
、
ラ
イ
セ
ン

ス
ま
で
与
え
て
い
る
。
外
貨
稼
ぎ
の
管
理

売
春
に
し
か
見
え
な
い
」
と
彼
は
結
ん
だ
。

一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
今
年
初
め
か
ら
、

海
外
労
働
者
の
本
国
送
金
を
半
ば
強
制
的

に
義
務
づ
け
た
。
海
外
労
働
者
は
、
銀
行

ル
1
ト
で
月
給
の
一
定
額
(
船
員
お
よ
び

建
設
労
働
者
は
七
O
%
、
そ
の
他
職
種
五

O
%
)
を
送
金
し
な
い
限
り
、
パ
ス
ポ
ー

ト
の
更
新
は
認
め
な
い
、
と
い
う
厳
し
い

内
容
だ
。

し
か
し
、
外
貨
を
持
ち
帰
ら
ね
ば
な
ら

な
い
側
の
事
情
は
、
あ
ま
り
に
も
深
刻
で

あ
る
。早
春
の
午
後
、
タ
イ
南
部
の
プ
ケ
ッ
ト

か
ら
来
日
し
た
ば
か
り
と
い
う
こ
十
三
歳

の
女
性
を
南
千
住
の
ア
パ
ー
ト
に
訪
ね
て

行
く
と
、
気
候
の
急
変
の
た
め
か
、
八
度

五
分
も
の
熱
を
出
し
て
、
コ
タ
ツ
で
ふ
る

え
て
い
た
。
職
業
は
農
家
の
主
婦
で
、
日

本
は
初
め
て
。
風
俗
営
業
に
タ
ッ
チ
し
た

こ
と
は
タ
イ
囲
内
で
も
な
い
。
「
養
豚
経
営

に
失
敗
し
た
ん
で
す
。
家
、
て
、
夫
と
両
親
、

一
歳
か
ら
五
歳
ま
で
四
人
の
子
が
待
っ
て

い
る
。
お
金
を
送
ら
な
け
れ
ば
。
で
も
、

ゆ
る
コ
ネ
を
た
ぐ
り
よ
せ
て
潜
入
し
た
と

い
う
の
だ
。
「
奈
良
や
大
阪
な
ど
関
西
か
ら

業
者
が
き
て
い
た
。
最
高
額
で
、
六
ヵ
月

拘
束
七
十
五
万
円
。
チ
ピ
ク
ロ
サ
ン
ボ
な

ど
と
侮
蔑
さ
れ
て
、
二
十
万
円
、
て
買
い
た

た
か
れ
た
少
女
も
い
た
」

タ
イ
の
輸
入
ル

l
ト
は
こ
れ
ま
で
、
日

本
側
が
ス
カ
ウ
ト
に
出
か
け
る
か
、
女
性

た
ち
が
先
輩
格
を
頼
っ
て
来
日
す
る
か
だ

っ
た
の
だ
が
、
最
近
は
、
タ
イ
の
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
が
女
性
を
連
れ
て
き
て
セ
リ
に
出

す
新
種
ま
で
登
場
し
た
。

輸
出
入
ル

1
ト
を
裏
か
ら
よ
演
出
。
し

て
い
る
の
は
、
広
域
暴
力
団
で
あ
る
。
成

田
署
に
よ
る
と
、
八
一
年
一
月
l
十
月
ま

で
に
、
五
百
三
十
五
人
の
暴
力
団
関
係
者

が
女
性
や
密
輸
品
の
買
い
つ
け
の
た
め
、

成
田
空
港
か
ら
出
国
し
て
行
っ
た
。

ジ
ヤ
パ
ニ
ー
ズ
・
ヤ
ク
、
ザ
に
な
だ
れ
込

ま
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
『
ブ
レ
テ
イ
ン
・

ツ
デ
ィ
』
な
ど
の
新
聞
が
、
「
ヤ
ク
、
ザ
の

暗
躍
で
日
本
警
察
が
マ
ニ
ラ
に
出
張
」
「
じ

ゃ
ぱ
ゆ
き
さ
ん
の
親
た
ち
か
ら
苦
情
が
殺

到
」
な

E
t、
実
情
を
伝
え
て
い
る
。
「
サ

ラ
リ
ー
未
払
い
の
渋
谷
区
神
宮
前
の
ゼ
ロ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
「
マ
ニ
ラ
の
夜
の
三
大

帝
王
|
|
ト
シ
ヒ
ロ
・
ナ
カ
ジ
マ
、
タ
カ

シ
・
ア
オ
ヤ
マ
、
コ
パ
ヤ
シ
」
な

E
、
実

名
を
あ
げ
て
告
発
す
る
記
事
も
出
て
い
る
。

が
、
相
手
国
の
怒
り
の
声
な
ど
想
像
も
つ

か
な
い
の
か
、
後
日
、
タ
イ
女
性
六
人
を

百
二
十
万
円
で
せ
り
落
と
し
た
西
日
暮
里

働
く
庖
が
ま
だ
決
ま
ら
な
い
。
明
日
か
ら

で
も
働
き
た
い
の
に
」

l
l
1
肉
体
を
投
げ

出
す
こ
と
で
し
か
食
べ
て
い
け
な
い
、
そ

う
い
う
状
況
を
作
り
出
し
た
の
は
誰
な
の

か
と
、
熱
に
う
る
む
瞳
は
い
い
た
気
だ
っ

た。

日
本
の
経
済
侵
略

ア
ジ
ア
諸
国
が
外
貨
稼
ぎ
の
売
春
に
カ

を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
大
の
理
由

の
一
つ
が
、
日
本
の
経
済
侵
略
に
あ
る
。

韓
国
商
工
部
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
六
五

年
の
日
韓
国
交
正
常
化
か
ら
昨
年
末
ま
で

の
十
七
年
間
に
、
韓
国
の
対
日
貿
易
赤
字

は
二
百
三
十
九
億
六
千
万
ド
ル
に
達
し
た
。

こ
れ
は
、
八
二
年
の
韓
国
輸
出
総
額
の
二

百
十
六
億
ド
ル
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

日
本
は
過
去
十
六
年
間
に
四
十
億
ド
ル
の

対
韓
借
款
を
行
っ
た
が
、
い
び
つ
な
経
済

関
係
に
よ
っ
て
、
韓
国
側
は
借
り
た
金
の

六
倍
も
の
貿
易
赤
字
を
抱
き
込
ま
さ
れ
た

勘
定
に
な
る
。

韓
国
内
で
は
、
七
九
年
か
ら
三
年
間
続

い
た
低
成
長
の
た
め
に
圏
内
イ
ン
フ
レ
は

一
時
期
三
O
%
に
も
達
し
、
昨
年
三
・
八

%
だ
っ
た
失
業
率
は
、
今
年
に
な
っ
て
四

・
五
%
。
全
体
の
五
九
%
に
あ
た
る
八
百

七
十
万
労
働
者
が
月
収
三
万
円
以
下
の
生

活
苦
に
あ
え
い
で
い
る
。

こ
う
し
た
日
韓
経
済
の
是
正
を
め
?
っ

て
、
き
る
五
月
に
日
緯
貿
易
会
議
が
三
年

ぶ
り
で
東
京
、
で
聞
か
れ
た
。
『
韓
国
日
報
』

@ @ 



に
よ
れ
ば
、
懸
案
の
日
韓
貿
易
不
均
衡
の

是
正
を
求
め
る
韓
国
側
に
対
し
て
、
日
本

サ
イ
ド
は
逆
に
駐
韓
日
本
商
社
に
対
す
る

地
位
や
待
遇
の
改
善
問
題
を
持
ち
出
す
な

E
し
て
、
逆
襲
に
出
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

日
本
と
の
い
び
つ
な
経
済
関
係
な
ど
か

ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
外
収
入
に
は
片
寄

り
が
生
じ
て
い
る
。
八

O
年
、
韓
国
で
は

海
外
出
稼
ぎ
労
働
者
か
ら
の
送
金
と
観
光

収
入
が
輸
出
総
額
二
百
億
ド
ル
に
対
し
て

五
十
八
億
ド
ル
に
も
の
ぼ
っ
た
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
、
海
外
出
稼
ぎ
労
働
者
か
ら
の

本
国
送
金
が
八
二
年
に
は
七
億
ド
ル
。
こ

れ
は
同
年
末
の
外
貨
準
備
高
の
三

O
%
に

当
た
る
。
タ
イ
、
で
は
、
買
春
観
光
と
表
裏

一
体
の
観
光
収
入
が
、
八

O
年
に
は
コ
メ

に
次
い
で
外
貨
獲
得
の
第
二
位
に
の
し
上

が
っ
た
。

ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
国
経
済
と
の
か
か

わ
り
合
い
を
見
る
時
、
相
手
か
ら
一
方
的

に
富
を
ま
き
上
げ
、
そ
の
利
潤
で
、
独
裁

政
権
の
か
国
策
売
春
。
に
便
乗
し
て
、
。
も

っ
と
も
安
い
性
商
品
。
と
し
て
の
ア
ジ
ア

女
性
た
ち
を
大
量
に
輸
入
し
て
い
る
構
図

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。
性
侵
略
と

経
済
侵
略
が
表
裏
の
関
係
で
、
出
稼
ぎ
売

春
問
題
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
の

だ

日
本
1

バ
ン
コ
ク
聞
を
十
年
近
く
往
復

し
て
い
る
二
十
九
歳
の
タ
イ
女
性
は
、
食

べ
る
た
め
に
、
い
ま
だ
に
日
本
国
内
を
流

れ
て
い
る
。
彼
女
が
い
う
。
「
日
本
の
男
は

し
い
。
朝
五
時
ま
で
客
が
オ
ー
ダ
ー
し
な

い
限
り
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
、
乞
わ
れ
る
ま
ま

に
歌
い
、
踊
り
、
お
相
手
を
つ
と
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
客
の
入
り
が
悪

く
て
も
一
息
つ
く
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
た

え
ず
に
こ
に
こ
と
相
子
を
そ
ら
す
こ
と
な

く
か
た
こ
と
の
日
本
語
、
て
客
に
は
べ
る
の

で
あ
る
。
朝
の
五
時
ま
で
勤
め
あ
げ
た
後
、

一
時
間
ほ

E
残
る
。
日
本
人
の
ホ
ス
テ
ス

が
い
る
場
合
も
あ
る
が
給
料
は
格
段
の
差

が
あ
る
。
日
本
人
の
六
日
か
ら
八
日
分
が
、

彼
女
た
ち
の
大
体
一
ヶ
月
の
給
料
な
の
で

あ
る
。
休
み
は
ふ
つ
う
国
の
祝
日
の
み
で
、
-

客
が
少
な
い
日
に
交
替
で
与
え
ら
れ
る
が
、

一
ヶ
月
平
均
一
日
で
あ
る
。
病
気
に
な
っ

た
り
、
気
に
入
ら
な
い
と
、
直
ち
に
ク
ピ

に
な
り
、
突
然
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
宿
に

現
れ
、
本
人
に
は
説
明
も
な
〈
他
の
底
に

廻
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
六

ヶ
月
の
聞
に
六
回
あ
ち
こ
ち
底
を
か
え
ら

れ
た
例
も
あ
る
。

底
に
客
の
入
り
が
悪
く
な
る
と
、
マ
ス

タ
ー
は
彼
女
た
ち
の
接
客
態
度
が
悪
い
か

ら
だ
と
な
じ
り
、
け
る
、
な
守
る
な
ど
の

暴
力
を
加
え
た
り
も
す
る
。
ま
た
、
マ
ス

タ
ー
が
ご
ひ
い
き
と
関
係
を
持
っ
た
り
、

一
人
を
お
か
か
え
に
し
た
り
、
す
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
彼
女
た
ち
は

た
だ
ひ
た
す
ら
国
に
帰
れ
る
日
を
待
っ
て

い
る
。
「
も
う
日
本
は
い
や
。
日
本
に
は
来

な
い
」
と
繰
り
返
し
な
が
ら
。

私
た
ち
に
若
さ
だ
け
求
め
る
。
二
十
五
歳

過
ぎ
た
ら
、
東
京
に
仕
事
は
な
い
。
地
方

都
市
も
ダ
メ
。
今
、
横
田
基
地
で
働
き
な

が
ら
、
時
々
吉
原
の
ト
ル
コ
で
ア
ル
バ
イ

ト
し
て
る
。
お
客
さ
ん
が
つ
か
な
く
な
っ

た
ら
沖
縄
へ
行
く
よ
。
沖
縄
に
は
仲
間
が

い
る
し
、
入
管
も
イ
ー
ジ
ー
だ
か
ら
・
:
:
」

東
京
か
ら
地
方
都
市
、
在
日
米
軍
基
地
、

そ
し
て
沖
縄
へ
|
|
。
終
着
駅
の
沖
縄
・

金
武
湾
、
て
は
ホ
ス
テ
ス
の
半
分
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
の
異
境
を
流
れ
て
行
く
姿
は
、
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
、
東
南
ア
を
中
心
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ

の
、
ザ
ン
ジ
パ
ル
に
ま
で
足
跡
を
印
し
た
か

ら
ゆ
き
さ
ん
の
上
に
重
な
っ
て
行
く
。
時

代
と
国
境
を
越
え
て
、
女
た
ち
の
貧
し
さ

を
利
用
し
尽
く
す
の
は
誰
な
の
か
|
|
。

中
曾
根
首
相
は
、
一
月
の
訪
韓
を
皮
切

り
に
ア
セ
ア
ン
諸
国
を
歴
訪
し
、
ア
メ
リ

カ
の
ア
ジ
ア
「
新
冷
戦
」
政
策
に
も
と
ず

く
「
安
保
が
ら
み
」
援
助
を
ば
ら
ま
い
た
。

経
済
侵
略
ば
か
り
か
」
昌
国
強
兵
政
策
。

へ
と
歴
史
を
逆
行
さ
せ
る
も
く
ろ
み
の
中

で
、
か
つ
て
の
か
ら
ゆ
き
さ
ん
を
大
量
に

逆
輸
入
し
て
い
る
現
状
を
今
こ
そ
聞
い
た

※
注

八

O
年
資
裕
外
活
動
者
の
稼
働
内
容

気の停滞と共に頭うちになってくる。日本人出国者

数を男女別にみると、観光買春問題地の台湾、韓国、

フィりピンへは80-90%、タイへは75%を男性が独

占する。 80年代に入るとそれらの国を訪れる日本人

男性の数は年々減少して L、〈。一方それらの国から

の日本への女性の入国者は増大し続ける。特に近年

増加の激しい台湾とフィリピンの男女別入国者数を

18年間追ってみると、長い間男性が他の諸国同様上

回っていたのがつい最近、 79・80年に逆転したのが

みてとれる。フィリピンの場合、その逆転が非常に

はっきりしている。(まとめ・杉山みちニ)

日本人海外出国者数は、 60年代後半徐々に

増していたが、 70年代になると日本への外国

人入国者数に追いつき、それをはるかに上回

るようになる。 70年は日本へジャンポ・ジェット機が導入された

年で、これより航空機による大量輸送時代、パック旅行全盛の時

代となる。しかし異常な程の海外渡航者の増大も80年ごろから景

料資

1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 1 9 8 0 1 9 8 1 1 9 8 2 

緯 散 162，910 663，467 2，466，326 3，909，333 4，006，388 4，086，138 

女男
514，771 1，835，513 2，760，694 2，760，746 2.771，911 
148.696 630，813 1，148，639 1，245，642 1，314，227 

アジ女男ア州
1，300，355 1，998，021 2，024，725 2，041，237 

1，636，792 1，616，526 1，596，572 
361，229 408，199 444，665 

台 。湾 13，936 113，676 358，621 584，641 568，290 558，154 

女男
524，526 499，468 480，495 
60，115 68.822 77 ，659 

開 国 5，212 45，269 319，984 428，008 422，502 414，322 

女男
400，321 389，804 313，310 
27.687 32.698 41，012 

書 港 26，554 92，071 311，364 359，692 342，078 329，427 

t男r 
231，252 216，967 206，897 
128.440 125，111 122，530 

シンガ女ポ男ール 6，386 35，860 124，689 166，828 189，253 
79，829 101，074 113，963 
44.860 65，754 75，290 

フィリ企男ピン 3，292 7，204 119，876 187，445 161，453 142，353 
154，481 130，417 114，145 
32.964 31.036 28，208 

タ イ 5，116 12，946 69，890 93，413 89，759 97，837 

女男
72，610 68，701 73，007 
20.803 21.058 24.830 

インド女男ネシア 2，345 5，790 25，278 62，098 69，152 74，734 
47，514 53，468 57，897 
14.584 15.684 16，837 

マレー女男シア 4，864 2，‘33 7，916 18，893 22.111 24，669 
14，841 17，041 18，839 
~ 5，070 5，830 

出国者数本人日

も
う
日
本
は
い
や
グ
伊

東
京
都
内
及
ぴ
近
郊
で
働
く
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
た
ち
(
出

稼
ぎ
芸
能
人
)
延
べ
十
四
、
五
人
と
の
交

わ
り
を
通
し
て
私
が
垣
間
見
た
彼
女
た
ち

の
生
活
を
報
告
す
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
た

ち
は
、
庄
の
主
人
(
マ
ス
タ
ー
)
が
所
有

あ
る
い
は
借
り
て
い
る
家
、
又
は
マ
ン
シ

ョ
ン
な

E
に
居
を
構
え
る
。
ふ
つ
う
人
目

に
た
た
な
い
所
が
選
ば
れ
て
い
る
。
例
え

ば
国
道
に
沿
っ
て
走
る
も
う
一
本
の
裏
通

り
の
一
角
と
か
、
隣
り
は
駐
車
場
、
畠
と

か
、
一
階
、
二
階
が
う
ら
ぶ
れ
た
飲
食
底
、

麻
雀
屋
な

E
で
、
そ
の
上
の
、
裏
手
の
狭

い
階
段
を
上
り
つ
め
た
所
と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
住
み
家
で
多
い
時

に
は
十
名
近
い
女
性
が
六
畳
一
聞
の
一

D

K
に
ひ
し
め
く
。
も
ち
ろ
ん
夜
具
も
充
分

に
な
い
。
家
具
と
い
え
ば
日
本
の
歌
を
習

う
た
め
の
テ
レ
ピ
一
台
、
台
所
に
小
さ
な

冷
蔵
庫
、
テ
ー
ブ
ル
、
底
で
使
い
古
し
た

椅
子
数
個
位
で
、
洋
服
は
全
部
窓
の
カ
ー

テ
ン
レ

l
ル
に
か
け
て
あ
る
。

こ
こ
で
の
生
活
は
庖
が
終
っ
て
帰
宅
す

る
午
前
六
時
半
か
ら
始
ま
る
。
始
ま
る
と

い
っ
て
も
、
朝
食
を
し
、
す
内
、
就
寝
す
る

わ
け
で
あ
る
。
午
後
二
時
頃
起
床
し
、
昼

一一一一女
一ーーーー男

疑79lF女性が少し上回っている

男性 82095 女性 82613 

1980 

lftl979年 l月台湾政府は観光目的
白出国規制を大幅に緩和した

台湾世ら日本への男女別入国者徹
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16万

10万

従

直

子

食
兼
夕
食
を
し
、
洗
濯
、
風
呂
、
出
動
準

備
な

E
で
時
聞
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

食
事
の
た
め
に
は
一
日
千
円
が
支
給
さ
れ

る
が
、
彼
女
た
ち
は
一
週
間
を
二
千
円
に

切
り
つ
め
て
や
り
く
り
す
る
。
給
料
は
底

が
変
る
時
、
ま
た
は
帰
国
直
前
に
手
渡
さ

れ
る
の
で
'
』
う
し
て
貯
め
た
中
か
ら
衣
裳

な
ど
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
チ
ッ

プ
な

E
で
余
分
の
金
が
入
る
と
国
に
待
つ

家
族
、
親
族
の
た
め
の
お
み
や
げ
が
、
カ

メ
ラ
、
時
計
、
ラ
ジ
カ
セ
か
ら
始
ま
り
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
が
貿
い
揃
え
ら
れ
て

あ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ

l
は
以
前
地
方

の
都
市
に
あ
る
パ

l
で
働
い
て
い
た
が
、

マ
ス
タ
ー
の
家
に
住
み
込
み
で
、
食
費
は

支
給
さ
れ
ず
一
日
一
食
が
与
え
ら
れ
る
だ

け
だ
っ
た
。
多
分
庄
で
高
く
つ
く
も
の
を

客
に
食
ぺ
さ
せ
て
貰
う
か
、
売
春
を
し
て

何
が
し
か
の
余
分
の
金
を
と
る
仕
組
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
夕
方
六
時
半
と
も
な
る
と
、
マ

ス
タ
ー
が
ラ
イ
ト
バ
ン
で
迎
え
に
来
る
。

外
か
ら
は
中
が
、
中
か
ら
は
外
が
見
え
れ
刷

よ
う
に
、
窓
に
は
カ
ー
テ
ン
が
ひ
か
れ
て

い
る
。
底
は
八
時
に
開
底
だ
が
、
一
時
間

前
に
着
き
、
歌
の
練
習
や
、
そ
の
他
の
準

備
を
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ら

1982 

1970 

1970 198日

一ー一女

ー-ーーー男

1975 

フィリピンがらの男女jlJ出園者数

1964 

2000 

1964 

24000 

20000 

14000 

1000日

80目日

日本への外国人入国者数

1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 1 9 8 0 1 9 8 1 1 9 8 2 

総 盤 291，309 775，061 780，298 1，295，866 1，552，296 1，708.306 

企興 184，039 476，676 509，699 806，726 927，617 1，013，090 
107.270 298.385 270.599 489.140 624.679 695.216 

アジア州 66，350 211 ，684 306，773 640，637 798，658 878，175 

女男
141，024 206，617 377 ，977 449，631 496，073 
70.660 100.156 262.660 349.027 382.102 

台 湾 15，583 46，535 77，091 235，549 305，233 311，125 

企興 31，437 47，148 113，943 142，616 142.116 
15.098 29.943 121.606 162.617 169.009 

，車 国 17 ，068 71，790 129，186 212，973 250，709 284，598 

女男
48，027 91，745 139，244 160，193 183，831 
23.763 37.441 73.729 90.516 100.767 

書 港 4，326 12，506 19，318 32，239 46，614 59，898 

を男
8，151 12，815 20，753 27，975 35，366 
4.355 6.503 11.486 18.639 24.532 

シンガ女ポ男ール 5，663 9，582 18，346 25，398 31，754 

フィリ男女ピン 8，945 20，477 12，574 27，902 37，483 37，878 
5，378 11 ，688 8，440 12，940 14，761 15，389 
3.567 8.789 4，134 14.962 22.722 22.489 

タ イ 3，399 10，010 11，795 17，884 23，768 31，422 

女男
2，377 6，400 7，055 11，105 13，564 16，959 
1.022 3，610 4.740 6.779 10.204 14.463 

インド女男ネシア 4，656 8，692 11，377 17，854 24，368 27，452 
3，391 5，864 7，673 11，856 15，136 16，853 
1.265 2，828 3.704 5.998 9.232 10.599 

マレ シア 3，117 6，939 8，977 14，688 20，896 24，120 

女男
2，226 
891 

@ @ 



こ
の
会
議
の
背
景

一
九
八

O
年
七
月
、
国
連
婦
人
の
十
年

の
中
間
会
議
で
あ
る
コ
ペ
ン
ハ

|
ゲ
ン
会

ア
メ
リ
カ
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
パ

l

井
荷
-
-
、

彼
女
が
前
年
に
書
き
上
げ

た
「
女
性
の
性
的
搾
取
状
況
」
と
題
す
る

本
を
た
ず
さ
え
出
席
し
た
。
彼
女
は
、
イ

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
イ
メ
ン
ズ
・
ト
リ
ビ

リ
ー
さ
ん
は
、

ユ
1
ン
セ
ン
タ
ー
や

I
s
I
S
(
北
(
に
メ

キ
シ
コ
会
議
後
に
ス
タ
ー
ト
し
た
女
性
問

題
の
情
報
セ
ン
タ
ー
)
共
催
の
分
科
会
て
、

女
性
の
性
的
搾
取
、
或
い
は
奴
隷
的
状
況

が
、
人
身
売
買
、
強
制
売
春
も
含
め
て
様

様
な
形
で
存
在
し
、
決
し
て
過
去
の
問
題

で
は
な
く
、
今
日

の
世
界
の
経
済
的
、
政

治
的
状
況
に
関
わ
り
な
く
地
球
の
ど
の
地

域
に
も

一
様
に
存
在
し
、
ま
た
如
何
に
根

深
く
、
各
地
の
伝
統
的
習
慣
や
制
度

t
結

び
つ
い
て
生
き
つ
づ
け
て
レ
る
か
を
訴
え

た
。
そ
し
て
更
に
彼
女
は
、
国
際
観
光
な

ど
、
同
際
聞
の
行
き
き
が
自
由
に
な
る

一

方
、
て
、
女
性
や
子
供
の
人
身
売
買
、
強
制

売
春
も
困
際
的
組
織
が
広
岐
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
は
り
、
特
に
第
三
世
界
の
女
性
や

子
供
た
ち
に
と
っ
て
深
刻
な
事
態
を
招
い

て
い
る
事
を
、
国
連
や
そ
の
他
の
国
際
的

民
間
機
関
の
調
査
資
料
、
彼
女
自
身
が
各

国
を
ま
わ

っ
て
調
査
し
た
結
果
守
分
科
会

て
報
告
し
た
。

コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
会
議
で
は
、
「
買
春
観
光
」

ア
ジ
ア

の
女
た
ち
の
会
も
独
自
で

ン
ガ
ポ

l
ル
女
性
)
と
タ
イ
の
シ

ラ
ポ

ン

・
ス
ク
ラ
パ
、
不

ツ
リ
さ
ん
。
そ
れ
に
、

一

九
七
七
年
か
ら
世
界
の
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
の

動
き
、
そ
の
政
治
的
活
動
、

又
、
女
性
政

治
犯
の
救
出
な
ど
巾
広
く
運
動
と
情
報
セ

ン
タ
ー
の
働
き
を
し
て
来
た

I
s
I
S
か

ら
は

モ
ニ
カ
さ
ん
。
等

、々

一二

O
名
の
女

性
の
紹
介
を
す
る
だ
け
で
女
性
の
性
的
搾

取
状
況
が
ど
の
様
な
形
を
と
っ
て
世
界
中

に
存
在
し
て
い
る
か
が
充
分
に
見
通
せ
る

程
、
多
様
な
動
き
、
運
動
の
中
か
ら
集
ま

っ
た
女
性
た
ち
。

全
期
間
出
席
者
の
他
に
、
証
言
者
、
研

究
者
と
し
て
参
加
し
た
の
は
、
チ
リ
の
暴

動
以
後
、
ア
メ
リ
カ
に
住
み
、
現
在
、
軍

事
独
裁
政
権
下
の
女
性
政
治
犯
に
対
す
る

性
的
拷
問
を
調
査
し
て
い
る
フ
ェ
ミ

ニ
ス

ト
社
会
学
者
、
国
連
の
人
身
売
買
制
査
委

員
会
よ
り

一
人
、
イ
ギ
リ
ス
の
反
奴
隷
協

会
よ
り

一
人
、
ま
た
、

W
C
C
(
世
界
教

会
協
議
会
)
か
ら
任
命
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ

ッ

パ
に

お
け
る
ア
ジ
ア
女
性
の
人
身
売
買
の

実
態
調
査
を
す
す
め
て
い
る
タ
イ
女
性
、

そ
れ
に
、
自
分
自
身
売
春
婦
と
し
て
の

一

五
年
の
生
活
歴
を
持
ち
、
今
は
売
春
婦
の

権
利
擁
護
組
織

コ
ヨ

l
テ
の
代
表
等
で
あ

っ
た
。

性
的
搾
取
の
全
体
像
を
捉
え
る

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
故
も
大
き
な

特
徴
は
、
女
性
に
対
す
る
性
的
搾
取
を
全

体
と
し
て
従
え
る
、
即
ち
女
性
が
自
分
の

に
つ
い
て
の
分
科
会
を
主
催
し
た
し
、
共

通
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
来
た
。

こ
の
分

科
会
に
参
加
し
た
多
く
の
女
性
た
ち
の
要

望
と
し
て
、
H

女
性
の
性
的
搾
取
を
な
く
す

為
の
国
際
間
の
協
力
体
制
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
ろ
う
。
と
の
声
が
よ
っ
た
。

K
-

パ
l
リ
ー
さ
ん
自
身
、
国
連
や
国
際
機
関

な
ど
の
調
査
や
取
り
組
み
が
消
極
的
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
事
や
、
国
連
の

委
員
会
が
取
り
組
み
を
消
極
的
に
な
ら
ざ

る
を
符
な
い
背
景
に
、
国
連
加
盟
の
国
々

へ
の
実
態
調
査
は
、
特
に
人
身
売
買
、
強

制
売
春
な
ど
は
、
国
の
恥
部
を
さ
ら
す
問

題
と
し
て
捉
λ

、
実
態
の
公
表
を
避
け
る
、

あ
え
て
調
交
を
進
め
る
と
、
そ
れ
を
内
政

T
渉
と
し
て
し
り
ぞ
け

ら
れ
て
来
た
と
い

う
経
緯
も
了
解
し
て
い
た
。

や
は
り
、

り
組
み
、

こ
の
問
題
は
女
性
自
身
が
取

政
治
的
課
題
と
し
て
行
動
す
る

以
外
に
、
具
体
的
な
解
決
の
道
は
な
レ
、

と

K
-
パ
ー
リ

1
及
び
分
科
会
に
参
加
し

た
者
た
ち
が

一
様
に
実
感
し
、
そ
の
具
体

的
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
の
作
業

(
会
議
)

を
実
現
す
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
イ

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
イ
メ
ン
ズ
・
ト
リ
ビ

ュ
l
ン
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
し
て
、

二
年

半
に
わ
た
り
会
議
開
催
を
準
備
し
た
。

会
議
期
聞
は
四
月
六
日

i
一
五
日
(
一

0
日
間
)
オ
ラ
ン
ダ

・
ロ

ッ
テ
ル
ダ
ム

市、

エ
ラ

ス
ム
ス
国
立
医
科
大
学
に
て
開
催
さ

れ
た
。
二
四
ヵ
国
よ
り
一二

O
名
の
火
性
が

具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
問
題
を
提
起

し
つ
つ

女
性
の
性
的
搾
取
状
況
の
令
体

像
を
捉
え
る
作
業
を
会
期
の
前
半
に
、
又
、

今
後
具
体
的
な
政
治
的
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
う
る
為
の
地
域
別
、

出
也
品
以
同
町
、

J
I
f
 そ
し

て
世
界
的
な
、
不

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
如
何
に
具

体
化
す
る
か
に
会
期
の
後
半
が
か
け
ら
れ

-o
 

e--
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
と
そ
の
運
動

中
南
米
地
域
、

中
近
東
、
北
ア

ア
フ
リ
カ
地
域
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
地
峡
で
あ

っ
た
。

そ

れ
で
、
集
ま

っ
た
士
一

O
名
の
女
性
も
、
セ

ネ
ガ
ル
を
小
心
に
ミ
ユ
|
テ
ィ
レ

l
シ
ヨ

ン
(
女
性
性
誌
の
切
除
手
術
)
の
問
題
と

闘
い
ア
フ
リ
カ
全
域
の
、
不
ッ
卜
ワ

l
ク
に

参
加
し
た
二
四
ヶ
困
は
、

ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
、

フ
リ
カ
地
域
、

取
り
組
む
マ
ワ
・
テ
ィ
ア
ム
。
イ
ン
ド
の

デ
パ
タ
シ
制
度
(
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
に
娘
合

捧
げ
た
り
、

未
亡
人
が
聖
な
る
売
春
婦
に

な
る
)
廃
止
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
の
代

表
ジ
ヨ
ツ
ナ
・
チ
ャ
、
ダ
、
ン
さ
ん
。
ス
ウ
ェ

女
性
の
性
的
搾
取
を
無
く
そ
う
グ

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
会
議
報
告

意
志
、

判
断
、
力
に
よ

っ
て
逃
れ
る
事
が

出
来
な
レ
全
て
の
状
況
は
性
的
搾
取
状
況

で
あ
り
、
そ
れ
は
女
性
へ
の
人
権
侵
害
で

あ
る
。
そ
れ
は
今
日
ま
で
歴
史
的
に
男
性

支
配
社
会
で
あ
る
事
か
ら
、
様
々
な
性
的

搾
取
の
形
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

放
に
、
人
身
売
買
、
強
制
売
春
、
夫
の
暴

力
、
強
姦
、
近
親
相
姦
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

ィ
1

、
買
春
観
光
、
若
年
強
制
結
婚
制
度

、
政
治
犯
に
対
す
る
性
的
拷
問
、
さ
ら
に
、

性
器
の
切
除
手
術
、
等
々
か
ら
の
が
れ
た

い
女
性
は
全
て
政
治
的
難
民
と
し
て
の
住

地
に
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
と
エ
う
宅」

と
で
あ
る
。
今
日
の
男
性
支
配
社
会
か

b

生
み
山
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
状
況
へ
の
闘
い

は
政
治
的
な
行
為
で
あ
る
な
ら
、
今
後
は
、

地
域
毎
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
更
に
、
先
進

国
と
第
三
附
界
が
各

々
の
状
川
を
性
的
搾

取
の
基
本
的
認
識
に
立

っ
て
取
り
組
み
つ

つ
相
互
に
支
援
し
A
口
う
、
不
ッ

ト
ワ
ー

ク
を

世
界
的
規
桜
で
実
引
す
る
為
に
努
力
し
合

お
う
と
決
立
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
基
本
線
は
、

売
春
婦
に
対
す
る
法
的
制
裁
に
反
対
し
、

女
性
の
体
を
商
品
と
す
る
か
ひ
も
。

人
身

売
買
組
織
、
ポ
ル
ノ
産
業
に
対
し
て
厳
し

い
法
的
処
置
を
求
め
る
、
更
に
、
貧
し
さ

故
の
第
三
世
界
の
女
性
の
売
春
と
、
「
自
由

意
志
」
売
春
と
合
切
り
離
さ
な

い
。

い
や
、

如
何
に
本
人
の
自
由
怠
志
に
よ
る
売
春
と

見
な
さ
れ
よ
う
と
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ

ー

ロ

ッ
パ
等
で
は
少
女
期
の
強
姦
や
近
親
相
官叫

が
売
春
へ
の
道
ぞ
作
り
、
ま
た
、
男
女
の

賃
金
供
差
や
労
働
環
境
に
お
け
る
性
差
別

の
現
実
か
ら
、
根
抵
に
あ
る
男
性
支
配
社

会
そ
の
も
の
に
、
久
性
の
性
が
分
断
さ
れ
、

手
段
化
さ
れ
て

い、
る
状
況
に
お
い
て
は
、
「

自
由
意
志
」
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
あ

り
得
な
レ
、
と
い
う
筏
点
に
立
つ
。
そ
の

立
味
で
は
、
売
が
い
川
の
権
利
擁
護
組
織
グ

ル
ー
プ
が
、
「
ひ
も
」
も
職
業
と
し
て
の
完

森
山
川
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
的
存
在
で
あ
り
、
売

存
似
の
犬
、
或
い
は
愛
人
で
も
あ
り
、
彼

ら
に
対
す
る
法
的
処
山
を
ゆ
る
め
、

或
い

は
無
く
せ
、
と
す
る
立
場
と
は
明
ら
か
に

-
線
合
同
す
引

に
な
る
。

@ 

ー
デ
ン
政
府
機
関
で
長
年
売
春
問
題
、

中

絶
法
制
定
に
中
心
的
に
関
わ

っ
た
ハ
ン
ナ

・
オ
ル
ソ
ン
さ
ん
。
ペ
ル

!
の
リ
マ
市
て

栃
端
に
貧
し
い
子
持
の
売
春
婦
た
ち
の
悩

み
を
聞
く
毎
日
、
し
か
し

一
方
で
反
ミ
ス

.
ユ
ニ

バ
ー
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
あ
ら
ゆ

る
性
差
別
に
激
し
い
怒
り
を
時
に
は

ユ
ー

モ
ラ
ス
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
法
を
用
い
て
運

動
を
展
開
す
る
私
服
の
シ
ス
タ
ー
-
ロ
ー

ザ
・
ド
ミ
ン
ゴ

。

レ
バ
ノ
ン
か
ら
は
、
兵

士
た
ち
の
強
姦
で
心
身
の
被
害
を
受
け
た

女
性
た
ち
の
ホ

l
ム
て
働
く
シ
ス
タ
ー
-

コ
レ
ッ
卜
。
又
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
オ
ル
、
方

.
ル
シ
ア
・
ト
|
ロ
ー
さ
ん
は
三

O
代
初

め
の
若
さ
で
、

レ
イ
プ
セ
ン
タ
ー
、
避
妊

教
育

・
売
春
問
題
な
ど
積
極
的
に
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
の
祝
点
で
取
り
組
む
民
間
組
織
の

代
表
者
。

ス
リ
ラ
ン
カ
か

b
は
、
多
国
籍

企
業
の
フ
リ

l
-
ト
レ
ー
ド
、
ゾ

1
ン
、
て
働

く
女
子
労
働
者
へ
の
性
的
搾
取
状
況
と
闘

う
弁
護
士
の

ニ
マ
ル
カ
・
フ
エ
ル
ナ
ン
ド

さ
ん
。
買
春
問
題
、
基
地
売
春
も
含
め
「
女

性
搾
取
に
反
対
す
る
第
三一
世
界
運
動
」
を

展
開
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
シ
ス
タ
ー
-
ソ

l
ル
は
、

一
九
八

O
年
以
来
、
「
女
た
ち
の

会
」
と
買
春
観
光
反
対
の
、
不
ッ
卜
ワ
ー
ク

を
共
に
つ
く
り
上
げ
て
来
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
女
性
た
ち
の

一
人
で
あ
る
。
タ
イ
と
オ

ラ
ン
ダ
は
連
携
を
取
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
の
賀
春
ツ
ア

l
eス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
実

績
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

ー
プ
か

ら
、
オ
ラ
ン
ダ
の
リ
ン

・
ラ

ッ
プ
さ
ん
(シ

売
春
は
、
男
性
支
配
社
会

に
お
い
て
、

女
性
が
様
々
な
社
会
的
状
況
で
生
き
残
る

為
の

一
つ
の
手
段
で
あ

っ
て
、
そ
れ
故
に
、

売
賀
春
は
、
人
が
人
間
存
在
と
し
て
他
と

関
わ
る
手
段
の

一
つ
で
あ
る
対
等
な
性
関

係
と
は
全
く
無
縁
の
も
の
、
買
春
は
単
な

る
生
き
た
女
性
の
体
へ

の

マ
ス
タ
ベ

l
シ

ヨ
ン
て
し
か
な
い
¥

こ
の
概
念
は
、

買
春

観
光
、
其
地
買
春
、

囲
内
の
ト

ル
コ
風
呂

賀
春
を
現
わ
す
の
に
明
確
な
概
念
で
あ
ろ

'「ノ
。又、

ど
の
様
な
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
立
と
う
と
、
女
性
へ

の
性
的
拷
問
は
共

通
の
手
段
・
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
事
が

数
多
く
報
告
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
、
他

の
性
的
搾
取
状
況
、
性
を
暴
力
的
に
支
配

す
る
、
慣
習
や
制
度
に
よ

っ
て
従
属
さ
せ

る
こ
と
と
全
く
同

一
で
あ
る
。

今
回
の
会
議
は
、
先
進
国
と
第
三
世
界

と
も
に
、
そ
の
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化

的
、
社
会
的
状
況
の
遠
い
の
認
識
以
上
に
、

性
的
搾
取
状
況
に
対
す
る
共
通
の
認
識
が

上
ま
わ
っ
て
、
緊
迫
し
た
議
論
も
時
に
は

あ

っ
た
が
、
む
し
ろ
、
今
後
の
、
み
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
必
要
合
完
成
し
た
会
議
で
あ
っ
た
。

フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
運
動
の
最
も
中
核
に
触
れ

て
い
た
事
が
、
そ
し
て
、

一
0
日
間
、
小

さ
な
ホ
テ
ル
て
寝
起
き
を
共
に
、

お
互
い

の
個
性
に
触
れ
合
え
る
時
間
的
余
裕
も
あ

っ
た
事
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
か
も
知

れ
な
い
。

(官
同
里
鈴
代
)

@ 
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衝撃の苦界
一バングラデシュ・ナラヤンガンジーを訪ねて

の
絹
家
が
軒
を
並
べ
て
い
る
。
は
だ
し
の

子
ど
も
た
ち
が
ワ
ツ
と
寄
っ
て
き
た
。

指

令
二

本
立
て
て
「
タ
カ
、
タ
カ
、
」
と
叫

ん
で
い
る
。

一
タ
カ
(
約
十
円
)
で
、
女
の

と
こ
ろ
に
案
内
す
る
と
い
う
の
だ
。
「
い
レ

女
い
る
よ
。
安
い
よ
。
」「セ

ッ
ク
ス
、

セ
ッ

ク
ス
」
な
ど
と
ベ
ン
ガ
ル
語
で
い
っ
て
い

る
の
だ
と
い
う
。
小
学
生
ぐ
ら

いI
の
到
の

4
j

が
多
く
、
中
に
は
ヒ
、
八
歳
の
女
の
チ

ま
で
そ
う
い
う
言
葉
を
川
ん
で
い
た
。
あ

ど
け
な
い
阪
を
し
た
チ
ピ

ッ
F
ポ
ン
引
き
、

容
引
き
の
群
は
、
私
に
と

っ
て
最
初
の
衝

撃
で
あ
っ
た
。

入
口
を
人

っ
て
す
ぐ
右
手
に
似
家

t
い

う
よ
り
娼
館
と
い
う
の
か
妓
楼
と
レ
う
の

か
、
六
附
建
て
の
ピ
ル
が
あ

っ
た
。

「カ

|
ン
の
家
」
と
書
い
た
門
を
く
ぐ
る
と
コ

の
字
型
の
姥
物
に
凶
ま
れ
た
小
庭
て
、
色

出品誼昌也魁:i'.i皐益出必4ψ￡包出~;

貧
し
い
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
二
凶
旅
し

て
痛
い
は
ど
わ
か

っ
た
。
村
々
全
回
れ
ば

お
な
か
が
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
栄
養
失
調
の

子
b
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
か
け
、
首
都

ダ
ッ
カ
や
第
二
の
都
市
チ
ッ
タ

コ
ン
の
ス

ラ
ム
を
通
り
か
か
る
と
、
貧
血
で
血
の
気

の
失
せ
た
顔
を
し
た
母
親
た
ち
が
薄
利
れ

た
サ
リ
ー
を
若
て
た
た
ず
ん
で
い
る
。
フ

ェ
リ
ー
に
来
れ
ば
、
船
着
場
て
ボ
ロ
ボ
ロ

の
ル
ン
ギ
(
腹
巻
き
)
の
老
人
や
赤
ん
坊
を

抱
い
た
女
性
が
物
乞
い
、
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
貧
し
い
人
々
の
姿
が
今
も
は
っ
き
り

と
目
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い
が
、
何
よ

り
私
の
心
を
重
く
し
た
の
は
港
町
ナ
ラ
ヤ

ン
ガ
ン
ジ

ー
の
売
春
地
借
の
光
景
、
で
あ

っ

た
。
こ
こ

に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
た
ん

「苦

界
」
と
い
う
言
葉
が
生
々
し
く
浮
か
ん
だ

の
で
あ
る
。

ー
卜
し
て
く
れ
る
男
性
を
見
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
ダ
ッ
カ
在
住
の
日
本

人
男
性
に
当
た
っ
て
み
た
。

ナ
ラ
ヤ

ン
ガ

ン
ジ
ー
の
こ
と
は
み
な
知

っ
て

い
て
、

面

白
お
か
し
く
話
し
て
は
く
れ
で
も
、
同
行

は
色
々
な
理
由
を
つ
け
て

こ
と
わ
ら
れ
た
。

「
あ
ん
な
恐
し
い
と
こ
ろ
に
は
い
か
な
い

み
が
い
い
」
「
ば
く
は
行

っ
た
こ
と
が
な
い

の
で
不
案
内
だ
か
ら
」
な
、
ど
と
。

や
む
な
く
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
新
聞

記
者
に
協
力
を
求
め
た
が
「
私
が
あ
あ
い

う
と
こ
ろ
に
行
っ
た
こ
と
を
だ
れ
か
に
見

ら
れ
た
ら
ま
ず
い
。
誤
解
さ
れ
る
と
困
る

か
ら
」

と
尻
込
み
す
る
の
だ
っ
た
。
彼
は
、

ダ
ツ
カ
と
周
辺
の
売
春
地
帯
の
、
』
と
を
記

事
に
ま
と
め
た
こ
と
も
あ
り
、

あ
ら
ま
し

を
話
し
て
く
れ
た
。

男
性
の
階
級
や
経
済
力
に
応
じ
て
、
場

所
は
分
れ
て
い
て
、
金
持
が
出
入
り
す
る

フ
ァ
ー
ス
ト

・
ク
ラ
ス
は
ダ
ッ
カ
市
内
の

ガ
ン
ガ
ジ
ヨ
リ
地
区。

コ
ー

ル
ガ
ー
ル
タ

イ
プ
の
美
人
も
い
て
、
五
千
タ
カ
(
五
万

円
)
と
い
う
と
び
切
り
の
値
段
を
と
ら
れ

る
・
」
と
も
あ
る
と
い
う
。
中
級
が

ク
マ
ル

ト
ウ
リ
地
区
。
そ
の
次
が
、
ダ
ッ

カ
か
ら
二

0
キ
ロ

ぐ
ら
い
離
れ
た
ナ
ラ
ヤ

ン
ガ
ン
ジ

ー
の
タ
ン
パ
ジ
ャ

l
ル
地
区
。
口
市
下
級
が

ダ
ッ
カ
市
内
の
ヤ
ド
ウ
ピ
ト
ウ
地
区
て
、

こ、」
は
最
貧
困
層
の
男
性
相
手
で
、
数
タ

カ
(
数
十
円
)
で
女
性
が
買
え
る
と
い
う
。

結
局
、
ナ
ラ
ヤ
ン
ガ
ン
ジ
ー
出
身
の
カ

メ
ラ
マ
ン
が
同
行
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な

ツ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
毎
日
:
:
:
。
痛

ま
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
、
「
体
を
大
切
に
ね
」

と
だ
け
い
っ
て
、
人
垣
の
外

へ
出
た
。

警
察
と

一
体
に
な
っ
て
い
る
娼
館

こ
こ
に
は
約
三
千
人
の
売
春
婦
が
働
い

て
い
て
、
そ
の
半
分
は
十
六
歳
以
下
の
少

女
だ
と
い
う
。
中
に
は
九
歳
の
女
の
子
も

い
た
。
こ
ん
な
に
も
幼
い
売
春
刈
の
多
い

こ
と
は
第
二
の
衝
撃
で
あ
っ
た
。

ふ
と
見
る
と
、
普
察
の
制
服
の
体
格
の

よ
い
警
官
が
二
人
入

っ
て
き
た
。

一
瞬
、ギ

ヨ
ツ
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
背
の
高
い
方

の
融
合
目
が
私
た
ち
を
手
利
き
し
、
先
に
立

っ
て
建
物
の
中
へ

入
っ
て
い
く
。
二
階
の

一
室
を

い
き
な
り
聞
け
た
。
乱
れ
た
、ダ
ブ

ル
ベ
ッ
ド
の
上
に
ハ
1

モ
ニ
・
ワ
ム
と
い
う

手
廻
し
オ
ル
ガ
ン
が
あ
り
、

州
礼
、
ピ
ン
が

こ
ろ
が

っ
て

い
る
。
瞳
の
大
き
な
グ
ラ
マ

ー
な
女
性
が
丸
裸
の
赤
ん
坊
を
抱

い
て
出

て
き
た
。
耽
宵
官
と
は
顔
見
知
り
ら
し
く
、

突
然
の
米
訪
に
驚
い
た
風
も
な
く
軽
口
な

ど
た
た
い
て
い
る
。
今、

W
作
が
川
っ
た
ば

か
り
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
み
ん
坊
を
か
か

え
て
附
先
を
し
て
い
ν

る
の
だ
。
こ
の
部
屋

は
彼
女
の
住
ま
い
兼
仕
事
場
だ
と
い
う
。

符
宵
は

い
か
に
も
裂
し
げ
に
先
導
を
就

け
、
次
々
と
部
屋
の
ド
ア
を
聞
け
る
。
不

意
打
ち
に
篤
い
た
存
の
凶
力
が
は
ね
起
き
て
、

ル
ン
ギ
を
あ
わ
て
て

つ
け
る
な
ど
の
場
而

も
あ
っ
た
。
あ
る
部
同
で
は
、
ベ

ッ
ド
の

わ
き
に
じ
ハ
、
じ
歳
の
引
の
f
が
ほ
ん
や
り

っ
た
。
背
の
高
レ
精
か
ん
な
感
じ
の
三
十

代
の
男
性
で
、

心
強

い
ガ
イ
ド
だ
。
こ
の

カ
メ
ラ
マ
ン
と
、
ヘ
ル
プ
・パ
ン
グ
ラ
デ

シ
子
コ
ミ
テ
ィ
の
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生
と
三
人
で
出
か
け
た
。
昨
年
(
位
年
)

九
月
下
旬
の
、」と
で
あ
る
。

一
時
間
足
ら
ず
の
ド
ラ
イ
ブ
で
ナ
ラ
ヤ

ン
ガ
ン
ジ

ー
に
着
レ
た
。
英
国
の
植
民
地

に
な
る
ま
で
、
モ
ス
リ
ン
産
地
と
し
て
栄

え
た
古
い
港
町
で
、
現
疫
の
人
口
は
四
十

万
。
さ
び
れ
た
と
は
い
・
λ

、
底
が
並
び
、

食
べ
物
屋
が
に
い
さ
わ
っ
て
人
聞
が
と
に
か

く
多
い
。
ま
ず
警
察
へ
寄
っ
た
。
「
面
倒
が

あ
る
と
い

け
な
い
か
ら

一
応
届
け
て
お
い

た
方
が
い
い
。
ア
ジ
ア
女
性
福
祉
協
会
の

メ
ン
バ

ー
と
で
も
名
乗

っ
て
下
さ

い
一
と

カ
メ
ラ
マ
ン
は
い

っ
た
。
彼
が
こ

の
川
の

人
な
の
で
私
た
ち
の
素
性
を
怪
し
ま
れ
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。

害
を
呼
び
こ
む
子
ど
も
た
ち

人
の
波
を
か
き
分
け
な
が
ら
車
は
タ
ン

バ
ジ
ャ
ー
ル

の
遊
廓
近
く
ま
で
行
っ
た
。

道
が
急
に
狭
く
な

っ
て
車
を
降
り
る
と
、

た
ち
ま
ち
人
垣
に
固
ま
れ
る
。
自
の
前
に

門
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
、
目

っ
き
の
鋭

い
男
が
私
た
ち
を
け
わ
し
い
表
情
で
見
つ

め
る
。
カ
メ
ラ
マ
ン
が
早
口
の
ベ
ン
ガ
ル

語
て
そ
の
男
と
か
け
合
っ
て
い
る
。
ど
う

話
を
つ
け
た
の
か
、

門
を
聞
い
て
く
れ
た
。

道
幅

一
m
余
り
の
細
い
路
地
が

一
本
通

っ
て
い
て
、
そ
の
両
側
に
大
小
さ
ま
、
ざ
ま

し
て
い
た
。
心
の
中
て
「
許
し
て
」
と
叫

ひ
な
が
ら
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、

二
十
代

後
半
ぐ
ら
い
の
女
性
が
花
柄
の
サ
リ
ー
を

整
え
な
が
ら
、
坊
や
の
肩
に
手
を
か
け
て

喜
ん
で
ポ
ー
ズ
を
と

っ
て
く
れ
た
。
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
を
の
ぞ
い
た
と
き
、
そ
の
母
親

娼
州
の
あ
ま
り
に
も
暗
い
表
情
に
胸
を
つ

か
れ
た
。
な
ん
と
い
う
淋
し
げ
な
目
。
彼

女
は

一
言
も
発
し
な
か

っ
た
。
私
も
何

一

つ
聞
く
勇
気
が
な
く
「
サ
ン
キ
ュ
l
」
と

だ
け
い
っ
て
部
屋
を
と
び
出
し
た
。
あ
の

淋
し
い
目
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

子
連
れ
売
春
婦
が
珍
し
く
な
い
・
」
と
は

第
三
の
衝
撃
だ
っ
た
。
わ
が
チ
の
目
の
前

て
客
を
と
る
な
ど
と
い
う
筏
酷
な
、
』と
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
「
父
親
を
知
ら
な
い
子
が

多
い
」
と
瞥
宮
が
い
っ
た
。
路
地
に
あ
ふ

れ
で
客
を
引
く
子
ら
も
そ
う
い
う
出
生
が

多
い
の
だ
。

三
階
に
上
る
と
、
端
の
方
に
ト
イ
レ
の

よ
う
な
ド
ア
が
五
、
六
枚
並
ん
で
い
た
。

乱
れ
髪
の
派
手
な
サ
リ
l
の
女
性
が
ド
ア

の

一
っ
か
b
顔
を
出
し
た
。
ド
ア
の
中
で

引
の
相
手
を
し
て
い
て
、
私
た
ち
の
足
立回

を
聞
き
何
ご
と
か
と
思

っ
た
ら
し
い
。
自

分
の
部
山
崎
で
客
を
と
る
代
り
に
、

こ
ん
な

ト
イ
レ
ぐ
ら
い
の
小
部
屈
を
使

っ
て
い
る

の
だ

っ
た
。
何

t
レ
う
わ
び
し
い
性
の
取

引
き
の
場
だ
ろ
う
。

向
い
側
の
似
た
よ
う
な
娼
館
に
立
ち
寄

っ
て
み
た
。
薄
暗
い
u

廊
下
の
両
側
に
並
ん

で
い
る
部
屋
は
、
中
が
さ
ら
に
カ
ー
テ
ン

よや松井シンガポールより

貧
困
と
売
春

ア
ジ
ア
の
ど
こ
の
国
そ
訪
れ
て
も
、
必

ず
売
春
地
帯
を
訪
ね
る

こ
と
に
し
て
き
た
。

売
春
こ
そ
、
そ
の
国
の
女
た
ち
の
状
況
、

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
国
の
社
会
の
あ

り
方
や
価
値
観
念
最
も
鋭
い
形
て
知
る
手

が
か
り
に
な
る
か
ら
だ
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
で
は
、
ナ
ラ
ヤ
ン
ガ
ン
ジ

ー
が
、
日
本

で
い
え
ば
吉
原
に
当
る
伝
統
的
な
遊
山
仰
と

聞
レ
た
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
は
最
も
古
い

売
春
地
帯

t
い
う
の
だ
。

女

一
人
て
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
出
入
り

す
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
の
で
、

エ
ス
コ

売春街は市田L、路地の両側に大小の娼家が軒を並べる

と
り
ど
り
の
サ
リ
ー
を
着
た
厚
化
粧
の
女

性
が
た
む
ろ
し
て
い

る
。
人
相
か
ら
い
か

に
も
ポ
ン
引
き
風
の
男
性
ゃ
ま
だ
昼
下
り

と
い
う
の
に
遊
び
に
来
た
男
性
も
ウ
ロ
ウ

ロ
し
て
い
る
。
見
上
げ
る
と
、
科
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
か
ら
女
性
た
ち
が
身
を
乗
り
出
し

て
、
私
た
ち

一
行
を
見
つ
め
て
い
た
。

売
ら
れ
て
来
定
少
女

中
庭
に
た
た
ず
ん
で
い
た
娼
婦
た
ち
の

中
に
、
水
色
の
薄
い
サ
リ
ー
の
あ
ど
け
な

い
美
少
女
が
い
た
。
ほ
っ
そ
り
し
て
胸
も

平
ら
な
こ
の
少
女
は
、
お
'
円
粉
ぞ
塗
り
た

く
り
、
真
赤
な
れ
紅
を

つ
け
て
、
動
く
と

銀
色
の
耳
飾
り
と
腕
輪
が
軽
い
音
を
立
て

，，， 

「
こ
の
子
、
シ
ャ

l
ヒ
ン
て
い
う
の
。
か

わ
い
い
で
し
ょ
う
。
ま
だ
、

こ
こ

へ
米
て

四
、
五
ヵ
月
の
新
米
な
の

L
t年
か
さ
の

女
性
が
少
女
ぞ
見
せ
び
ら
か
す
よ
う
に
紹

介
し
た
。
い
か
に
も
白
川
ほ
の
商
品
、
売
り

物
と
で
も
い
う
よ
う
に
。

少
女
は
か
制
い
戸
で
答
・λ
た
。
「
十
問
歳

で
す
。

マ
イ
メ
ン

シ
ン

か
ら
米
た
の
。
父

母
は
い
な
い
。
家
に
は
日
ん
と
川
怖
が
残

っ
て

い
る
け
ど
。
お
客
さ
ん
?
-
H
五
、
六
人

か
し
ら
。
毎
日
二
十
タ
カ
(
約
二
百
川
)
ぐ

ら
い
か
せ
ぎ
ま
す
」
し
か
し
、
「
こ
の
仕
事

ど
う
思
う
?
」
と
い
う
私
の
質
問
に
は
符

え
ず
、
た
だ
は
は
笑
ん
で
い
た
。
そ
ん
な

質
問
を
し
た
こ
と
を
恥
じ
た
。
こ
ん
な
幼

い
、
制
い
体
で
毎
日
丘
、
六
人
の
引
に
セ
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で
仕
切

b
れ
て
焔
声
、
が
聞
こ
え
て
く
る
部

屋
も
あ
っ
た
。
突
き
当
り
の
部
尾
て
年
か

さ
の
女
性
が
ぼ
ん
や
り
客
を
待

っ
て

い
た
。

警
官
と
は
馴
染
み
ら
し
く
、
な
れ
な
れ
し

く
口
を
き
い
て

い
る
。
今
年

二
十
歳
の
こ

の
女
性
は
、
コ
ミ
ラ
か

b
来
て
、
も
う
八

年
。
ベ
テ
ラ
ン
娼
州
で
あ
る
。
「
親
が
死
ん

で
小
さ

い

t
き
に
よ
そ
の
家
に
売
ら
れ
て

こ
の
世
界
に
人
っ
た
の
。
そ
り
ゃ

こ
ん
な

街
売
や
め
た
い
け
ど
、
お
金
が
な
け
れ
ば

脱
け
ら
れ
な
い
わ
」
と
投
け
や
り
な
口
調

だ

っ
た
。
彼
女
も
ハ

l
モ
ニ
ウ
ム
が
得
意

で
、
甘
い
、
メ
ロ
デ
ィ
を
弾
い
て
く
れ
た
。

路
地
を
さ
ら
に
進
む
と
必
央
が
山
則
合

っ

く
。
汚
物
の
つ

い
た
紙
ク
ズ

や
ゴ
ミ
、
食

物
の
腐

っ
た
も
の
な
ど
が
散
乱
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
、
間
口

一
m
か
そ
こ
ら

の
食
物
屋
や
雑
貨
屋
が
あ
る
以
外
は
、
両

側
に
娼
家
が
ど

こ
ま
で
も
続
く
。
右
手
に
、

小
道
が
あ

っ
て
そ
の
両
側
に
ニ

ツ
バ

附
子

の
粗
末
な
小
屋
が
並
び
、
入
口
に

二
、
三

人
ず
つ
娼
制
が
た
た
ず
ん
で
い
る
。
何
と

い
う
生
気
の
な

い
疲
れ
た
表
情
だ
ろ
う
。

私
た
ち

一
行
に
気
づ
い
て
中
年
の
や
り
手

婆
風
の
女
性
が
と
び
出
し
て
き
で
子
相
き

す
る
。
あ
ま
り
の
み
す
ぼ
ら
し
き
に
い
た
た

ま
れ
な
く
な

っ
て
、
路
地
に
山
る
と
、
左

手
の
二
附
娃
の
木
造
の
娼
家
で
、
四
、
五

人
の
女
性
た
ち
が
二
階
か
ら
「
寄

っ
て
ら

っ

し
ゃ
い
」
と
私
た
ち
に
声
を
か
け
て
く
る
。

い
く
と
こ
ろ
が
な
い
お
ば
あ
さ
ん

そ
の
向
こ
う
隣
り
の
バ
ラ
ッ
ク
の
平
家

に
日
を
や
る
と
、
若
い
女
性
が
検
ず
わ
り

に
な
っ
て
ウ
チ
ワ
て
あ
お
い
て
い
る
。

中

を
の
ぞ
く
と
、

」
半
身
裸
の
お
ば
あ
さ
ん

が
土
問
に
械
に
な

っ
て
い
た
。
灰
色
の
髪

し
な
だ
れ
た
乳
房
、

し
わ
だ
ら
け
の
制
い

腕

:
:
目
ぞ

つ
ぶ
っ
て
ぐ
っ
た
り
し
て
い

る
。
若

い、，
K
性
は
私
た
ち
に
気
づ

い
て
あ

わ
て
て
サ
リ
ー
を
上
半
身
に
か
け
て
や

っ

サ
J

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

少
女
の
こ
ろ、

こ
こ
へ

売
ら
れ
て
き
て
、

一
生
け
ん
め
い

か
せ
ぎ
、

の
ち
に
、
こ

の
家
の
お

か
み
に

震
わ
れ
た
。
も
う
何
十
年
も
こ
の
土
地
に

い
る
」
と
若
い
女
性
が
い

っ
た
。

「
ご
家
族

は

?
」

t
老
婆
に
聞
い
て
み
た
。
彼
女
は

首
ぞ
振
り
、
「
こ
こ
が
私
の
家
で
す
」
と

つ

ぶ
や
く
よ
う
に
レ

っ
た
。
若
い
u

女
性
は
彼

火
を
い
た
わ
る
よ
う
に
、
ウ
チ
ワ
て
風
を

ベ
ラ
ウ
非
核
憲
法
と
反
米
基
地
闘
争

ベ
ラ
ウ
の
人
々
が
原
発
を
合
む
あ
ら
ゆ

る
核
を
拒
否
す
る
非
核
憲
法
を
制
定
し
た

こ
と
は

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
。

ス

ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
米
固
と
続
い

た
長
い
植
民
地
支
配
の
歴
史
、
日
米
の
戦

場
と
さ
れ

こ
う
む
っ
た
被
害
、
同
じ
ミ
ク

ロ
、
不
シ
ア
の
マ

ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
の
米
核

実
験
、
そ
し
て
米
国
に
よ
る
ベ
ラ
ウ
軍
事

基
地
化
計
画
が
明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、

ベ
ラ
ウ
慾
法
は
、
外
国
の
侵
略
か
ら
身
を

守
り
、
自
分
た
ち
の

こ
と
は
自
分
た
ち
が

決
め
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
り
た
い
と
い
う

民
衆
の
願
い
が
結
実
し
て
生
ま
れ
た
と
い

え
る
。
し
か
も
非
核
条
項
に
し
て
も
「
核

の
持
ち
込
み
等
を
禁
じ
る
民
と
単
に
う
た

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

「
住
民
投
票
て

四
分
の
三
の
承
認
が
待
ら
れ
た
場
A
H
を
除

く
」
と
例
外
規
定
を
も
う
け
、
い
ざ
そ
う

し
た
問
題
が
起
き
た
と
き
に
、
政
府
で
は

な
く
民
衆
が
住
民
投
票
に
よ

っ
て
最
終
決

定
を
下
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

こ
れ

を
実
効
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
核
に
限

ら
ず
ベ
ラ
ウ
憲
法
で
は
、
重
要
な
政
治
決

定
に
住
民
が
住
民
投
票
を
通
じ
て
爪
接
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
も
重
要

な
柱
だ
。

こ
の
忍
法
を
制
定
す
る
こ
と
自
体
が

ベ

ラ
ウ
民
衆
に
と
っ
て
は
た
た
か
い
で
、
米

国
の
強
い
反
対
に
あ
っ
た
た
め
に
三
度
の

住
民
投
票
を
へ
て
批
准
さ
れ
、
八
一
年

一

月
に
発
布
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
米
同
は

ベ
ラ
ウ
の
軍
事
基
地
化
を
あ
き
ら
め
た
わ

け
で
は
な
い
¥
米
国
の
計
画
と
は
、
ベ
ラ

ウ
全
土
の
三

O
%
近
く
に
あ
た
る
広
大
な

土
地
を
演
習
場
に
す
る

こ
と
や
、
ト
ラ
イ
デ

ン
卜
原
潜
の
前
進
基
地
と
も
く
さ
れ
る
マ

ラ
カ
ル
港
の
基
地
化
、

二
つ
の
飛
行
場
の

基
地
化
な
ど
だ
が
、
こ
れ
ら
守
法
的
に
裏

付
け
る
も
の
と
し
て
米
国
が
要
求
し
て
い

る
の
が
自
由
連
合
協
定
の
締
結
で
あ
る
。

自
由
連
合
協
定
と
は
、

日
本
で
い

λ
、
は
米

国
の
権
限
を
拡
大
し
た
「
安
保
条
約
」
と

い
っ
た
も
の
だ
が
、
白
山
述
A
n
で
は
ベ
ラ

ウ
の
政
治
的
独
立
さ
・
λ
奪
い
、
こ
う
し
た

基
地
化
と
と
も
に
米
国
が
軍
事

・
安
全
保

障
上
の
権
限
を
完
全
に
握
る
も
の
と
な

っ

て
い
る
。

こ
の
向
山
辿
合
協
定
は
、
昨
年
八
月
に

政
府
レ
ベ
ル
で
調
印
さ
れ
、
さ
る
て
川
十

日
に
住
民
投
票
に
付
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ

と
が
単
純
で
な
い
の
は
向
山
辿
A
n
協
定
が

mな
る
基
地
協
定
、
で
は
な
く
、
五
十
年
川

に
わ
た
る
米
国
の
財
政
援
助

t
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
点
だ
。
戦
後
-a
八
年
川
に
わ

た
る
米
凶
の
信
託
統
治
下
、
て
米
同
の
財
政

援
助
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
く
み
が

送
り
続
け
た
。
死
を
待
つ
老
先
輩
に
対
す

る
若

い
娼
婦
の
や
さ
し
い
心

づ
か
い
に

何
か
救
わ
れ
る
よ
う
な
思

い
が
し
た
。

戦
前
の
日
本
で
も

こ
の
苦
界
て
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
過
ご

し
、
こ
う
し
て
い
批
二

文

て
死
の
床
に
つ
い

て
い
る
。

f
ζ

い切
っ
て
も
小
屋
の
よ
う
な
娼

家
の
た
た
き
だ
が
。

こ
の
よ
う
な
幸
薄

い

女
の

一
生
は
ま
さ
に
、

戦
前
の
日
本
、て
貧

し
い
農
村
の
娘
た
ち
が
都
会
の
遊
廓
に
売

ら
れ
て
不
透
な
生
涯
を
閉
じ
た
の
と
同
じ

こ
と
で
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
て
は
そ
う
い

う
悲
劇
が
今
な
お
現
に
起
こ
り

つ
つ
あ
る

の
だ
。
一
生
脱
け
ら
れ
な
い
と

い
う
点
で

戦
前
の
日
本
の
遊
廓
に
あ
ま
り
に
も
酷
似

し
て
い
V

る
こ

t
が
第
四
の
衝
撃
.で
あ

っ
た
。

男
も
女
も
苦
界
地
獄

こ
の
遊
廓
に
遊
び
に
来
る
客
は
毎
日
平

均
五
千
人
と
い
う
。
ダ
ッ
カ
の
男
性
が
多

レ
が
、
士
口
く
か
ら
知
ら
れ
た
売
春
地
帯
だ

け
に
、
客
は
全
国
か
ら
や
っ
て
く
る
。

「こ

こ
に
は
、
色
ん
な
階
層
の
人
が
来
る
が
、

大
体
は
貧
乏
人
だ
ね
。
女
が
安
い

か
ら
」

と
警
官
が
い

っ
た
。
リ
キ

シ
ヤ
引

き

(
自

転
車
の
後
部
に
カ
ラ
フ

ル
な
幌

っ
き
の
二

人
刑
座
席
の
つ

い
た
リ
キ

シ
ヤ
は
、
ダ
ァ
カ

て
最
も
普
及
し
て
い
る
交
通
機
関
)
、
日
雇

い
、
(
農
民
の
半
分
以
上
は
土
地
な
し
貧
民

な
の
で
ダ
ッ
カ
に
働
き
に
く
る
)
、
物
売
り

(
バ
ナ
ナ
数
房
、
タ
バ
コ
の
パ
ラ
売
り
な

つ
く
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
た
め
ベ
ラ
ウ
政

府
は
自
由
連
合
を
支
持
・
推
進
す
る
立
場

合
と
り
、
今
阿
の
住
民
投
票
で
批
准
・
承

認
さ
せ
る
た
め
に
非
常
に

一
方
的
な
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
を
は
っ
た
。
ベ
ラ
ウ
住
氏
の
反

対
迩
動
は
続
き
、
投
票
前

に
は
伝
統
的
な

住
民
代
表
と
い
え
る
角
長
た
ち
が
反
対
に

立
ち
あ
が
る
の
だ
が
、
政
府
は
五
O
万
ド

ル
近
く
を
投
入
し
て
「
自
由
連
合
に
よ

っ

て
米
尉
の
財
政
援
助
が
え
ら
れ
る
」
と
い

っ
た
圧
倒
的
な
支
持
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
は

っ
た
。

住
民
投
票
の
結
果
は
、
自
由
連
合
協
定

全
般

に
つ
い
て
は
承
認
に
必
要
な
過
半
数

を
超
え
、
そ
の
中
味
の
核
に
関
し
て
は
承

認
に
必
要
な
じ
五
%
を
と
れ
な
か
っ
た
。

投
薬
則
紙
に
は
核
に
関
し
て
じ
五
%
以
上

の
糸
認
が
得

b
れ
な
い
限
り
白
山
述
A
口
は

発
効
し
な
レ
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ

に
よ
っ
て
自
由
連
合
は
明
ら
か
に
破
棄
さ

ど
の
行
商
)
:
:
貧
し
く
て
結
婚
も
で
き

な
い
底
辺
の
男
た
ち
が

十
タ
カ
(
百
円
)
で

も
金
を
握
り
し
め
て
女
を
買
い
に
米
る
の

だ

「
こ
こ
で
は
敵
が
見
え
な
い
」
ま
だ
二

一
歳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
年
が
ポ
ツ
リ
と

い
っ
た
。

「
日
本
人
観
光
客
が
押
し
か
け

る
マ

ニ
ラ
や
バ
ン

コ
ク
と
違
っ
て
、
女
も

貧
し
い
け
ど
、
来
る
男
も
貧
し
い
。
救

い

が
な
い
地
獄
だ
」
。
青
年
は
ひ
ど
い
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
、
ダ
ッ
カ
に
も
ど
っ
て
か
ら
も

黙
り
こ
く
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
、
観
光

客
も
恐
れ
を
な
す
ほ
ど
、
不
潔
で
陰
惨
な

苦
界、

買
春
観
光
が
入
る
余
地
さ
え
な
い

古
典
的
な
売
春
の
世
界
、
ズ
パ
リ
貧
困
と

結
び
つ
い
た
性
の
搾
取
の
場
で
あ
る
。

「
こ
う
い
う
と
こ

ろ
の
娼
日
姉
た
ち
は
九

O
%
以
上
が
貧
し

い
が
ゆ
え
に
春
を
売
る

こ
と
に
な
っ
た
女
性
た
ち
で
あ
る
。
貧
困

を
生
み
出
す
体
制
を
変
え
な
い
限
り
、
ナ

ラ
ヤ
ン
ガ
ン
ジ

ー
の
遊
廓
は
な
く
な
ら
な

い
。
」
|

|
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
記
者
が
顔

を
時
く
し
た
。
現
場
へ
行

っ
て
み
て
、
そ

の
通
り
だ
と
改
め
て
思

っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
観
光
客
も
寄
り

つ
か
な

い
古
典
的
な
売
春
地
帯
は
隣
の
イ

ン
ド
の
ボ

ン
ベ

イ
や
カ
ル
カ

ァ
タ

に
も
あ

っ
て
、
も

っ
と
大
規
模
で
、
も

っ
と
悲
惨

だ
と
聞
い
た
。
「
売
春
は
人
類
最
古
の
女
の

戦
業
」
と
い

っ
た
論
に
惑
わ
さ
れ
て
、
女

た
ち
の
苦
し
み
を
直
視
せ
ず
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
こ
と
が

一
番
こ
わ
い
と
思
っ
た
。

れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ベ
ラ
ウ
政
府

も
投
票
前
に
は
そ
の
よ
う
な
見
解
を
表
明

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
投
票
後
、
米
国
は

自
由
連
合
は
示
認
さ
れ
た
の
だ
か
ら
こ
れ

が
発
効
で
き
る
よ
う
に
ベ
ラ
ウ
怒
法
を
変

え
ろ
と
要
求
し
、
ベ
ラ
ウ
政
府
は
核
に
関

す
る
粂
項
を
除
い
た
部
分
を
自
由
連
合
協

定
と
し
て
発
効
さ
せ
よ
う
と
動
き
始
め
た

の

だ

(
こ
こ
で
い
う
核
に
関
す
る
粂
項
に

は
米
軍
基
地
化
合
決
め
た
部
分
は
含
ま
れ

て
い
な
い
)
。

伝
統
的
内
長
た
ち
に
よ
る
評
議
会
、
議

会
上
院
を
は
じ
め
ベ
ラ
ウ
民
衆
は
自
由
連

合
は
完
全
に
破
棄
さ
れ
た
と
の
凡
解
を
と

っ
て
い
る
が
、
米
国
と
ベ
ラ
ウ
政
府
は
あ

く
ま
で
自
由
連
合
発
効
に
む
け
て
動
い
て

お
り
、
ま

っ
た
く
予
断
を
許
さ
な
い
と
い

う
の
が
ベ
ラ
ウ
の
現
況
で
あ
る
。

荒
川
俊
児
(
自
主
講
座
)

悲
し
み
を
裁
け
ま
す
か

|
中
絶
禁
止
へ

B
6
判

三
ニ
二

ペ
ー
ジ

定
価
九
八

O
円
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優
生
保
護
法
「
改
正
」
問
題
を
女
の
立
場
か
ら
考
、
え
る
。

学
習
会
、
討
論
会
な
ど
に
絶
好
の
参
考
書
/

中
絶
は
語
ら
れ
な
い
歴
史
で
あ

っ
た
そ
れ
だ
け
性
、
と
り
わ
け
女
の
性
は
閣

に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
為
政
者
に
管
理
さ
れ
て
き
た
。
再
び
そ
の
管
理
が
強
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
い
ま
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
が
生
き
る
う
え
で
性
と
は
何
か
を
見
つ
め
、

男
と
女
の
関
係
を
問
い
直
す
な
か
で
、
「
産
む
こ
と
・
産
ま
な
い
こ
と
」
を
、
た
し

か
に
自
分
の
も
の
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
|

|
編
者
よ
り

下
記
1

わ
た
し
に
と
っ
て
中
絶
と
は
座
談
会
l
中
絶
は
法
で
附
す
べ
き
か

山明山
明
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
資
料

-
家
政
J
州
民
年
余
な
ど

山
本
や
よ
ひ

・
九
本
行
A
H
y
r
-

山
本
山
失
・

一
条
ふ
み

・
伐
h
k

の
反
問
|
送
料
二
五

O
円
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圃
フ
ィ
リ
ピ
ン
圃幼

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ど
ん
な
季
節
で
も
子

供
芝
ち
は
働
い
て
い
る
。
マ
二
ラ
の
街
を

ぶ
ら
つ
き
、
工
ル
ミ
タ
の
盛
り
場
で
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
後
、
二
二
ド
ル
を
稼
ぐ
た

め
に
、
知
ら
な
い
男
と
薄
活
れ
だ
ベ
ッ
ド

の
上
で
す
ご
す
。
「
お
田
さ
ん
に
は
↓
ア
パ
ー

ト
で
働
い
て
い
る
と
言
っ
て
る
L

寸
だ
け
ど

あ
由
さ
ん
は
澄
い
て
ば
か
り
い
る
L

。
鹿
の

よ
う
な
目
を
し
た
一
五
オ
の
少
女
は
決
し

て
泣
か
な
い
よ
う
に
見
え
た
。
彼
女
は
何

百
と
い
う
児
童
売
春
者
の
一
人
に
す
ぎ
な

い
し
、
最
も
低
年
齢
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
。
警
察
は
最
近
、
一
一
オ

1
一
=
オ
の

子
供
を
補
導
し
乏
し
、
地
万
の
病
院
で
は

九
オ
そ
こ
そ
こ
の
少
女
疋
ち
の
性
病
を
治

療
し
て
い
る
。

彼
女
は
あ
ば
ら
屋
に
、
未
亡
人
の
白
親

と
、
一

O
人
の
弟
妹
、
い
と
こ
だ
ち
と
住

ん
で
い
る
。
彼
女
は
自
分
の
稼
ぎ
で
ひ
と

月
一
一
ド
ル
の
家
賃
を
払
っ
て
い
る
が
、

一
三
オ
に
な
る
妹
も
売
春
婦
に
仕
込
ん
だ

の
で
、
舎
で
は
一
家
の
稼
ぎ
手
ガ
二
人
に

な
っ
た
。

ル
の
ラ
マ
・
豆
号
目
的
言
〈
由
「
一
と
判
明
し
芝
。

捜
査
の
結
果
、
ラ
マ
の
夫
が
よ
り
多
額
の

持
参
金
を
求
め
疋
あ
げ
く
、
そ
れ
が
か
な

え
ら
れ
な
い
定
め
、
両
親
兄
弟
姉
妹
と
謀

っ
て
ラ
マ
を
殺
し
、
死
体
を
始
末
し
よ
う

と
し
た
こ
と
ガ
明
ら
か
に
さ
れ
定
。
夫
の

〉

S
o
r
Tハ
亡
ヨ
白
『
巳
次
の
結
婚
話
ガ
あ
っ
た

ら
し
い
と
い
う
証
言
も
あ
る
。
彼
ら
は
、

ラ
マ
ガ
高
額
装
身
具
類
を
持
ち
出
し
だ
と

い
う
琶
を
で
っ
ち
あ
げ
て
い
た
ガ
、
そ
れ

ら
は
夫
の
家
か
ら
発
見
さ
れ
だ
。

zm
タ
イ
圃

、EEtu 
宜
冗

春

者

マ
ニ
ラ
で
は
子
供
の
売
春
は
今
や
工
ル

ミ
タ
の
夜
に
す
っ
か
り
定
着
し
、
そ
れ
に

反
対
す
る
民
衆
の
圧
力
は
強
ま
っ
て
い
る
。

人
々
は
少
年
の
売
春
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
る
こ
と
を
山
配
し
て
い
る
。
「
五
年
前
、

こ
こ
に
は
ホ
モ
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
だ

の
に
、
4

フ
じ
ゃ
多
勢
い
る
し
と
ベ
テ
ラ
ン

の
売
春
婦
は
言
う
。
売
春
人
口
の
約
半
分

を
占
め
る
と
言
う
子
供
芝
ち
は
、
「
と
て
も

小
さ
く
、
と
て
も
紛
い
少
年
だ
ち
し
で
あ

る。
児
童
売
春
に
対
す
る
警
察
の
取
り
締
ま

り
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
旅
行
者
の
多

い
パ
グ
サ
ン
ジ
ャ
ン
で
は
、
ポ
ル
ノ
映
画

に
出
演
さ
せ
る
少
年
を
集
め
て
い
だ
五
人

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
国
外
追
放
し
だ
。
ま

だ
旅
行
省
は
、
保
護
者
を
同
伴
し
な
い
未

成
年
者
の
ホ
テ
ル
へ
の
出
入
を
禁
正
す
る

法
律
を
出
し
だ
。
し
か
し
、
政
府
は
観
光

客
ガ
減
る
こ
と
を
一
盛
慮
し
て
お
り
、
こ
の

法
律
の
実
施
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ

る
。
(
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
一
九
八
三
・

一
・
二
四
よ
り
/
N
-
U
)

四
月
三
目
、
大
学
教
授
や
婦
人
団
体
の

メ
ン
バ
ー
、
ラ
マ
の
親
族
疋
ち
は
、
被
告

が
出
廷
す
る
テ
イ
ス
・
ハ
ザ
リ
裁
判
所
前

で
ア
モ
を
行
っ
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か

け
に
発
足
し
た
新
し
い
団
体
、
ナ
リ
・

ω
白コ

C
E「
印
ゴ
・
サ
ミ
テ
イ
は
、
ラ
マ
の
親
族

と
協
力
し
て
、
デ
リ
ー
と
サ
ハ
ラ
ン
プ

ル
の
二
刀
所
で
運
動
を
続
け
て
い
る
。

(
マ
ヌ

l
シ
よ
り
/

K
・
K
/
T
・
S
)

タ
イ
の
出
稼
ぎ
女
性
問
題

タ
イ
女
性
の
海
外
出
稜
ぎ
売
春
を
め
ぐ
自
の
陸
路
で
五
十
ド
ル
弱
で
す
む
L

な
ど
。

っ
て
、
各
国
が
そ
の
窮
状
や
実
態
を
伝
え
一
方
、
中
東
男
性
ガ
押
し
か
け
る
H

国

て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
共
同
通
信
に
よ
れ
ば
、
際
買
春
国
H

ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
タ
イ
少
女

出
稼
ぎ
先
は
上
か
ら
順
に
①
ギ
リ
シ
ャ
②
の
大
使
館
か
け
込
み
事
件
ガ
起
き
だ
。
八

ド
イ
ツ
③
日
本
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。
=
年
十
月
一
日
佃
『
バ
ン
コ
ク
・
ポ
ス
ト
』

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
『
ス
ト
レ
イ
ト
・
タ
に
よ
れ
ば
、
「
二
十
三
人
の
タ
イ
少
女
ガ
レ

イ
ム
ズ
』
は
八
二
年
十
二
月
中
の
タ
イ
女
ス
ト
ラ
ン
の
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
と
の
条
件
で

性
の
集
団
模
挙
・
送
還
を
次
の
よ
う
に
報
戸
テ
ネ
に
行
つ
だ
ガ
、
実
際
は
売
春
を
強

じ
て
い
る
。
「
五
百
人
の
タ
イ
・
コ
ー
ル
ガ
要
さ
れ
、
断
つ
だ
者
は
売
春
開
旋
人
に
暴

l
ル
を
ク
リ
ォ
1

ド
・
ピ
戸
港
の
売
春
拠
行
さ
れ
だ
」
。
ギ
リ
シ
ャ
政
府
は
寸
現
在
、

点
で
横
挙
」
(
十
二
月
九
日
〉
、
「
百
五
十
四
国
内
で
三
平
人
の
タ
イ
女
性
ガ
働
い
て
い

人
を
タ
イ
ヘ
送
還
」
(
十
二
月
十
一
日
)
、
る
。
い
く
ら
入
国
後
の
労
働
条
件
の
悪
さ

「
戸
ン
ソ
ン
・
口

l
ド
地
区
の
ナ
イ
ト
・
ク
や
危
険
性
を
説
い
て
も
、
呂
田
入
国
申
請

ラ
フ
で
二
十
一
人
を
検
挙
L
(
十
二
月
十
九
ガ
引
き
も
切
ら
な
い
。
読
み
書
き
す
ら
で

日
〉
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
出
稼
ぎ
ガ
多
い
き
な
い
少
女
も
お
り
、
大
半
の
女
性
ガ
英

理
由
は
「
戸
セ
戸
ン
諸
国
内
は
二
週
間
ノ
語
で
書
か
れ
定
申
請
書
の
内
容
を
理
解
で

ー
ピ
ザ
、
旅
費
も
ク
戸
ラ
ル
ン
ブ
ー
ル
経
き
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

(
U
-
T
〉

フ
ィ
リ
ピ
ン
圃

軍
情
報
部
に
よ
る
強
意
事
件

~ 先
頃
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
滞
在
中
の
一
会
員

ガ
、
三
月
二
十
四
日
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ

パ
オ
で
起
き
た
強
姦
事
件
を
伝
え
る
資
料

を
送
っ
て
き
た
。
同
日
の
深
夜
、
軍
情
報

部
に
逮
捕
さ
れ
疋
四
人
ガ
目
隠
し
を
さ
れ

手
錠
を
は
め
ら
れ
て
連
れ
て
行
か
れ
だ
場

所
で
、
尋
問
の
途
中
、
強
姦
さ
れ
疋
の
で

あ
る
。そ
の
ひ
と
り
ヒ
ル
ダ
・
ナ
ル
シ
ソ
に
よ

れ
ば
、
み
な
別
々
に
連
行
さ
れ
、
一

O
人

の
男
だ
ち
に
交
替
で
尋
問
さ
れ
、
知
っ
て

い
る
こ
と
を
は
け
、
党
員
の
名
を
あ
げ
ろ

と
脅
さ
れ
だ
が
、
そ
の
聞
も
彼
ら
は
た
え

ず
身
体
を
な
で
ま
わ
し
定
。
ヒ
ル
ダ
は
遠

く
の
万
で
仲
間
の
叫
び
声
を
耳
に
し
疋
と

圃
イ
ン
ド
圃

い
う
。
女
性
ガ
政
治
囚
と
な
っ
た
場
、
必

ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
性
的
嬉
問
、
性
的

侮
辱
ガ
加
え
ら
れ
る
。
強
姦
は
す
べ
て
の

女
性
の
人
権
を
犯
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
私
だ
ち
は
世
界
中
に
浸
透
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
事
件
に
対
し
、
ダ
パ
オ
市
の
政
治

犯
救
援
運
動
巳
関
わ
る
女
性
芝
ち
が
即
座

に
抗
議
文
を
発
表
し
、
逮
捕
の
責
任
者
で

あ
る
刃
N

刃
0
0
0
3
凶
部
隊
の
将
校
、
要
員

に
対
す
る
公
開
裁
判
を
要
求
し
だ
。

「
戸
一
ン
戸
の
女
た
ち
の
会
」
で
も
「
女
性
の

基
本
的
人
権
の
侵
害
、
弾
圧
を
や
め
て
ほ
し

い
と
い
う
戸
ビ
ー
ル
を
、
マ
ル
コ
ス
大
統
領

と
国
防
大
臣
あ
て
に
送
つ
定
。

(
E
-
K
)

夫
に
よ
る
持
参
金
殺
人

一
九
八
二
年
三
月
十
八
目
的
の
新
聞
に
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
駅
で
、
麻
袋
の
中
か
ら
若

い
女
の
死
体
が
発
見
さ
れ
疋
と
い
う
記
事

ガ
載
っ
た
。
記
事
に
よ
る
と
、
死
体
は
ひ

ど
く
腐
乱
し
て
お
り
、
首
に
一
本
の
ロ
ー

プ
ガ
巻
き
つ
い
て
い
だ
こ
と
か
ら
、
絞
殺

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
定
。

一
O
日
後
、
女
の
身
元
は
サ
ハ
ラ
ン
プ
|

画
ア
メ
リ
カ
:
ア
ジ
ア
圃

デ
ポ
解
禁
を
許
す
な
/

六
月
初
め
、
ア
メ
リ
カ
で
強
力
避
妊
薬

ア
ポ
・
プ
ロ
ペ
ラ
の
寸
安
全
宣
言
」
が
な

さ
れ
、
解
禁
も
近
い
の
で
は
な
い
か
と
の

報
道
ガ
あ
っ
定
。
一
回
の
注
射
で
、
三

i

六
力
月
も
排
卵
を
比
め
る
こ
の
デ
ポ
・
プ

ロ
ペ
ラ
に
つ
い
て
は
、
八
一
年
に
本
誌
一

一
号
で
と
り
あ
げ
た
が
、
現
在
も
こ
の
薬

の
売
り
方
、
使
わ
れ
方
は
当
時
と
変
わ
っ

て
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
食
口
四
医
薬
口
凹
局
(
F
D
A
)

は
、
発
ガ
ン
性
の
立
証
に
よ
り
、
デ
ポ
を

使
用
禁
立
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
、

ガ
ン
と
関
連
な
い
と
発
表
し
だ
の
は
、
一
ン

ヨ
ジ
戸
州
戸
ト
ラ
ン
タ
の
ク
ラ
ア
イ
記

念
病
院
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
三
年
間
に
五

O
O
O人
以
上
の

女
性
(
黒
人
女
性
)
に
対
し
て
臨
床
試
験

を
し
た
結
果
ガ
、
こ
の
1

安
全
宣
言
」
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

F
D
A
ガ
禁
止
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
師
は
デ
ポ
を
勧

め
、
戸
メ
リ
力
圏
内
に
は
か
な
り
普
及
し

て
い
る
の
ガ
現
状
で
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
に
本
部
を
お
く
婦
人
保
健

連
合

(
N
W
H
N
〉
は
、
デ
ポ
の
劃
作
用

に
悩
ん
で
い
る
六

O
O人
以
上
の
署
名
を

集
め
、
製
造
元
の
戸
川
ノ
ブ
ジ
ョ
ン
社
に
対

し
、
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。
デ
ポ
の
劃
作
用
巴
は
、
吐
き
気
、
顕

痛
、
固
ま
い
、
疲
労
、
手
足
の
痛
み
、
胸

や
け
、
生
理
不
順
、
病
的
な
肥
満
、
吉
岡
田

圧
、
抜
け
毛
な
ど
が
あ
り
、
ぎ
た
病
気
に

対
す
る
抵
抗
力
ガ
弱
ま
り
、
脳
・
肺
の
塞

栓
症
が
起
き
や
す
く
、
乳
ガ
ン
・
子
宮
ガ

ン
に
か
か
り
ゃ
す
く
な
る
と
い
う
。
ピ
ル

の
よ
う
に
包
日
飲
む
と
か
、
他
の
避
妊
方

法
よ
り
便
利
と
い
う
だ
け
で
、
使
用
者
自

身
は
も
ち
ろ
ん
、
子
供
に
も
影
響
し
な
い

と
は
断
言
で
き
な
い
危
険
な
薬
の
製
造
・

販
売
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

デ
ポ
を
第
三
世
界
ヘ
強
力
に
売
り
つ
け

る
根
回
し
を
し
て
い
る
戸
メ
リ
力
の
国
際

開
発
局

(
A
l
D
)
元
職
員
は
、
「
人
口
爆

発
は
革
命
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
o

A
l
D
は
ア
ポ
を
避
妊
の
強
力
な
武
器
C

加
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
L

と
語
っ
て

い
る
。

A
F
D
の
デ
ポ
解
禁
を
当
て
込
ん

で
、
戸
ツ
プ
ジ
ョ
ン
社
の
株
価
は
上
昇
し

て
い
る
が
、
薬
を
政
治
的
に
利
用
し
、
ま

疋
経
済
的
利
益
の
み
を
追
う
園
や
企
業
の

責
任
は
大
き
い
。

デ
ポ
と
ガ
ン
の
因
果
関
係
ガ
証
明
さ
れ

な
い
こ
と
ガ
、
即
「
安
全
」
に
は
結
び
つ

か
怠
い
こ
と
は
、
キ
ノ
ホ
ル
ム
と
ス
モ
ン

病
の
例
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
。

F
D
A

ガ
デ
ポ
解
禁
を
許
さ
な
い
こ
と
を
訴
え
る
。

(
ガ
|
デ
イ
戸
ン
邸
・
4
l

・
お
よ
り
/
T
-
S
〉



四
月
に
開
か
れ
た
国
際
消
費
者
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
す
る
た
め
来
日
し
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
タ
ベ
ラ
さ
ん
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
エ

プ

リ
ン
・
ホ
ン
さ
ん
と
交
流
会
を
持
ち
ま
し

た
。
お
二
人
と
は
、
買
春
観
光
・
人
権
問

題
等
の
運
動
を
通
じ
て
情
報
の
交
換
を
し

て
お
り
、
話
し
合
う
機
会
を
持
て
た
こ
と

は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

タ
ベ
ラ
さ
ん
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

A
K
A

P

(
民
衆
の
保
健
運
動
)
会
長
、
銀
髪
の

ド
ク
タ
ー
。

「
私
は
、
あ
り
と
あ

b
ゆ
る
グ
ル

ー
プ、

人
権
、
労
働
者
、
女
性
、
消
費
者
、
宗
教

者
、
教
育
者
、
な

E
の
グ
ル

ー
プ
に
関
わ

っ
て

い
る
の
で
す
が
全
て
は
給
み
あ
っ
た

問
題
な
の
で
す
。
各
々
の
「
症
候
」
は

一
つ

の

「病
気
」
か
ら
出
て
い
ま
す
。
例
え
ば

健
康
の
問
題
は
経
済
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
国
の
状
況
は
不
公
平
で
す
か
ら
、

へ
出
て
く
れ
ば
法
律
の
保
護
も
な
く
、
工

場
て
徹
底
的
に
搾
取
さ
れ
る
。
性
的
な
脅

し
も
あ
る
。
西
殴
近
代
化
に
よ
っ
て
女
の

状
況
は
む
し
ろ
悪
く
な
っ
た
の
で
す
。

八
O
年
十

一
月
朝
日
新
聞
に
も
出
た
よ

う
な
、
守
ぺ
ナ
ン
の
日
本
電
機
工
場
て
女
子

労
働
者
が
集
団
ヒ
ス
テ
リ
ー
事
件
』
は
頻

繁
に
起
こ
る
し
、

一
つ
の
異
議
申
し
立
て

と
も
一言
え
ま
す
。
農
村
か
ら
都
会
へ

出
て

強
い
疎
外
・
抑
圧
感
を
受
け
、
き
つ
い
u

労

働
条
件
。
ス
ト
ラ
イ
キ
は
禁
止
さ
れ
て
レ

ま
す
が
、
こ
の
事
件
は

一
一
艇
の
労
働
運
動

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

C
A
P
で
は
医
者
、
科
学
者
、
経
済
、

法
律
な
ど
専
門
知
識
の
あ
る
人
と

一
緒
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
ピ
ル
、
デ
ポ
プ
ロ
ベ

ラ
の
こ
と
。
キ
ノ
ホ
ル
ム
が
ま
だ
庖
頭
て

売
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
マ
ス
コ
ミ
を
通

じ
て
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
例
え
ば

ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
組
織
す
る
な
ど
は
、

的
確
な
表
現
守
す
る
技
術
も
い
る
し
、
そ

こ
ま
で
至
り
ま
せ
ん
。
民
族
に
よ
る
性
差

別
の
遠
い
も
あ
り
ま
す
が
教
師
な
ど
女
性

の
職
場
進
出
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

一
緒
に
や
れ
る
こ
と
、
例
え
ば
多
国
籍

企
業
が
何
を
し
て
い
る
か
な
ど
、

一
一回レ

ベ
ル
で
な
く
、
ア
ジ
ア
の
女
と
し
て
力
を

A
n
わ
せ
て
い
け
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
」
(
ま
と
め
・
小
山
千
鶴
子
)

多
数
の
貧
し

い
人
が
栄
養
失
調
や
病
気
に

苦
し
ん
で
い
る

の
に
、
政
府
は
軍
事
費
。
て

予
算
の
半
分
四
十
億
ペ
ソ
も
使
っ
て

い
る
。

政
府
の
敵
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
民
そ
の
も
の

で
す
。
人
民
を
殺
す
た
め
に
巨
傾
の
金
を

使
う
の
で
す
。
私
は
買
春
観
光
に
も
反
対

し
ま
し
た
が
日
本
人
へ
の
批
判
よ
ち
も
米

軍
基
地
、
そ
こ
で
の
買
春
も
大
き
な
問
題

で
す
。

レ
イ
テ
鳥
・
サ
マ

|
ル
島

t
い
う

最
貧
地
帯
の
出
身
者
が
売
春
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
秋
に
は
マ
ニ
ラ
て
反
米
軍
基
地

国
際
集
会
を
聞
く
予
定
て
、
統

一
戦
線
を

組
み
ま
す
。
児
童
に
も
麻
薬
、
性
病
の
悪
影

雲毒蓮華蓮華這這喜善言

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
知
識
、
薬
草
、
針
、

灸
な
ど
の
役
立
つ
知
識
を
共
有
す
べ
き
な

の
で
す
。
絵
本
や
布
芝
居
で
子
供
に
教
え
、

親
に
も
伝
え
て
い
、
く
と
い
う
風
に
し
て
い

ま
す
。
私
は
結
核
の
専
門
医
で
し
た
が
戒

厳
令
下
で
結
核
協
会
か
ら
追
わ
れ
ま
し
た
。

結
核
り
病
率
が
下
が
る
た
め
に
は
新
薬
と

い
う
こ
と
よ
り
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
が

効
果
的
で
す
。
医
療
の
問
題
は
社
会
・
経

済
的
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
示
し

て
い
る
の
は
水
、
て
す
。
上
水
・
下
水
設
備

を
完
全
に
す
れ
ば
子
供
の
死
亡
の
七
割
は

減
る
の
で
す
。

ア
ジ
戸
の
女
性
の
運
動
か
ら

3人目タベラさん

響
が
出
て
い
る
し
、
「
人
間
の
尊
厳
を
奪
う

も
の
」
と
し
て
基
地
の
大
き
な
ツ
ケ
が
民

衆
に
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

A
K
A
P
の
運
動
は
、
組
織
づ
く
り
、

意
識
を
変
え
、
動
か
し
て
レ
く
民
衆
の
運

動
そ
の
も
の
で
す
。
医
者
が
足
り
な
い
の

で
七
割
の
人
間
は

一
生

に

一
度
も
医
者
に

か
か
ら
な

い
。
だ
か

ら
人
々
が
自
分
て
健

康
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
、
そ

の
過
程
で
共
同
て
何
か
を
す
る
こ
と
を
学

び
、
民
主
々
義
の
健
全
な
基
盤
を
発
見
し

て
い
き
ま
す
。
栄
養
士
・
農
業
養
豚
な
ど

専
門
知
識
そ
も
っ
た
人
々
と
協
力
し
て
、

前妻IJ右より2人目エフリンさん

フ
ィ
リ
ピ
ン
て
は
今
、
か
内
戦
状
態
。
と

も
い
・
え
る
わ
り
て
人
民
は
生
死
を
か
け
て

闘

っ
て

い
る
。
何
故
闘
う
か
、
そ
れ
が
人

民
の
意
志
だ
か
ら
で
す
。
連
保
す
る
こ
と

の
意
味
は
、
私
達
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
あ

な
た
方
日
本
人
は
日
本
て
闘
い
に
立
つ
と

い
う
こ
と
、
で
し
ょ
う
。
」

エ
プ
リ
ン
さ
ん
は

C
A
P
(
ぺ
ナ
ン
消

費
者
協
会
)
婦
人
部
ス
タ
ッ
フ
。
ロ
才
。

こ
の
仕
事
を
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
と
し

て
考
え
選
ん
だ
と
い
う
。

「
C
A
P
は
民
間
非
営
利
団
体
で
す
。
マ

レ
ー
シ
ア
の
国
は
西
欧
近
代
化

・
工
業
化

@ 

謹麗麓麗華麗

を
め
ざ
し
、
首
相
は
か
ル
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
ル

を
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
こ
か

ら
出
て
く
る
ひ
ず
み
が
大
き
く
、

三

つ
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
第
一

に
食
糧
、

衛
生
、
住
居
、
健
康
と
い
う
基
本
的
人
権

を
多
く
の
人
々
が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
に
環
境
、
資
源
、
自
然
で
、
例
・
え
ば
、

六
割
の
人
が
ト
イ
レ
も
飲
み
水
も
な
い
状

態
に
お
か
れ
て
い
る
た
め
、
川
が
汚
れ
る

こ
と
は
死
活
問
題
で
す
。
森
林
も
、
輸
出

て
木
を
き
り
た
お
し
た
あ
と
は
、
洪
水
・

荒
地
化
と
い
っ
た
こ
と
が
起
き
る
。
第
三

に
所
得
不
均
等
か
ら
く
る
問
題
。
第
三一
世

界
と
先
進
国
の
関
係
て
は
、
世
界
の
富
の

八
割
を
握
る
二
割
の
人
々
に
仕
え
支
配
さ

れ
る
。
彼
ら
の
現
在
の
生
活
水
準
ぞ
維
持

す
る
た
め
に
、
我
々
は
石
ケ
ン
の
原
料
で

あ
る
パ

l
ム
油
を
輸
出
す
る
。
し
か
し
マ

レ
ー
シ
ア
国
内
で
は
石
ケ
ン
は
子
に
入
ら

な
い
。
魚
、
て
も
同
じ
で
す
。
囲
内
、
て
も
ご

く
少
数
の
エ
リ
ー
ト
と
圧
倒
的
多
数
の
貧

し
い
大
衆
と
い
う
構
図
で
、
。
植
民
地
根

性
。
が
培
わ
れ
て
き
た
上
、
西
欧
型
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
よ
い
と
錯
覚
す
る
。
母
礼

で
な
く
粉
ミ
ル
ク
、
お
や
つ
に
ス
ナ
ッ
ク

菓
子

・
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
。

T
V

カ
セ
ッ
ト
な
ど
購
売
欲
・
消
費
欲
も
煽
ら

れ
て
レ
ま
す
。
母
親
の
責
任
、
女
の
役
割

は
重
要
で
す
。
も
と
も
と
袋
村
部
で
は
女

の
決
定
権
も
あ
り
、

地
位
と
し
て
は
強
か

っ
た
の
で
す
が
農
村
経
済
が
変
化
し
て
き

て
相
対
的

に
弱
ま
っ
た
。
や
む
な
く
都
会

園幽
メ
デ
ィ
ア
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
、
性
る
」
と
い
う
。
又
女
性
に
関
す
る
新
間
報
く
。

的
搾
取
を
第
三
世
界
の
女
性
の
視
点
て
告
道
は
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
か
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
最
後
に
、
消
費
者
協
会
の
具
体
的
な
提

発
し
た

「
〉
Z
Z
。
向
者
。
ョ

g
」
と
い
う
そ
し
て
強
姦
事
件
で
あ
リ
、
特
に
後
者
は
案
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
女
性
グ
ル
ー
プ
が

小
冊
子
が
ベ
ナ
ン
消
費
者
協
会
か
ら
出
さ
興
味
本
位
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
と
リ
差
別
的
な
広
告
に
対
し
反
対
キ
ヤ
ン
ベ
|

れ
た
。
著
者
は
買
春
観
光
の
記
事
(
機
関
誌
あ
げ
ら
れ
る
た
め
、
女
性
に
無
力
感
と
恐

l
ン
を
は
る
こ
と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

8
号
)
な
ど
で
す
で
に
お
な

νみ
の
工
ブ
怖
心
を
お
こ
さ
せ
る
だ
け
だ
と
い
う
。

従
事
す
る
女
性
は
現
実
的
な
女
性
像
を
積

リ
ン
・
ホ
ン
さ
ん
で
あ
る
。「
今
日
の
人
々
女
の
お
か
れ
た
状
況
は
日
本
も
マ
レ
1

極
的
に
描
き
、
発
言
権
を
増
す
こ
と
、
政

の
考
え
、
態
度
、
価
値
観
、
生
活
様
式
を
シ
ア
も
そ
れ
程
遠
わ
な
い
な
、
と
思
わ
せ
府
は
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
自
ら
の

形
成
す
る
最
も
有
力
な
道
具
は
何
か
、
と
る
。
レ
か
じ
違
う
の
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
役
割
を
自
覚
し
、
又
、
差
別
的
な
コ
マ
1

問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
て

第
一二
世
界
に
属
し
、
そ
の
第
三
世
界
の
メ
シ
ャ
ル
を
禁
止
す
る
こ
と
、
企
業
は
差
別

あ
る
、
と
答
え
る
」。
こ
う
書
き
だ
さ
れ
る
デ
イ
ア
を
支
配
し
て
い
る
の
が
多
国
籍
企
表
現
を
自
己
規
制
す
る
こ
と
、
女
子
の
教

本
書
は
広
告
、
ポ
ル
ノ
、
買
春
観
光
、
女
業
で
あ
る
点
だ
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
日
常
育
の
問
題
な
ど
八
項
目
を
あ
げ
、
女
性
に

性
雑
誌
、
小
説
、
ユ
ー
モ
ア
、

テ
レ
ビ
、
人
々
の
目
に
す
る
映
画
、
テ
レ
ビ
の
七

一

は
勿
論
男
性
に
も
よ
び
か
け
る
。

映
画
、
新
間
報
道
の
項
目
に
そ
っ
て
具
体

%
が
西
洋
か
ら
の
輸
入
で
あ
る
と
い
う
。

全
文
七
十
七
ペ
ー
ジ
の
中
で
写
真
に
も

例
を
用
い
な
が
ら
、
い
か
に
女
性
が
無
知
、
西
洋
の
消
費
生
活
様
式
と
共
に
男
中
心
の
か
な
リ
ス
ペ
ー
ス
を
さ
き
な
が
ら
問
題
を

単
純
で
か
つ
性
的
刺
激
を
与
え
る
だ
け
の
差
別
的
女
性
観
が
流
入
し
て
く
る
。
事
実
、
八
項
目
に
も
分
け
て
論
じ
て
い
る
た
め
十

存
在
と
し
て
拙
か
れ
て
い
る
か
を
説
く
。

本
主
田
に
批
判
の
対
象
と
し
て
と
リ
あ
げ
ら
分
語
リ
つ
く
し
て
い
な
い
感
も
あ
る
が
本

広
告
、
ポ
ル
ノ
、
口
森
で
は
性
そ
の
も
れ
て
い
る
具
体
例
も

「
ブ
口
ン
デ
イ
」
そ

舎

が

目

的
と
レ
て
い
る
「
問
題
意
識
を
深

の
が
商
品
と
さ
れ
て
い
る
裂
状
、
そ
し
て
の
他
の
殴
米
コ
ミ
ッ
ク
、
ロ
マ
ン
ス
小
説
め
る
き
っ
か
け
」
に
は
な

っ
て

い
る
と
思

雑
誌
、
小
説
、
映
画
な
ど
で
は
女

性

に

お

の

「
ミ
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
ブ
|
ン
」
、

ア

メ

う

。
題
名
中
の
単
語
〉

Z
Z
は
乱
用
、

し
つ
け
ら
れ
る
役
割
分
業
の
問
題
な
ど
、
リ
力
の
タ
バ
コ
、
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
の
宣
伝
、
悪
用
、
誤
用
、
虐
待
、
酷
使
と
い
う
意
味

ポ
ル
ノ
的
女
性
像
が
街
に
氾
ら
ん
す
る
中
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
シ
ン
カ
|
の
宣
伝
、
で
人
又
は
も
の
を
否
定
的
意
味
あ
い
て
用

で
々
し
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
指
摘
も
テ
レ
ビ
番
組
の

「
ダ
ラ
ス
」
や

「
チ
ャ
り
い
る
こ
と
だ
が
、
ぴ
っ
た
り
の
日
本
語
訳

全
く
そ
う
だ
と
う
な
づ
け
る
。「
ユ
ー
モ
ア

|
ズ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
な
ど
外
同
の
も
の
が
思
い
つ
か
な
い
。
適
切
な
訳
語
を
模
索

は
理
性
的
な
論
争
が
破
綻
し
た
と
き
私
た
が
多
い
。
と
同
時
に
引
用
文
献
の
中
に
、
じ
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
読
み
合
う
と
良
い

ち
を
お
と
し
め
、
侮
，
晶
押
し
、
打
ち
ま
か
す
地
元
の
新
聞
記
事
や
雑
誌
に
ま
.さ
つ
で
臥
と
思
う
。
(大
石
ま
ゆ
み
)

た
め
に
用
い
ら
れ
る
」
と
言
い、
「
ユ
l
モ
米
の
研
究
書
や
雑
誌
記
事
、
女
性
解
放
グ

ア
や
冗
談
の
小
に

こ
そ
男
の
ホ
ン
ネ
が
出
ル

l
.フ
の
機
関
誌
が
多
い
こ
と
に
も
気
づ

「
女
た
ち
は
固
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
う
ち
破
ろ
う
」

紹
介
し
た
本
を
御
希
望
の
方
は
八
O
O
円
分
の
切

手
を
同
封
の
う
え
「
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
」
ま
で

@ 



ー
シ
ス
タ
ー
・
メ
リ
ー
ジ
ョ
ン
・
マ
ナ
ン
ザ
ン
さ
ん
に
聞
く
|

昨
年
の
五
月
二
三
目
、
東
京
反
核
行
動
の
日
に
「
女
た
ち
の
会
」
は
、
「
ア
ジ

ア
か
ら
軍
事
基
地
と
基
地
買
春
を
な
く
そ
う
」
と
い
う
主
旨
の
署
名
を
、
一
二

O
O人
か
ら
集
め
た
。
こ
の
署
名
運
動
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性
グ
ル
ー
プ
か

ら
呼
び
か
け
ら
れ
た
も
の
で
、
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
送
ら
れ
た
。
つ
づ
い
て
、

六
月
九
日
、
買
春
観
光
反
対
を
と
も
に
闘
い
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
反
核
運
動
の
リ

ー
ダ
ー
の
一
人
、
シ
ス
タ
ー
・
メ
リ
ー
ジ
ョ
ン
・
マ
ナ
ン
ザ
ン
が
来
日
し
た
の
を

機
会
に
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性
と
連
帯
す
る
タ
ベ
」
を
催
し
た
。
二
の
一
文
は

そ
の
時
の
講
演
の
要
約
で
あ
る
。

な
お
、
シ
ス
タ
ー
・
マ
ナ
ン
ザ
ン
は
、
全
国
に
会
員
を
も
っ
「
フ
ィ
リ
ピ

l
ナ
L

と
い
う
女
性
解
放
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
雑
誌
の
出
版
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の

開
設
、
勉
強
会
を
聞
い
て
い
る
。
本
職
は
教
育
者
(
セ
ン
ト
・
ス
コ
ラ
テ
ィ
カ
・

カ
レ
ッ
ジ
の
副
学
長
)
で
あ
る
が
、
消
費
者
運
動
、
反
核
運
動
の
中
心
的
存
在

で
あ
り
「
政
治
犯
」
の
救
援
活
動
な
ど
精
力
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴
史
、
社
会
構
造
、
女

性
の
三
点
に
つ
い
て
時
間
の
あ
る
限
り
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

異
民
族
支
配
の
歴
史

一
五
一
一
一
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ス
ペ
イ

ン
に
よ
り
植
民
地
化
さ
れ
、
そ
の
後
、
米

西
戦
争
の
結
果
、
米
国
が
五

O
年
の
間
支

配
し
ま
し
た
。
日
本
が
歴
史
に
登
場
す
る

の
は
、
第
二
次
大
戦
中
、
大
東
亜
共
栄
圏

と
い
う
理
念
を
か
か
げ
て
侵
略
し
て
き
た

日
本
軍
と
し
て
で
す
。
戦
争
が
終
っ
て
十

年
内
、
ら
い
の
問
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
日
本

い
る
の
で
す
。
ま
た
、
多
国
籍
企
業
は
外

資
・
技
術
・
雇
用
を
促
進
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
全
く
の
神
話
、
で
す
。

多
国
籍
企
業
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
銀
行

か
ら
資
本
金
を
借
り
入
れ
て
い
る
し
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
が
工
業
国
と
し
て
一
人
立
ち
で

き
る
よ
う
な
高
度
な
技
術
も
教
え
な
い
し
、

労
働
力
に
い
た
っ
て
は
二
パ
ー
セ
ン
ト
し

か
雇
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
現
実

に
も
か
か
わ
ら
ず
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、

外
国
企
業
に
①
安
い
労
働
力
②
労
働
組
合

を
結
成
す
る
こ
と
も
ス
ト
ラ
イ
キ
を
す
る

こ
と
も
難
し
い
平
和
な
労
働
力
③
利
潤
の

百
パ
ー
セ
ン
ト
が
本
国
に
還
元
さ
れ
る
と

い
う
三
つ
の
目
玉
商
品
を
あ
げ
外
資
誘
致

を
お
し
す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
経
済
を
支
配
し
て
い
る
二
パ

ー
セ
ン
ト
の
人
口
が
、
政
治
構
造
、
で
も
カ

を
握
っ
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
安
い
平

和
な
労
働
力
を
保
障
す
る
様
々
な
労
働
法

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
多
数
の
人
々
の
た
め

で
は
な
〈
、
こ
の
よ
う
な
経
済
構
造
を
支

え
る
た
め
に
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
に
も
う
一
つ
、
政
治
構
造
を
み
る

う
え
で
重
要
な
点
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的

介
入
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
民
衆
が
動
き
は

じ
め
運
動
を
お
こ
す
の
を
非
常
に
恐
れ
て

い
て
、
こ
れ
を
押
え
る
た
め
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
に
多
大
な
軍
事
費
を
与
え
て
い
ま

す
。
フ
ィ
。
リ
ピ
ン
に
あ
る
ス

l
ピ
ッ
ク
海

軍
基
地
、
ク
ラ

l
ク
空
軍
基
地
は
、
ア
メ

リ
カ
の
圏
外
に
あ
っ
て
は
最
も
大
き
な
米

人
を
好
意
を
も
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
日
本
軍
の
占
領
の
期
聞
は

短
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
聞
に
な
さ
れ

た
非
常
に
残
酷
な
行
為
が
傷
跡
と
し
て
私

た
ち
の
心
の
中
に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
た
か

ら
で
す
。
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
若

い
方
ば
か
り
で
、
戦
争
中
の
こ
と
は
御
存

知
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
本
当
は
言
い
た

く
な
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
日
本
軍
が
い

か
に
残
虐
だ
っ
た
か
少
し
ふ
れ
て
み
た
い
。

た
だ
頭
を
下
げ
な
か
っ
た
た
め
に
た
た
か

れ
る
と
か
、
灼
熱
の
太
陽
の
も
と
に
立
た

さ
れ
る
と
か
、
抗
日
戦
の
ゲ
リ
ラ
に
は
自

軍
基
地
な
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
軍
事
基

地
の
存
在
は
、
ア
メ
リ
カ
が
い
か
に
軍
事

的
介
入
を
し
て
い
る
か
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。
私
は
先
週
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ア
メ
リ

カ
の
議
員
に
会
い
次
の
二
つ
の
こ
と
を
要

請
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
マ
ル
コ
ス
政
権
に

軍
事
費
を
与
え
る
な
と
い
う
こ
と
と
近
い

将
来
、
自
分
た
ち
の
運
命
を
自
分
た
ち
の

子
、
で
選
び
と
る
民
族
自
決
の
闘
い
が
お
き

た
時
ア
メ
リ
カ
は
介
入
し
な
い
で
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
で
も
現
実
に
は
、
ア

メ
リ
カ
は
介
入
し
て
い
て
、
例
え
ば
グ
リ

ー
ン
ベ
レ
ー
は
、
軍
隊
や
警
察
を
ワ
シ
ン

ト
ン
に
よ
び
、
反
乱
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
収

め
方
、
政
治
犯
へ
の
拷
問
の
方
法
を
教
え

て
い
る
の
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
核
の
問

題
も
米
国
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

今
、
政
府
は
最
初
の
原
発
を
建
設
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
た
め
に
、

ア
メ
リ
カ
の
輸
出
入
銀
行
か
ら
一
九
億
ド

ル
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ

の
お
金
は
米
国
の
ウ
エ
ス
テ
イ
ン
グ
ハ
ウ

ス
社
に
払
わ
れ
、
原
発
で
で
き
た
電
力
は

ク
ラ

l
ク
空
軍
基
地
と
ス

1
ピ
ッ
ク
海
軍

基
地
と
い
う
米
箪
と
パ
タ
ー
ン
輸
出
加
工

区
の
日
米
多
国
籍
企
業
の
た
め
に
使
わ
れ

る
の
で
す
。
政
府
は
実
に
お
ろ
か
な
こ
と

を
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
マ
ス
コ

ミ
-
教
育
・
教
会
と
い
っ
た
文
化
的
構
造

を
も
支
配
し
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
ま
し
ょ

う
。
政
府
は
マ
ス
コ
ミ
を
支
配
し
、
自
分
達

分
の
墓
を
ほ
ら
せ
て
殺
害
し
ま
し
た
。
日

本
軍
が
家
に
侵
入
し
て
く
れ
ば
女
性
は
強

姦
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
お
こ

り
、
女
性
た
ち
は
日
本
軍
が
来
た
ら
隠
れ
、

恐
怖
で
ふ
る
え
て
い
た
と
い
う
。
戦
争
の

末
期
に
な
り
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
く
る
と
、

こ
う
し
た
残
虐
行
為
は
ま
す
ま
す
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
、
例
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
を
ほ
う

り
あ
げ
て
銃
剣
、
て
き
し
た
と
い
う
よ
う
な

話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

終
戦
後
、
米
軍
が
再
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

帰
っ
て
来
ま
し
た
。
私
た
ち
は
米
軍
を
す

ば
ら
し
い
解
放
者
と
し
て
、
花
を
ま
き
、

歌
を
う
た
い
そ
し
て
た
た
え
(
笑
)
迎
え
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
後
で
説
明
す
る
よ
う

に
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
な
が
ら
も
、
一
応

政
治
的
独
立
を
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

で
も
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
戦
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
だ
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
私
た
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
が
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
非
常
に
腹
だ
た

し
く
思
う
こ
と
の
一
つ
に
は
、
ア
メ
リ
カ

の
犠
牲
に
な
り
な
が
ら
戦
争
の
損
害
を
補

償
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が

あ
り
ま
す
。

に
都
合
の
よ
い
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
世
論
を

形
づ
く
っ
て
い
く
ば
か
り
で
な
く
、
現
実

に
い
き
ど
お
り
反
抗
す
る
の
で
は
な
く
、

運
命
を
甘
受
し
耐
え
て
い
れ
ば
い
つ
か
は

む
く
わ
れ
る
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
つ

く
る
わ
け
で
す
。
教
育
に
し
て
も
同
様
で

す
。
私
た
ち
は
四
五

O
年
も
の
筒
、
植
民

者
に
よ
り
、
従
順
で
忠
実
な
人
間
に
な
る

よ
う
に
洗
脳
教
育
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
傾
向
は
今
も
つ
づ
き
、
最
近
の

例
を
一
つ
あ
げ
る
と
、
世
界
銀
行
か
ら
文

部
省
に
教
科
書
を
つ
く
る
よ
う
に
と
一
億

ド
ル
の
融
資
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一

見
と
て
も
良
い
話
の
よ
う
で
す
が
、
裏
を

か
え
せ
ば
文
部
省
の
官
僚
が
子
供
た
ち
に

何
を
教
え
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

上
か
ら
お
し
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。女

性
の
情
況

最
後
に
女
性
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

い
わ
ゆ
る
ウ
ー
マ
ン
・
リ
プ
の
運
動
は
な

い
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
女
性
は
解
放
さ
れ
て
い
る
と
い
う
幻
想

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
女

性
の
一

0
1
一
五
%
は
、
高
等
教
育
の
機

会
を
も
ち
、
政
府
や
企
業
で
高
い
地
位
に

つ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
彼
女
た
ち
に
は
、

家
に
五
人
も
六
人
も
メ
イ
ド
さ
ん
が
い
る

と
か
、
つ
ま
り
他
の
女
性
の
犠
牲
の
上
に

な
り
た
っ
て
い
る
解
放
な
の
で
す
。

@ 

社
会
構
造
|
経
済
・
政
治
・
文
化
l

次
に
私
た
ち
が
今
闘
っ
て
い
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
、
経
済
、
政

治
、
文
化
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
分
析

し
た
い
。

経
済
的
な
構
造
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ

る
。
一
つ
は
、
財
閥
な
ど
約
六

O
家
族
か

ら
な
る
全
人
口
の
二
%
の
人
が
、
七
五
%

の
富
と
土
地
を
握
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

八

O
i
八
五
%
の
人
た
ち
は
、
労
働
力
の

他
は
何
も
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
絶
対

的
な
貧
富
の
格
差
の
聞
に
わ
ず
か
ば
か
り

の
中
産
階
級
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
構
造

の
上
に
、
二
%
の
持
て
る
人
々
が
、
外
国

の
多
国
籍
企
業
、
特
に
日
米
の
多
国
籍
企

業
と
結
ん
で
い
る
こ
と
が
第
二
の
重
要
な

特
徴
で
す
。

多
国
籍
企
業
に
支
配
さ
れ
る
と
は

E
う

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
作
ら
れ
る
農
産
物
や
工
業
製

品
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
多
く
の
人
々
の
た

め
で
は
な
く
、
多
国
籍
企
業
の
利
益
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
私
た
ち
が
本
当
に
必
要
な
も
の
は

米
な
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
食
べ
る
も
の

の
代
わ
り
に
現
金
作
物
|
砂
糖
、
コ
プ
ラ
、

コ
コ
ナ
ツ
ツ
、
タ
バ
コ
等
を
第
一
世
界
の

た
め
に
私
た
ち
は
何
百
年
も
の
間
植
え
つ

づ
け
て
き
て
、
買
い
取
る
値
段
も
加
工
し

て
売
ら
れ
て
く
る
値
段
も
彼
ら
が
決
め
て

八

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
女
性
は
、
農
村

地
帯
に
い
る
か
都
市
で
貧
し
い
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
特
に
農
村
の
女
性
は
、
何
重

も
の
抑
圧
を
受
け
て
い
る
。
家
事
を
し
畑

で
働
き
、
で
き
た
農
作
物
を
市
場
に
売
り

に
い
き
ま
す
。
夫
と
妻
の
関
係
も
封
建
的

な
も
の
が
あ
り
、
小
作
人
で
あ
る
夫
は
自

ら
が
地
主
か
ら
受
け
る
抑
圧
を
、
妻
に
転

嫁
し
て
い
る
の
で
す
。
都
市
に
住
む
女
性

た
ち
も
非
常
に
安
い
賃
金
で
働
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
貧
し
い
人
々
が
、
何
と
か

し
て
現
金
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
や
、
ド
イ
ツ

か
ら
買
春
観
光
客
が
や
っ
て
く
る
の
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
買
春
問
題
は
ま
ず
経

済
・
政
治
的
な
問
題
で
あ
り
、
道
徳
的
な

問
題
で
は
な
い
の
で
す
。

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
買
春
観
光
反

対
の
運
動
も
あ
り
、
昨
年
(
八
一
年
)
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
や
っ
て
来
る
日
本
人
観
光

客
は
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
減
り
・
暗
ま
し
た
。
し

か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
来
る
か
わ
り
に
台

湾
、
韓
国
、
タ
イ
へ
行
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

結
局
同
じ
こ
と
な
の
で
、
買
春
観
光
反
対

の
運
動
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
は
こ
れ

ら
の
国
々
の
女
性
と
予
を
取
り
合
う
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
現
実
に
生
き
て
い
る

こ
と
に
、
む
し
ろ
私
た
ち
は
誇
り
を
感
じ

ま
す
。
私
た
ち
は
今
初
め
て
受
け
身
で
は

な
い
私
た
ち
の
歴
史
を
作
っ
て
い
〈
、
そ

う
い
う
瞬
間
に
生
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

@ 



私
た
ち
の
活
動
報

三
月
一
三
目
、
「
優
生
保
護
法
改
悪
阻

止
集
会
」

が
阻
止
連
絡
会
の
呼
び
か
け
で

点
京
・
代
々
木
公
闘
で
聞
か
れ
る
。

あ
い
に
く
の
ど
し
ゃ
ぶ
り
、
存
と
は
い

え
、
寒
き
に
ふ
る
え
な
が
ら
、

一ぺ
時
間
近

い
時
間
を
さ
ま
ざ
ま
主
グ
ル
ー
プ
の
ア
ピ

ー
ル
に
、
傘
を
握
り
し
め
た
手
で
拍
手
。

大
き
な
声
で
賛
同
の
意
士
山
表
示
(
大
声
を

出
す
と
体
が
暖
ま
る
)
。
強
い
風
と
寒
さ
で

冷
え
き
っ
た
体
を
ス
ク
ラ
ム
で
暖
め
な
が

ら
の
デ
モ
行
進
。
交
は
本
当
に
辛
抱
強
い

と
し
み
じ
み
思
い
、
こ
の
力
で
俊
生
保
護

法
改
悪
案
の
上
程
は
阻
止
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
実
感
し
ま
し
た
が
、
政
府
自
民

党
と

一
部
の
宗
教
団
体
は
、
決
し
て
手
を

こ
ま
ね
い
て
は
い
ま
せ
ん
。
差
別
に
直
結

し
て
い
る
「
優
生
思
想
」
打
破
の
た
め
、

ね
ぷ
り
掻
く
胡

ρ
ま
し
ょ
う
。

i

l

-

-

-

五
月
五
日
、
夏
を
お
も
わ
せ
る
青
空
の

ひ
ろ
が
っ
た
、
こ
ど
も
の
目
。
東
京

・
日

本
教
育
会
館
で

「
な
し
く
ず
し
改
憲
を
許

さ
な
い
女
た
ち
の
集
会
」

(
主
催

・
戦
争

へ
の
道
を
許
さ
な
い
女
た
ち
の
述
絡
会
)

が
開
か
れ
ま
し
た
。
「
平
和
な
社
会
を
チ

ら
に
渡
す
責
任
が
あ
る
」

(
山
崎
朋
子
さ

ん
の
発
言
)
。
子
づ
れ
の
女
た
ち
の
参
加
が

め
だ
ち
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会

西
宮

M
-
C
 

地
方
に
居
ま
す
と
、
「
女
大
学
」
を
は
じ

め
と
し
て
東
京
で
行
わ
れ
る
数
々
の
企

画
や
集
会
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
事

の
イ
ラ
立
ち
は
時
と
し
て
焦
り
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。い
て
も
最
近
片
目
を

つ
ぶ

る
訓

練
を
始
め
ま
し
た
。
も
う
片
方
の
目
て
、

自
分
の
出
来
る
こ
と
を
自
分
の
生
き
て
い

る
空
間
に
創
り
出
し
て
い
く
為
に
ネ
タ
さ

が
し
を
す
る

こ
と
で
す
。

7
-m梁
容
子

と
歌
う
集
い
/
戦
争
へ

の
道
を
阻
む
為
に

.
:
叩
フ

ィ
ー
ト
映
画
第
四
作
上
映
を
仲

活動報告

丘ヒ
Eヨ

五

島

日
Eヨ

子

て
、
私
た
ち
の
政
府
の
あ
り
方
、
ま
す
ま

す
悪
く
な
っ
て
い
る
私
た
ち
の
状
況
を
変

え
る
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
確
認
す
る
集
い
で
し
た
。
上
智
大
学

の
学
性
た
ち
の
協
力
、
い
い
男
た
ち
が
た

く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
れ

た

手

伝

っ
て
く

れ
た
|

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
定
員
三
百

名
の
教
室
は
席
が
た
り
な
い
ほ
ど
の
成
川
況

で
し
た
。

六
月
一
九
日
、
「
安
保
を
つ
ぶ
せ
/
中

曽
根
を
沈
め
よ
う
/
六
月
行
動
」

の
集
会

と
デ
モ
が
代
々
木
公
園
で
聞
か
れ
る
。
主

催
の
実
行
委
員
会
に
は
、

幅
・
仏

い
層
か
ら

百
五
十
を
越
え
る
凶
体
、
個
人
が
参
加
、

私
た
ち

の
「
会
」
も
参
加
。
約
四
千
人
の

人
び
と
が
集
ま
り
、
色
と
り
と
り
の
ゼ

ッ

ケ
ン
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
風
船
が
梅
雨
の
幕

開
の
口
ざ
し
の
中
で
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
の
さ
中
の
集
ム
主
で
し
た
が
、

私
た
ち
の
願
い
と
は
ほ
ど
遠
い
選
挙
結
果
。

「不
沈
空
母
」
と
豪
語
す
る
水
先
案
内
人

や
ム

に
引
き
ず
ら
れ
て
、

一
寸
先
き
は
暗
の
中

に
突
き
進
ん
で
い
く
日
本
。

押
し
つ
ぶ
さ

れ
な
い
力
を
貯
、
ぇ
、
ひ
る
ま
ず
反
撃
を
続

け
て
い
き
た
い
。

も
「
窓
法
第
九
条
を
守
る
こ
と
が
ア
ジ
ア

へ
の
述
併
に

つ
な
が
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
、

「
会
」
の
同
籍
法
研
究
グ
ル
ー
プ
は
「
阿

絡
に
お
け
る
男
女
一平
等
が
イ
ど
も
の
基
本

的
人
権
を
確
立
す
る
」
と
訴
え
、

二一

O
余

り
の
女
性
解
放
、
反
戦

・
平
和
の
た
め
に

行
動
す
る
ク
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
ア
ピ
ー
ル
。
女
た
ち
の
闘
い
の
輸
を

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
拡
げ
て
い
く
こ
と
を
ぎ

い
合
い
ま
し
た
。

五
月
二
七
日
、
「
光
州
三
周
年
へ
の
集

い
/
」

を
「
会
」
の
主
催
で
、
上
科
大
学

の
教
室
を
借
り
て
開
催
。

金
芝
川
の
詩
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
「
し
ば

ら
れ
た
手
の
祈
リ
」
。
和
川
春
樹
さ
ん
の
講

演
「
歴
史
の
中
の
陣
痛
|

|
光
州
事
件
|
」

新
尾
英
子
さ
ん
の
ひ
と
り
芝
居
「
身
昨
打

鈴
」
。
現
在
の
光
州

の
状
況
報
告
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
「
政
治
犯
」
と
し
て
捕
わ
れ
て
い

る
人
び
と
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
。
富
山
妙
チ

さ
ん
の
絵
に
よ
る
映
同

「白
山
光
州
・

九
八

O
年
五
川
」

の
上
映
、
と
峰
り
だ
く

さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

光
州
で
何
が
起
き
た
の
か
、
私
た
ち
は

あ
の
、
民
衆
へ
の
虐
殺
行
為
を
決
し
て
、

忘
れ
な
い
。
新
た
な
装
い
の
も
と
に
進
行

し
て
い
る
、
日

・
米

・
韓
の
動
向
に
対
し

聞
で
や
り
ま
す
。

大
津

M 

伺
い
、
買
い
V

求
め
ま
し
た
。
私
も
元
海
外

協
力
隊
員
で
イ
ン
ド
に
生
活
し
、
発
展
途

上
国
の

こ

t
に
興
味
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ

資
料
集
め
を
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
と
発

展
途
上
国
と
の
関
係
の
本
が
得
が
た
く
、

貴
誌
を
通
じ
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

、ど
う
ぞ
が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
ま
せ
。

(
西
ベ
ル
リ
ン

H

・
L

一
一月
二
十
六
日
、
友
人
二
名
と
私
と
の

連
名
で
、
私
た
ち
の
住
む
与
野
市
に
対
し
、

優
性
保
護
法

「
改
正
」
へ

の
反
対
決
議
を

関
係
機
関
に
捻
出
す
る
よ
う
陳
情
し
ま
し

た
。
現
在
、
そ
の
後
の
行
動
と
し
て
、
著

名
、
請
願
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た

t
こ

ろ
で
す
。

あ
れ
も
こ
れ
も
や
り
た
い
と
動
き
回

っ

て
い
た
二
十
代
も
過
ぎ
、
息
長
く
、
確
か

な
運
動
を
、
い
ま
住
む

こ
の
地
で
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
育
て
、
職

業
を
も
ち
、
な
か
な
か
語
り
合
い
、
行
動

す
る
機
会
も
も
て
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
陳

情
を
き

っ
か

け
に
、
自
分

の
生
き
方
も

合
め
、
婦
人

運
動
に
取
り

組
ん
で
ゆ
く

会
守
作
り
た

い
と
思
い
ま

す
。
今
後
の

私
た
ち
の
迩

( 1 9 83年 1 月 ~ 6 月 )

1・18 女大学 「アメリカの軍事l隙
聞各と基地売春-;中制 ・フィリ

ピン ・タイ」遠野はるひ ・新

笠智子

2・18 女大学 「従軍慰安村に され
た女たち」山口明チ ・五島昌

子

3・13 優性保護法改悪阻止全国
総決起集会」に参加l

3・16 女大学「輸入される女たち」

三好亜矢子 ・塚本由美

4 . 10 サーイーニさん(マレーシア)

を|羽んで

4・13 タベラさん(フィリピン)
エフA リン・フォンさん (マレ

ーシア)を|羽んて

4・20 女大学 「優性保護法改惑を

めぐって」平野レづみ ・川崎

圭子

5・5 なし くずし改慾を討さな

L 、女たちの集会」に参加

5・18 女大学 「国籍法は引在 改
正':1'1'11'1試案をめぐ‘って」石1:11
玲子 ・安江tも子 ・森木和l美

5・27 光州三周年への集ν あ
の日わたしたちの心は燃えあ

がった」をHfJf!li
6 . 15 女大学 「新術家族制度砂を考

λ る」はた由美子 ・佐々木智

チ ・原あ き子

6・19 安保をつぶせ I"1-'曾:tNを
沈めよう I6月行動」に参加l

私
は
今
、
工
芸

・
陶
芸
を
し
て
い
ま
す
。

月

一
回
、
ヒ
カ
リ
ノ
サ
卜
と
い
う
障
害
者

施
設
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
粘
土
い
じ
り

を
し
て
い
ま
す
。
そ
ニ
で
は
野
菜
の
は
と

ん
ど
を
作

っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
無
農
薬

で
。

こ
こ
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ

ん
な
・」
と
を
考
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
神
戸
の
学
生
青
年
セ
ン

タ
ー
の

食
品
公
害
セ
ミ
ナ
ー
で
、
ア
ジ
ア
の
女
た

ち
の
会
の
雑
誌
を
見

つ
け
ま
し
た
。

こ
れ

か
ら
は
、
生
活
H
運
動
と
い
う
形
て
、
身

の
回
り
か
ら
少
し
づ
っ
考
え
て
ゆ
き
、
食

物
、
袋
業
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、
広
い
視

野
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
大
阪

M
・
C
)

西
、
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
者
で
す
が
、

休
暇

て
鹿
児
島
に
帰

っ
て
き
て
い
ま
す
。
西
ベ

ル
リ
ン
て
会
員
の
方
か

ら
賞
誌
の
・
」
と
を

@ 

想題共 水女'性 をな集楽| 国満 …一|鳳は富のをの 田 iT.き卜tlI中 、ひと 111:鉱

形ふ火 珠 つ FI白か国ゆ州 司 自と表界を美 山
成ま性 わらり現、テた々決ら

たの体す斡!と じ
過え静 枝解放 壮をを J也残程、放 絶込ノt獄留え・ 一生仙妙干1宮01神東京
を近と なるきへ妻 そ

れりこへは け子考代は 記入延時と「
03回
察。 欧凶 作かI ，-回巳-ヨ.~ 銭々ひ転孤 』の 放跡生の 、て。の 、し 』 をき意常絵問

~ lil 2 女 rirぃ fー、 児の 幻， 
て… 花/

9町一

l 2 9性 別 事，白国山 2 円告ま i前 補かきを 生 抗 8 
7 I 0解代 0 なだ 州記林 版めた求きき e 。
68 0放の 史 0運 Ij攻で録 郁の 。た画める 。
5 
円 思諜 円 命後 記家てこ第 円l 

動
の
た
め
、
御
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
と
思
い
ま
す
。
(
連
絡
先
H
ア
ジ
ア
の
女

た
ち
の
会
)

与
野

R
-
w
 

「
ア
ジ
ア
修
道
女
会
議
」
(
第
六
回
、
通

称

A
M
O
R
)
が
さ
る
四
月
、
台
湾
の
彰

化
で
十

一
ヵ
国
か
ら
約
四
十
人
の
代
表
者

を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
の
修
道
女
の
自
由
な

運
動
と
し
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
問
題
を
共

に
考
え
、
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
に
、
七

一
年
か
ら
ア
ジ
ア
各
地
で
聞
か
れ
て
い
る
。

今
回
の
テ

l
マ
は

。
ア
ジ
ア
に
お
け
る

女
性
の
搾
取
。
。
会
議
で
は
体
験
学
習
、
女

性
問
題
を
中
心
に
し
た
国
別
レ
ポ

ー
ト、

ケ
l
ス

・
ス
タ
デ
ィ
ー
な
ど
の
後
、
次
の

よ
う
な
誓
言
文
を
採
択
し
た
。，

「
ア
ジ
ア
諸
国
が
と
っ
て
い
る
新
し
い
経

済
政
策
は
、
ア
ジ
ア
女
性
の
伝
統
的
生
活

パ
タ
ー
ン
に
著
し
い
影
響
を
与
え
て

い
ま

す
。
特
に
経
済
的
、
性
的
搾
取
と
不
平
等

の
点
い
て
重
い
く
び
き
の
下
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
私
た
ち
は
①
ア
ジ
ア
の
女
性
と

連
待
し
、
正
義
と
平
和
の
促
進
へ
の
努
力

を
す
る
②
神
が
創
造
の
時
に
女
性
に
与
え

b
れ
た
尊
厳
を
ふ

た
た
び
と
り
戻
す
③
社

会
分
析
、
社
会
の
現
実
を
信
仰
の
目
て
見
、

批
判
的
考
察
を
行
う
ー

ー
な
ど
」

(
東
京

I
・
N
)

@ 
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*私たちの機関誌も今回で14号になりました。これは第

2号・第8号の特集「買春観光を許すな」の延長線上

にあるテーマです。現代の複雑化した社会を反映して

買春の構造もより複雑になっており、そうした構造を

多面的に追求したと思っております。みなさんの活動

や日常生活を考えうるえでも、ぜひ一読してお役立て

さし、。

また、私たちの会では、 |11月23日に買春に反対する集

亙を聞くために準備しております。ぜひ、多くの方々

の参加をお願いします。

*私たちの会も発足6年目をむかえ、活動も本格化して

います。それに伴ない財政がひっ迫しております。ぜ

ひ、機関誌を一人10冊まとめて買い、友人、知人に売

ってください。

安年閉会費は3500円です。会員には機関誌i、ニュースレ

ターを送るほか、会合のお知らせも随時しています。

勉強会にも参加できます。

*会員の申込みは下記まで

東京都渋谷区桜ケ丘14ー 10渋谷コープ211号

脅お願い 財政がひっ迫しておりますので、まだ年会費

3500円を、振込んでない方は下記まで至急お振込み下

さい。ご協力をお願い致します。

送付先 アジアの女たちの会

新住所 東京都渋谷区桜ケ丘14-10渋谷コープ211号

郵便振替東京=0-46143

田連絡先が上記に変りました。よろしく/

9月21日制「今、アジアで女たちは」
一人権問題を通して、女性解放を考える←

報告加地永都子さん

10月26日附「韓国ではいま」
11月16日附「台湾ではいま」
12月21日側「フィリピンではいま」

渋谷勤労福祉会館渋谷駅下車パルコ向い

500円(会員300円)午後6時半~9時

機関誌「アジアと女性解放J
第l号韓国民主化闘争の女たち 300円合

第2号買春観光を許すな.1 300円脅

錦、3号 日本企業は海外で何をしているか 300円脅

第4号 アジアへの文化侵略 300円合

第5号 いま戦争責任を考える 300円脅

第6号 アジアの闘う女たち 400円

第7号女と国籍 300円肯

第8号続・買春観光を許すな I 400円*

第9号 第三世界の女と私たち 400円

第10号光州、|一周年によせて 400円

第11号特集・暮らしの中のアジア 400円

第12号特集・戦争と私たちとアジア 400円

第13号特集 .8.15とアジア 400円
合印は残部がありません。送料は1部170円です。郵便振替か切手代用(60
円切手)で申し込んで下きい。 郵便振替 東京0-46143

ASIAN WOMEN'S LlBERATION 
English Edition Now Available! 
No.l Asia and Wamen's liberatian 

No.2 Japanese Economic Invasion 

No.3 Prostitut'lon Toυnsm 

NO.4 Asian Women in Struggle 

No.5 Blown by The Winds of Asia 

Price: Inside Japan NO.1 ￥300， 
No.2， NO.3 ￥400 

Address( for Order): 
Asian Women's Association 
Poste Restente Miyamasuzaka Post Office 
Shibuya.ku， Tokyo， Japan 

'83秋期「女大学」アジアの人権と手ifJこち
アジアの人権はいま、どのような状況にあるのか。とくに女

たちの人権は? 日本そして日本人は、その状況とどうかか

わり合っているのか。私たちにできることは?

語られることの少ない真実にこだわりつつ、共に考えてゆき

たいと思います。

第 1固

第2回
第3固
第4回

場所

参加費

圃
幅
四
四
四
国

-
R
H
月
幻
日
に
。
輸
入
さ
れ
る
女
性
た

ち
。
の
反
対
集
会
を
聞
き
ま
す
。
一
緒

に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

(
Y
-
T
)

脅
男
中
心
の
社
会
を
変
え
な
い
限
り
、

買
春
の
構
造
も
変
わ
ら
な
い
と
、
つ
く

づ
く
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
こ
の
機

関
誌
を
読
ん
で
少
し
で
も
買
春
の
実
態

を
知
っ
て
欲
し
い
、
と
く
に
女
た
ち
に

は

:

:

:

(

Y

・S
)

*
五
月
か
ら
編
集
を
は
じ
め
て
四
ヶ
月
、

お
な
か
の
中
に
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が
も
う

一
ニ
ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
男
の
子
で
す
が
、

胎
教
で
き
っ
と
買
春
は
し
な
い
と
思
う

の
で
す
が
:
:
:
。

(
H
・
T
)

*
反
買
春
の
運
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
ほ
し
い
デ
ス
。
買
春
の
形
は
新
し

く
な
っ
て
も
、
そ
の
構
造
は
変
わ
っ
て

な
い
。
変
え
な
け
れ
ば
グ

(
C
・
O
)

定価

1200円

y 

図固園田園図図図図園園園自
伺・戦争豆事典 アジアの女たちの会

イす・アジアの教科書

~CA出版誤認話器官;;125

去年の夏、文部省の教科書検定ド侵略。にクレーム)に対

してアジア各地から抗議の声がまき起こった。
、皇軍はアジアで何をしたかか教科書から‘侵略'が消え

るならば、私たちは自分たちの手で、事実を掘り起こし、

歴史化していく作業を続けなければならない。
多くの人々、とりわけ戦争を知らない若い世代にこの一
冊を贈りたい，


